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序 文

首都圏としての本県の発展はめざましいものがある一方、全国屈指の埋蔵文化財保有県

として、地域開発と文化財保護との調和が緊急かつ重要な課題となっております。

近年発掘調査による記録保存が多くなされておりますが、埋蔵文化財の保護・保存措置

にあたっては、各行政機関と連携を保ち、事業者の理解を求め、調整のための十分な協議

を実施しております。止むを得ず発掘調査を行うにあたっては、現地調査・遺物等の整理・

報告書作成までの作業を一貫して行うよう指導しております。

御承知のように埋蔵文化財の発掘調査においては記録保存という形で調査を実施した場

合、先人が残した貴重な遺跡・遺物は二度と元の姿に復原することは困難なことでありま

す。従って、その記録保存はより周到な準備と慎重な手順が必要となります。記録保存の

成果品である調査報告書は記述をとおして、文化財に生命を与え、その背後にひそむ生き

た歴史を語らせるものでなければなりません。

今回、こ冶に上梓きれた「東寺山戸張作遺跡調査報告書jは、昭和49年に、県教育委員

会が派遣した専門職員を中心として発足した財団法人千葉県文化財センターのはじめての

調査報告書であります。この調査は古墳及ぴ塚の調査(第一次調査)、その古墳下の住居

祉の調査(第二次調査)、更に周辺の新発見きれた住居祉の調査(第三次調査)、と同一遺

跡に対して極めて徹底した調査を実施いたしました。その成果は必ずや記録保存に値する

ものであり・、学術・教育資料は言うに及ぱず、文化財保護資料としても広〈活用きれるも

のと信じております。

本遺跡の調査・報告書の刊行にあたり御協力をいただいた建設省、日本道路公団並びに

地元関係者、また早暑・酷寒をいとわず調査活動に専念きれた調査関係者各位に厚くお礼

申し上げます。

昭 和 52年 3 月 31 日

財団法人 千葉県文化財センタ一

理事長今井 正



発刊の ヲ，

、ー と ば

本書に収録された遺跡は、昭和49年11月、当財団設立初の発掘調査を実施した千葉市・

東寺山第一古墳群(東寺山戸張作遺跡第一次調査)と、古墳群調査中に古墳下から発見き

れた遺構に基づき第二次調査として実施した東寺山古墳下遺跡(東寺山戸張作遺跡第二次

調査)及び、該当区域に新発見された住居跡等(東寺山戸張作遺跡第三次調査)でありま

す。

本遺跡の調査は、首都東京都から本県京葉工業地帯に通ずる幹線である京葉道路(第四

期)及び一般国道16号線の延長工事区域に所在する遺跡で、昭和49年12月16日及び昭和50

年 4月1日に建設省関東地方建設局及び日本道路公団東京第一建設局と財団法人千葉県文

化財センターが契約を締結し実施したものであります。

報告書の発刊については、委託者の了解を得て、第一次~第三次調査の終了後、一括収

録することとし、本調査着手以来 2年 3ヶ月を経過いたしましたが、ここに調査報告書の

上梓を見ることができ、関係者各位に心から御礼申し上げる次第であります。

今回の調査、特に古墳群の調査に当っては、文化財保護の立場はもとより、人の心情か

らも、先人が埋葬された聖域であり、調査後破壊きれることについては誠に忍び得ないも

のがあります。ここに改めて先人の冥福を祈るものであります。それがためにも発掘調査

時はもとより、整理作業においても、当財団において、為し得る限りの精査をするととも

に細心の配慮のもとにまとめたものであります。

その他の遺跡につきましても、終始千葉県教育委員会の御指導を得ながら調査の万全を

期した次第であります。

ついては、本書が学術、研究の資料として広〈活用きれると共に、文化財保護思想、の酒

養に役立つことを願うものであります。

最後に、本書の刊行に当り、終始御協力を賜わりました建設省及び日本道路公団関係者

各位ならびに関係諸学の方々に対して厚〈御礼を申し上げると共に、発掘調査以来参加を

いただきました調査補助員及び地元有志の方々に対しましでも、深〈謝意を表する次第で

あります。

昭 和 52年 3 月31 日

財団法人千葉県文化財センター

常務理事 植松 震
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挿 図 目 次

第 1次・ 2次調査

第 1 図 東寺山・戸張作遺跡群と 第 25図 9号墳周溝平面図

その周辺遺跡 第 26図 9号墳土層断面図

第 2 図 東寺山・戸張作遺跡 第 27図 9号墳周溝土層断面図

第 2次調査全測図 第 28図 9号墳主体部平面・断面図

第 3 図 l号塚平面・土層断面図 第 29図 9号墳主体部出土遺物

第 4 図 2号塚平面・土層断面図 実測図

策 5 図 3号塚出土土器・古銭拓影図 第 30図 9号墳出土遺物実測図

第 6 図 3号塚平面・土層断面図 (周溝内)

第 7 図 4号塚出土土器拓影図 第 31図 9号墳出土土器拓影図 I

第 8 図 4号塚平面・土層断面図 第 32図 9号墳出土土器拓影図11

第 9 図 5号塚平面・土層断面図 第 33図 10号墳墳丘測量図
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第 48図 12号墳平面・断面図 第 72図 14号墳出土土器拓影図四

第 49図 12号墳土層断面図 封土中及び旧表土下
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第 58図 13号墳主体部出土遺物 第 79図 第 2号土拡土層断面・

管玉臼玉実測図 木炭出土状況

第 59図 13号墳闇溝内出土土器実測図・ 第 80図 第 2号土拡平面・断面図

出土土器拓影図 第 81図 第 3号土拡平面・断面図

第 60図 14号墳墳丘iHIJ量図 第 82図 第 4号土地平面・断面図

第 61図 14号墳周溝実測図 第 83図 第 4号土拡遺物出土状況及び

第 62図 14号墳土層断面図 出土土器実測図
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第 64図 14号墳埋葬施設平面・断面図・ 第 85図 第 5号土拡遺物出土状況

遺物出土状況 第 86図 第 5号土拡出土土器実測図

第 65図 14号墳埋葬施設平面・断面図 第 87図 第 5号土砿出土遺物(石)

第 66図 14号墳埋葬施設出土遺物 第 88図 第 6号土拡平面・断面図

実illJ図 I 第 89図 第 7号土拡平面・断面図

第 67図 14号墳主体部出土遺物 第 90図 第 7号土拡土層断面図

実測図II 第 91図 第 8号土拡平面・断面図

第 68図 14号墳主体部出土遺物 第 92図 有舌尖頭器 (10M06グリッド)

実測図III 第 93図 第 9号土拡平面・断面図

第 69図 14号墳出土遺物実測図 第 94図 溝状遺構A平面・断面図

第 70図 14号墳出土土器拓影図(1) (70-Cグリッド)

封土中及び旧表土下 第 95図 溝状遺構A平面・断面図

第 71図 14号墳出土遺物実iHIJ図 (60-Cグリッド)



第 96図 溝状遺構A平面・断面図 第113図 溝状遺構D平面・断面図

(50-Cグリッド) (50-Fグリッド)

第 97図 溝状遺構A平面・断面図 第114図 第10・11号遺構平面図

(10・20-Cグリッド) 第 115図 第10・11号遺構土層断面図

第 98図溝状 遺 構A平面・断面図 第 116図第10・11号祉出土遺物

(20・30-Cグリッド) 拓影図・実測図

第 99図 溝状遺構A土層断面図 第 117図 第12号遺構平面・断面図

(20・30-Cグリッド) 第 118図 第13号遺構平面・土層断面図

第 100図 8号墳南西側拡張部 8号墳周溝 第119図 10・20M.Nグリッド遺物出土

溝状遺構平面・断面図 平面・断面図

第 101図 8号墳南西側拡張部土層断面図 第120図 10・20-M.Nグリッド

第102図 8号墳南西側拡張部 出土土器実測図

出土土器実測図 第 121図 10・20-L-Nグリッド

第 103図 溝状遺構B平面・断面図 出土土器拓影図(土師器・
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第104図 溝状遺構B平面・断面図 第122図 10・20-M.Nグリッド

( 0グリッド) 出土土器拓影図(土師器・

第 105図 溝状遺構B平面・断面図 士不形土器底部11)

(30-Bグリッド) 第123図 11号墳及びその周辺グリッド

第106図 溝状遺構B平面・断面図 土器出土状況

(20・30-A・Jグリッド) 第124図 11号墳周辺グリッド出土土器

第107図 溝状遺構B平面・断面図 実測図(70-A'Jグリッド)

(20・30一 Jグリッド) 第125図 Aグリッド出土土器拓影図

第 108図 溝状遺構B平面・断面図 第126図 B・C・D.E.Fグリッド

(20・30-Kグリッド) 出土土器拓影図

第 109図 溝状遺構B平面・断面図 第127図 H.J'Kグリッド出土土器

(20・30-Lグリッド) 拓影図

第110図 溝状遺構B平面・断面図 第128図 L.M'Nグリッド

(20・30-Mグリッド) 出土土器拓影図

第111図 溝状遺構C平面・断面図 第 129図 グリッド出土石器等実測図

第 112図 溝状遺構D平面・断面図 第 130図 グリッド出土土器実測図

(60・70-Fグリッド)



第 3次 調査

第 1図 東寺出戸張作遺跡 第26図-III 004号住居社出土遺物実測図

および周辺遺跡 第 27図 004号住居社出土石製遺物実測図

第 2 図 東寺山戸張作第一次・第二次・ 第 28図 004号住居祉出土石・鉄製品

第三次調査全測図 実測図

第 3図 東寺山戸張作第三次調査全測図 第 29図 004号住居祉出土臼玉実測図

第 4 図 東寺山戸張作第三次調査 第30図 I 004号住居社出土臼玉実測図

グリッド配置図 第 31図 004号住居祉出土臼玉実測図

第 5 図 1号塚平面・土層断面図・遺物 第 32図 004号住居社出土石製遺物・

出土状況図 石搬実測図

第 6 図 1号塚出土遺物実測図・瓦拓影図 第 33図 005号住居祉平面・断面図

第 7 図 1号塚出土銭拓影図 第 34図 005号住居祉出土石製遺物実測図

第 8 図 2号塚平面図 第 35図 006号住居社平面・断面図

第 9 図 3号塚平面図(古墳) 第 36図 005号・ 006号住居祉遺物

第 10図 001号住居社平面・断面図 出土状況図

第 11図 001号住居祉遺物出土状況図 第 37図 005号住居社出土遺物実測図

第 12図 001号住居祉出土遺物実測図 第 38図 005号住居社出土石製遺物実測図

第 13図 002号・ 007号住居祉平面・ 第 39図 006号住居祉出土遺物実測図

断面図 第 40図 007号住居祉出土遺物実測図

第 14図 002号・ 007号住居社遺物 第 41図 008号住居社平面・断面図

出土状況図 第 42図 008号住居祉遺物出土状況図

第15図 1 002号住居社出土遺物実測図 第 43図 008号住居祉出土遺物実測図

第16図-II 002号住居祉出土遺物実測図 第 44図 008号住居社出土石製遺物実測図

第 17図 003号住居祉平面・断面図 第 45図 010号住居祉平面・断面図

第 18図 003号住居祉遺物出土状況図 第 46図 010号住居社遺物出土状況図

第四図 003号住居社出土遺物実測図 第 47図 010号住居祉出土遺物実測図

第 20図 003号住居社出土石製遺物実測図 第 48図 010号住居祉出土石製遺物実測図

第 21図 004号住居士11:平面・断面図 第 49図 Cグリッド出土遺物実測図

第 22図 004号住居祉遺物出土状況図 第 50図 E21グリッド，先土器時代石器

第 23図 004号住居祉石製遺物出土状況図 出土状況図

第24図 1 004号住居祉石製遺物出土状況図 第 51図 E21グリッド，先土器時代石器

第25図一II004号住居祉石製遺物出土状況図 実測図



第 52図 グリッド土層断面図

第 53図 C グリッド遺物出土状況図

第 54図 Cグリッド出土石製遺物実測図

第 55図 Cグリッド出土臼玉実測図

第 56図 A地区及び各グリッド出土遺物

拓影図(縄文時代)

第 57図 A地区及び各グリッド出土遺物

拓影図(弥生時代)



図版目 次

第 1次・ 2次調査

PL. 1 (1)遺跡附近

(2)遺跡全景

PL. 2 (1)塚群 (1，2，3，4号)

(2)塚群(5， 6号)

(3)古墳群(8， 9号)

PL.3 (1)1号塚全景(調査前)

(2) " (調査後)

(3) 2号塚全景(調査前)

(4) 11 (調査後)

PL. 4 (1) 3号塚全景(調査前)

(2) 11 (調査後)

(3)4号塚全景(調査前)

(4) 11 (調査後)

PL. 5 (1) 5号塚全景(調査前)

(2) 11 (調査後)

(3) 6号塚全景(調査前)

(4) 11 (調査後)

PL.6 (1)7号塚全景(調査前)

(2) 11 (調査後)

(3) 8号墳全景(調査前)

PL. 7 (1) 8号墳埋葬施設遺物出土状況

(2) 11 確認状況

PL. 8 (1) 8号墳埋葬施設粘土出土状況

(2) 8号墳周溝土層断面

PL. 9 (1) 9号墳全景(調査前)

(2) 11 墳丘断面図状況

(西側 Dトレンチ)

PL.10 (1) 9号墳埋葬施設確認状況

(2) 11 遺物出土状況

(3) 9号墳埋葬施設(調査後)

PL.l1 (1) 9号墳周溝内遺物出土状況

(2) 11 

(3) 11 

PL.l2 (1) 9号墳周溝土層断面

(2) 11 全景(調査後)

PL.13 (1)10号墳全景(調査前)

(2)10号墳前遺物出土状況

PL.14 (1)10号墳遺物出土状況

(2) 11 全景と溝A，Bとの切り

合い状況

PL.15 (1)11号墳全景(調査前)

(2) 11 埋葬施設確認状況

PL.l6 (1)11号墳埋葬施設遺物出土状況

(南側)

(2) 11 (北側)

(3)11号墳周溝内遺物出土状況

PL.17 (1)11号墳周溝内遺物出土状況

(2)11号墳全景(調査後)

PL.18 (1)12号墳全影(調査前)

(2)12号墳周溝内遺物出土状況

(3)12号墳全景(調査後)

PL.19 (1)13号墳全景

(2) 11 埋葬施設(外側プランは

掘り方)

PL.20 (1)13号墳埋葬施設遺物出土状況

(2) 11 周溝内遺物出土状況

(3) 11 

PL.21 (1)13号墳周溝内遺物出土状況と土

層断面

(2)13号墳全景(調査後)



PL.22 (1)14号墳全景(調査前)

(2) 11 (調査後)

PL.23 (1)14号墳埋葬施設遺物出土状況

(2) 11 

(3)14号墳埋葬施設(調査後)

PL.24 (1)001号住居社全景(調査後)

(2) 11 遺物出土状況

PL.2l> (1)001号住居祉遺物出土状況

(2) 11 

(3)001号住居祉カマド前遺物出土

状況

PL.26 (1)001号住居祉カマド

(2) 11 内遺物出土

状況

(3) H 支脚出土状況

PL.27 (1)001号住居祉カマド(調査後)

(2)溝状遺構A(70C区)

(3) 11 (60C区)

PL.28 (1)溝状遺構A (50， 10， 20C区)

(2) 11 8 (30E， D区)

(3) 11 ( 11 ) 

PL.29 (1)溝状遺構8 (308区〕

(2) 11 (30L， M区)

PL.30 (1)溝状遺構D (70， 60F区)

(2) 11 (60， 50F区)

(3)溝状遺構C (50M， N区)

PL.31 (1)土拡 1(調査後)

(2)土拡2(炭化物出土状況)

(3) 11 (調査後)

PL.32 (1)土拡3 (調査後)

(2)土拡4(溝状遺構Aとの関係及

ぴ遺物出土状況)

(3) 11 (調査後)

PL.33 (1)土拡5 (調査後)

(2)土拡6 ( 11 ) 

(3)土拡7 (調査後)

PL.34 (1)土拡8 (調査後)

(2)土拡9 (炭化物出土状況)

(3) 11 (調査後)

PL.35 (1)010， 011遺構全景

(2)010遺構支脚出土状況

(3)011遺構

PL.36 8号墳主体部出土遺物一①

PL.37 11 ー②

PL.38 9号墳埋葬施設出土遺物

PL.39 11号墳 H ー①

PL.40 11号墳埋葬織設出土遺物一②

PL.41 13号墳(1 )， 14号墳(2 -4 )主体

部出土遺物

PL.42 14号墳 11 

PL.43 9号墳， 13号墳 出土遺物

(玉類)

PL.44 土拡4出土遺物(土製小玉)

PL.45 9号墳(1 -6)， 11号(7 -10)， 

12号墳(11)周溝内出土遺物

PL.46 13号墳(1 -4)， 14号墳(5 )周溝

内出土遺物

PL.47 001号住居祉出土遺物一①

PL.48 11 ー②

PL.49 各遺構，グリッド出土遺物

PL.50 塚及びグリッド出土遺物

PL.51 10号墳出土遺物(須恵器片)

PL.52 グリッド出土遺物

PL.53 11 

PL.54 9号墳出土遺物(縄文土器)

PL.55 11， 12， 13， 14号出土遺物

(縄文土器)

.PL.56 グリッド出土遺物(縄文土器)

PL.57 土器底部



第 3次調査

PL.l (1)東寺山戸張作遺跡(海老) (2)第 5号住居祉カマド内遺物

全影写真 出土状況影

PL.2 (1)遺跡地近影 PL.13 (1)第 6号住居祉全影

(2)遺跡地全影と工事 (2)第 6号住居祉遺物出土状況影

PL.3 (1)東側調査区域 PL.14 (1)第 8号・ 10号住居祉全影

(C，O，E，グリッド) (住居祉確認面影)

PL.4 (2)西側調査区域 (2)第 8号・ 10号住居祉全影

(竪穴住居祉・俺体壕全影) PL.15 (1)第 5号住居祉貯蔵穴・カメ

PL.5 (1)第 l号塚調査前影 出土状況影

(2)第 1号塚土層断面影 (2)第10号住居祉須恵器時

(3)第 l号塚マウンド切断影 出土状況影

PL.6 (1)第 1号住居祉全影 土製品

(2)第 1号住居祉覆土断面影 PL.16 (1)第 1号住居祉出土遺物

PL.7 (1)第 2号・ 7号住居社全影 PL.17 (1)第 2号住居社出土遺物

(2)第 2号祉遺物出土状況影 PL.18 (1)第 3号住居祉出土遺物

PL.8 (1)第 3号住居祉全影 PL.19 (1)第 4号祉出土遺物一一(工房祉)

(2)第 2号社切断俺体壕影 PL.20 (1)第 5号住居祉出土遺物

PL.9 (1)第 4号社全影(工房祉) PL.21 (1)第 6号住居祉出土遺物

(2)石片分布状況影(石製品他) PL.22 (1)第 7号住居社出土遺物

PL.I0 (1)第 4号祉貯蔵穴 PL.23 (1)第 8号住居祉出土遺物

(工作用ピット )-A影 PL.24 (1)第10号住居社出土遺物

(2)第 4号社貯蔵穴 PL.25 (1)第10号住居社出土遺物

(工作用ピット )-8影 (須恵器他)

(3)第 4号祉貯蔵穴-8影 PL.26 (1)グリッド出土遺物

PL.l1 (1)第 4号社石製品等出土状況影 石製品(工房祉)

(原石材他) PL.27 (1)第 4号祉出土石材(緑泥石)

(2)第 4号祉鎌身・高時脚部 PL.28 (1)第 4号祉出土石製模造品・勾玉他

出土状況影 PL.29 (1)第 4号祉出土石製品拡大

(3)第 4号祉勾玉・石製模造品等 PL.30 (1)第4号祉出土石製模造品

出土状況影 (双孔円板他)

PL.12 (1)第 5号住居社全影 PL.31 (1)第 4号祉出土石製品(未成品)



PL.32 (1)第 4号祉出土臼玉(完・未成品) 自然遺物

PL.33 (1)第 4号祉出土臼玉(完・未成品) PL.45 (1)D-72グリッド出土犬骨

PL.34 (1)第 4号社出土臼玉(未成品) PL.46 (1)第 2号・ 7号住居社検出貝類

PL.35 (1)第 4号社出土臼玉(完・未成品) 参照付編

PL.36 (1)無土器時代石器他 PL.47 (1) (工房祉) 4号祉出土遺物

グリッド出土遺物 (緑泥片岩他)

PL.37 (1)グリッド出土縄文時代土器片 PL.48 (1) (工房社) 4号祉出土遺物

及び土器片錘 (緑泥片岩他)

PL.38 (1)グリッド出土弥生時代土器片 PL.49 (1) (工房枇) 4号社出土遺物

金属製品他 PL.50 (1) (工房社) 4号祉出土遺物

PL.39 (1)第 l号塚 (007号塚) PL.51 (1) (工房社) 4号社出土遺物

出土銅銭他 PL.52 (1) (工房祉) 4号祉出土遺物

PL.40 (1)第 4号祉出土鉄製品(鎌・鋸他) PL.53 (1)( (工房社) 4号社出土遺物

PL.41 (1)各グリッド出土遺物 PL.54 (1) (工房社) 4号祉出土遺物

(双孔円板他) PL.55 (1) (工房社) 4号祉出土遺物

PL.42 (1)グリッド出土石製品(臼玉他) PL.56 (1) (工房雄) 4号祉出土遺物

PL.43 (1)第 3号・ 4号住居祉出土遺物 PL.57 (1) (工房社) 4号社出土遺物

(2)第 4号住居祉出土臼玉未成品 PL.58 (1) (工房社) 4号祉出土遺物

PL.44 (1)各住居祉出土石製品等 PL.59 (1) (工房祉) 4号祉出土遺物

( 2 ， 4 ， 5 ， 8 ，10号祉) PL.60 (1) (工房社) 4号社出土遺物



例 三口

1. 本報告書は，京葉道路出口附近にあたる千葉市東寺山に於ける，国道16号線・京葉道路

(四期工事)関係の路線範囲を発掘した第一次・第二次・第三次の調査結果を収録し

た報告である。

2. 本書の遺跡地名称は，所在地の小字名は異るが，三調査地ともに，同一小台地上に存

することから，総称「千葉市東寺山・戸張作遺跡」として標記しである。又収録した

各遺跡の発掘調査報告は，年次の経過にしたがい， )1聞を追って配列しであるので，文

化史年代とは前後するところもある。

3. 遺跡地，発掘調査に関しては，子葉県教育庁文化課の指導を経て，建設省関東地方建

設局及び， 日本道路公団東京支社との委託業務にもとずき，昭和49年12月から(財)

千葉県文化財センターが，調査実務を 2年 1ヶ月間断続的に実施した調査である。

4. 各遺跡地の調査は，年次ごとに期間及び担当者が異るので下記に示す。

(1) 第一次調査・東寺山戸張作は，昭和49年12月6日現地着手から， 50年 3月31日まで，

担当者は，千葉県文化財センター調査部長中村恵次，調査員は，鈴木定明，高田博

の2名である。

(2) 第二次調査は，昭和50年 5月27日着手，昭和50年10月16日まで，担当調査員，矢戸

三男，鈴木定明，高田博，鈴木若雄である。

(3) 第三次東寺山;践の調査は，昭和51年 4月19日着手，昭和51年 8月5日までの間，

当センター調査部長，中村恵次の指導のもとに，岡川宏道が担当した。

5. 本書の執筆，出土品の整理及ぴ掲載，写真の撮影，実測図の作製は，各遺跡調査担当

者が分担したので，報文の文末には文責名を記した。担当者を下記に示す。

(1) 第一次調査，古墳 7基，塚7基，整理期間 50年 4月1日から51年 3月31日まで

鈴木定明高 田 博 矢 戸 三 男

(2) 第二次調査，住居祉 1軒，土墳，溝状遺構，他，整理期間 50年10月17日から51年

3月31日まで 矢戸三男鈴木定明高田博鈴木若雄

(3) 第三次調査，工房祉，住居祉，塚，他 整理期間 51年 8月16日から51年12月27日

まで 岡川宏道鈴木若雄

なお，報文全体の校聞は調査部長，中村恵次が，編集は岡川宏道が行った

6. 岩石の鑑定及び産地比定には，肉眼鑑定法，蛍光X線分析法を活用した。岩石等の分



析には，加藤昭先生・大西英輔氏にも協力をたまわった。

7. 発掘調査の実施，報告書の刊行に伴い，千葉県教育委員会，教育庁文化課，東京大学，

国立科学博物館等の公的機関の他，東京大学名誉教授鈴木 尚，国立科学博物館地

学第 2研究室長加藤 昭，人類第 2研究室長山口 敏，金属試験所大西英輔，川崎製

鉄柳沢高義氏等に，ご指導，協力をたまわった。

8. 挿図の九例

剛剛ロ ーム層 仁コ焼 土 緑糊陶器

剛皿 ローム層 陸函 旧表土層 仁コ須 窓 器

仁ゴ古墳墳 丘下 全形 ヒ コ グリ ソド(調脊部分) 亡コ灰利陶器

墜麹古墳 主 体 部 区羽土師器(内黒)

土 仁 ゴ土師器(赤彩)

一-29.ω. 

F間
一一25.ω.

羽 ソフト・ローム層

'VII ハード・ローム層

一一-20.ω. n 焼土混入時茶褐色土層司 淡黒褐色味をおびるローム層

m 黒褐色土層 区茶色味をおびるローム層

W 茶褐色土層 X 灰色味をおびるローム層

V 暗褐色土層 E 貧縄色味をおびるローム層

東寺山・戸張作遺跡土層柱状図



東寺山戸張作遺跡

第 1・2次調査



第一章調査諸説

第一節 発掘調査に至る経過

別冊『東寺山石神遺跡』でも触れたとおり.一般国道16号線ならびに京葉道路(四期)

の計画路線上には，県選定重要遺跡「荒屋敷貝塚」を含め11遺跡の所在が確認されている。

このうち荒屋敷員塚を除く 10遺跡については 文化庁・県教育委員会・建設省・日本道路

公団等関係機関による協議の結果，記録保存の措置をとることとなり，昭和46年4月1日

より県教育委員会の指導によって， (財)千葉県都市公社が発掘調査を実施している。しか

し，所在する10遺跡のうち，東寺山地区(当時の呼称による東寺山第 1古墳群・東寺山遺

跡)の 2遺跡は，用地買収が難航したことから調査が不可能となり，このため48年度以降

調査は中断している。

この間，懸案の荒屋敷貝塚については 前記4者聞の協議が重ねられており，文化庁・

県教育委員会の指導の下で，現状保存に必要な基礎資料の収集を目的とした 2回に及ぶ確

認調査が実施きれている。第 l次については(財)千葉県都市公社文化財調査事務所，第

2次は(財)千葉県文化財センターがそれぞれ調査を担当し 成果報告書『千葉市荒屋敷

貝塚一遺構確認調査報告書一(1974).1If'千葉市荒屋敷貝塚一貝塚外縁部遺構確認調査報告

一 (1976) .1を刊行している。

一方，東寺山地区については、 48年度に入り用地買収の問題も解決をみ，建設省・日本

道路公団から， 49年11月，新たに県教育委員会の外郭組織として設立きれた(財)千葉県

文化財センターに調査実施の要請が県教育委員会を通じて行なわれた。当時、(財)千葉県

都市公社文化財調査事務所は年度内の残存業務のため，職員組織を新組織である文化財セ

ンターに移行することが不可能の状況であった。このため，文化財センター初の調査事業

としては，東寺山地区 2遺跡のうち，東寺山第 1古墳群(古墳 7基・塚 7基)のみ調査を

実施することとをった。調査については， 49年12月16日 建設省・日本道路公団との契約

締結と同時に現地調査に着手，翌日年 3月31日じ終了をみた。

調査の経過と成果については後述するとおりであるが，この結果、当該地点には古墳・塚

の他に住居跡・土境等の遺構の存在が確認きれ，県教育委員会を含めた 4者聞の協議が行

なわれ，新たに包含地(道路敷部分)9，800m'について調査を実施することになった。調査

は，東寺山第 1古墳群の整理作業を一時中断して50年 5月27日に着手， 10月16日に終了を

みている。その聞に隣接する東寺山遺跡の現地調査も併行して実施きれている。(If'東寺山



石神遺跡』参照)

その後，道路の建設工事は着々と進行していたが 従前より遺跡の所在が推定視きれて

いた市道都賀線を挟んだ台地北側の地点で，工事中に住居跡の断面が数ヶ所露呈された。

このため当該地点(道路敷1，OOOm')の工事は県教育委員会によって中止きれ，第 3次の調

査が実施きれることとなった。調査は， 51年度事業のーっとして組込まれ，諸手続の完了

をまって， 51年4月19日から現地調査に着手， 8月15日に終了した。調査の経過ならびに

成果は後述するとおりである。

なお，調査遺跡名については、昭和49年 3月刊行の『千葉市史ー原始古代中世篇』記載

の遺跡名と，センター独自の地籍調査を考慮し，遺跡名の混乱を避けるため，事業名とは

別に下記のように改称した。われわれは，今後この名称で記録を後世に遺したいと思う。

関係各位のご協力を仰ぐ次第である。東寺山遺跡一東寺山石神遺跡。同所在円墳一石神古

墳群 2号墳。「東寺山第 1古墳群ー東寺山戸張作古墳群。東寺山古墳下遺跡ー東寺山戸張作

遺跡。東寺山戸張作遺跡ー東寺山海老遺跡。J

(上記3遺跡を東寺山戸張作遺跡と総称。) (中村恵次)

q
b
 



第二節第一次調査の経過

調査は、昭和49年12月16日~昭和50年 3月31日まで行った。調査対象は古墳7基、塚7

基の計14基である。調査にあたって各遺構の番号は、通し番号とした。従って 1-7号が

塚で8-14号が古墳となる。

12月16日から現地入りし伐採等の環境整備を行なった後、塚7基 (1-7号)について

調査を開始した。写真撮影、墳丘測量後十字トレンチを設定し発掘した。その結果、塚の

形状は円墳状を呈した。(但し 7号塚は第 3次調査の結果、方形を呈することが判明)各塚

とも出土遺物は少なく 3号塚から寛永通宝 1枚、 4号、 5号塚盛土からは土器片が若干出

土したのみである。

12月28日で本年の調査を中止し年末年始休暇に入り翌50年 1月7日から現地調査を再開

した。

1月 7日 調査再開、本年は古墳7基 (8-14号)の調査を行なった。 1月の段階で8

号、 9号、 10号を調査した。 8号、 9号墳は、写真撮影、墳丘測量後十文字トレンチと墳

頂部に 4区グリッドを設定し発掘した。 8号墳は、墳丘西側から南側にかけての周溝が円

周しないことや墳頂部に埋葬施設が検出されず西側裾部付近に検出されたことから前方後

円墳と判明した。埋葬施設出土遺物は、直万、鉄織であった。なお墳丘南側裾部で墳丘を

切って溝が検出きれた。(第 2次調査の結果、溝状遺構Bと判明) 9号墳は、周溝が円

周していることから円墳と判明。埋葬施設は墳頂直下に検出され、直万、万子、玉類等が

出土した。 10号墳は、調査前の形状が方形を呈していたが、古墳かどうか疑問であった。

調査の結果、明確な周溝および埋葬施設は検出できなかったが、墳丘東側で須恵器片20点

ほど出土した。

2月の段階で11号、 12号墳を調査した。写真撮影、墳丘測量後十字トレンチを設定し発

掘した。 11号墳は、周溝が円周していることから円墳と判明。埋葬施設は、墳頂直下に検

出きれたが遺存状態が悪〈明確には検出できなかった。埋葬施設出土遺物は、直万、鉄鎖

であった。 12号墳は調査前から墳丘がほとんどなく古墳かどうか疑問であった。調査の結

果、かろうじて周溝を検出したが墳丘は残っていなかった。出土遺物は、周溝内から土師器

邦形土器が出土。

3月の段階で13号、 14号墳を調査した。写真撮影、墳丘測量後トレンチを設定し発掘し

た。両古墳とも墳正コンターと周溝の検出状態から前方後円墳と判明。従って埋葬施設も

クピレ部から検出された。埋葬施設出土遺物は、 13号墳からは万子、玉類が検出きれ、 14
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号墳からは，直万，鉄鉱が検出きれた。たお， 14号墳南側周溝内から住居祉(国分期)が

1件検出きれた。(この住居祉については第 2次調査で行なうことが決定きれた)

以上，古墳および塚の調査をすべて終え，最後に航空写真撮影を行なって昭和50年3月

31日をもって第 1次調査を終了した。

(鈴木)

第三節第=次調査の経過

本調査は、第一次調査において古墳墳丘下及び周溝内より新たな遺構が検出きれたこと

により本遺跡内にさらに他の遺構の存在が推測きれ別途調査することとなり行なわれたも

のである。

調査は、昭和50年 5月27日より 10月16日に亘って行ない、後章で記述するように土壌・

土壌墓・溝状遺構・住居祉等を検出した。第二次調査は、グリッドによる発掘方法を用い

た。

グリッドの設定は、道路センター杭を基準軸として 10m X 10 mの大グリッドを設定し

この大グリッドを 2mX2mの小グリッドに細分することとした。グリッドの名称につい

ては大グリッドを縦列を基準杭より北西側に向ってA-I、南東側に向って J-Nとし、

横列を基準杭より南西側に向って10-40、北東側に向って50-70とした。小グリッドの名

称は、 A-Iの各グリッドについては全て北西側(縦位に)01-25・J-Nの各グリッド

についても全て南東側から北西側(縦位に)01-25と番号を付し、小グリッド番号の01は

常に縦位基準軸に近い部分に用いることとした。

発掘は、排土を考慮し、基準軸ラインを残すこととし、各グリッドについては、一列お

きに且つ一つおきに調査することとした。

発掘調査は、 5月27日より Aグリッドから順次行なった。この結果、グリッドからの遺

物の出土は少なく無遺物のグリッドも少なくなかった。各グリッドは、順次ソフト・ロー

ム面まで掘下げていったが、ローム両までの深きは50cm-80cm前後を測り、その層序は概

ね、表土層ー焼土混入暗茶褐色土層ー黒褐色土層ー茶褐色土層一暗褐色土層(乃至は黒褐

色土層)ーソフト・ローム層を示す。この中で、焼土混入暗茶褐色土層は極めて特色のあ

る層で、ほぽ遺跡全面に分布していた。しかし、遺構との関連は把えられず、この層の時

期を決定し得る遺物の出土も皆無であった。

A-Iグリッドの調査は、比軸的順調に進展し、 10-8グリッド内で土境(第5号土境)
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.60-Bグリッド内で土壌(第 3号土境) ・C列グリッド内で溝状遺構(溝A)を検出し

た。この中で60ー Cグリッド内では、溝Aに切断された土壌墓(第4号土墳)を検出した。

また、 20及び30-Cグリッド内では、溝Aと直角に交差する溝状遺構(溝B)を検出し、

溝Aと溝Bとの先後関係を追求したが溝Aから溝Bにかけて上部に黒色砂が堆積しており

土層観察によっても重複は認められず、同一時期の構築と考えられた。なお、溝Aの南東

側は、北西側より一段高くしかも盛土がなされていたのではと思われ、表土層下に若干の

ローム・プロック層が遺存している部分或いは、旧表土層と思われる黒色土層が検出され

た。この他、 20-Cグリッド内では土墳(第 6号土壌) ・20-D・Eグリッドにかけて土

境(第 1号土墳)・ 20-Eグリッド内で土墳(第 2号土壇)・ 10・20-Fグリッドにかけて

土墳(第 9号土境)・ F列グりッドで溝状遺構(溝D)を検出した。溝Dは、 9号墳墳丘内

においてもその一部が検出きれ、さらに 8号墳と 9号墳の中間において溝Eとした溝状の

遺構に連なるものと思われた。しかし、 8号墳墳丘内或いは、溝Bとの関係は不明である。

Hグリッド及び Iグリッドは、調査時点で既に迂回道路設置のために極〈一部の調査に終

ったが、この範囲内では遺構の検出はなく、遺物も数点のみであった。 A-Iグリッド調

査時において、 70-D-Fグリッドの 9号墳北東側際より少量ながら土師器が出土し、 70

-Aグリッド内の11号墳南西際からは完形の土師器・坪形土器を含むやや多量の土器が出

土した。これら等の土器はいずれも古墳時代後期のもので、出土位置からして 9号墳、 11号

墳等の関連が強いように思われたが、直接関連づける証左は得られなかった。また、溝B

は、 8号墳を切断しており且つ溝の南西側には土塁状の盛土を伴っていたことから、一部

が調査区域外にかかるが、この部分の調査を行なうべく、地主との交渉を続け、 9月下旬

より調査開始した。その結果、土塁状の盛土は 8号墳周溝の上部になされており、溝Bと

の先後関係は認られず寧ろ同一時期のものと考えられた。土塁南西側は、表土層下が直ちに

、ード・ローム層となっており、削平・整形がなきれていることが判明した。

溝Bについては、排土の都合上、直ち調査することが出来ずやや遅れたが、 10号墳との

関係を重点におき調査した。その結果、 10号墳は本来円墳であったものと思われるが、或

時期(恐らく溝築時と思われるが)に長方形に変形されたものと判明した。なお、 10号

墳より南東側の溝Bは， 2条に分岐し、この間に低平ながらも土塁状の盛土がなされた

ことカf明らかとなった。

A-Iグリッドの発掘が概ね完了した時点で、第一次調査の際検出きれていた住居祉(0

o 1号祉)の調査を開始する一方、 J-Nグリッドの発掘を行なう。
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これ等のグリッドに就いては、溝Bの追求及ぴ住居祉の有無を重点におき開始した。溝

Bについては、 30-Jグリッド内で2条の溝を確認し得たが、K-Nグリッドでは木の根等

により 2条のうち北東側の溝しか追求し得なかった。北東側の溝は、その走行状態から谷

へ落込むものと思われた。住居祉については001号祉の他には検出きれ得ず、 10-M・N

グリッド内で土墳(第 8号土墳)， 50 -Nグリッド内で土壌(第 7号土壌)， 50・60-N

グリッド内で溝状遺構(溝C)を検出した。溝Cは、 Mグリッド内には検出きれず、北側

へは延びないものと思われ寧ろ谷へ落込むものと考えられた。溝Cの覆土上層に黒色砂が

堆積していることは、注意きれる。この他， 10・20ー Lグリッドの調査が進むにつれ，

M.Nグリッドを中心に多量の土師器が出土した。その全てが細片でしかも表土層或いは

黒褐色土，茶褐色土に包含されていた。また， 10・20-L. Mグリッドにかけて近接して

二つの粘土塊が検出きれ、調査の結果北西側粘土塊(10号遺構)に接して若干の掘込が認

められ、南東側粘土塊 (11号遺構)はカマドと考えられる点から住居祉として把えられた。

しかし、そのプラン・規模は、掘込みが浅いことと、斜面であるため明らかにすることは

出来得なかった。この住居祉と土師器出土範聞は一部重複するものの一致せず、土師器出

土範囲が広〈層位的にも上層に位置するものであった。

各グリッドの調査が終了するに従って、 8・9・13・14号墳の墳丘下の遺構の有無を確

認するため墳丘削平にかかった。特に13'14号墳では、第一次調査の際旧表土層下で焼土

が検出きれており、この遺構調査と併行しつつ進めた。 13号墳では、主体部掘吹形東壁に検

出きれていた12号遺構が、調査の結果西側には広がらず東側へ延びていることが判明した。

しかし、焼土は不整形なピット内に或いはその上面に散在しており、この他に遺構を伴な

うものではなかった。ただ、焼土と同一レベルで一部分ながら硬質面が検出きれたことは

注意きれるが、掘込み及びそのプランは不明である。 14号墳については(13号遺構)、概

ね13号墳のものと同様な様相を示し、一部に硬質面を認めたが、掘込み・プランについて

は不明であった。遺物は、 13号遺構内及びその周辺で数点の縄文式土器が出土したのみで

あった。

8・9号墳からは、遺構は検出きれなかった。以上の結果をもって本遺跡の発掘調査を

完了し、図面の補足及び航空写真撮影を行ない、 8号墳南西側調査区域外部分の埋戻しを

行った後現地調査を完了した。 (10月16日)
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第四節遺跡の環境

( 1 ) 位置及ぴ地理的環境

戸張作遺跡は，千葉市街地の北東約 2kmの台地上に位置し，現在千葉県千葉市東寺山町

454番地-464番地の地籍に所在する。本遺跡の名称は，第一次・二次調査地点が旧字名

「戸張作」と称きれていたことによるものである。第三次調査地点は，これとは異なる字

名が存在するが，調査地区が一部重複すること等から『戸張作遺跡」に含めることとした。

また，東寺山町地域内には多数の遺跡があり，それ等遺跡との関連・相異を考慮し「東寺

山・戸張作遺跡』と称することとする。

本遺跡の所在する台地は南西方向に延びている台地であるが，巨視的にみれば三つの支

台に分岐している。まず北側にあって殿台町等が所在している支台・中央にあって本遺跡

等が所在する支台・南側にあって石神古墳・石神遺跡が所在する支台である。この各支台

はそれぞれ小支谷によって幾つもの樹枝状台地が形成きれている。本遺跡もぷのうちの一

つに位置するもので，第一次・二次調査地区は南東方向に延びる舌状台地に，第三次調

査地区は第一次・二次調査地区とは反対側にあって北西方向に延びる台地上に位置してい

る。

第一次・二次調査地区の台地は，最高位標高約28mを測りこれより標高約25mまでは緩

かに傾斜し，これ以後急激に谷に落込む地形を呈する。谷底面との比高差は，約 8m前後

を測る。従って本台地においては，平坦面は極めて少なし斜面立地の遺跡と言える。第

三次調査地区は，最高位標高28mを測り標高25m前後からは急激に谷へ落込む。この聞の

比高差 2-3mは斜面を呈すると言えるものではなし視覚的にはほぼ平坦と見倣し得る

ものである。

このような地形を呈する本遺跡は，現在山林となっている。第一次・二次調査地区にお

ける層序は第 2図に示した通りであるが，第11層とした焼土を混入する暗茶褐色土層が特

異的である。この層は，遺跡調査区内の全てのグリッドにおいて見出せるものではないが，

ほぽ全域に検出されている。また，古墳周溝覆土上部及ぴ塚盛土中に検出されているとこ

ろから，この層の大体の上限と下限を推察し得るが，時期を決定出来得る有効な遺物は出

土していない。さらにこの層は，第三次調査地区においても検出きれておりかなり広範囲

な分布を示す。しかしながら，この層の生成原因が単なる山火事等によるものか或いは何

か別の要因にもるものかは不明である。
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東寺山・戸張作遺跡 1: 25，000 千 葉東 部

2 駒形古墳群 6凶00函m函 500 1000 1500 

3 東寺山・石神遺跡 9 台門貝塚 (この地図は建設省国土地理院長め承認を肘 同院発行のγ司
地形図を復註したものである。(承認番号昭52総復第172号i，.， 

4 宮ノ腰遺跡 10 東寺山遺跡

5 高品第2遺跡(A地点・ B地点)11 東寺山貝塚

6 草刈場貝塚 12 東寺山・稲城遺跡

荒屋敷西貝塚 13 二十五里貝塚

8 荒屋敷貝塚 14 西寺山貝塚

第 1図 東寺山・戸張作遺跡群とその周辺遺跡



~ 

第 2図 東寺山・戸張作遺跡第二調査会測図
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歴史的環境

本遺跡周辺には縄文時代から歴史時代に至るまでの数多くの遺跡が所在する。その内主

なものを図示した(第 1図)。ここでは本遺跡で検出された遺構・遺物の各時期について周

辺遺跡をまじえ概観してみたい。

先土器時代...・H ・..本遺跡からは有舌尖頭器等が出土しているものの，ローム層中からで

はなしその文化層は確認出来得ず不明である。周辺の遺跡としては，高品第 2遺跡A地

点(註1)(5-A)があるが文化層の確認には至っていない。従って，この時代の様相はな

お不明瞭きが残る。

縄文時代...・H ・..本遺跡からは後期に属する土器片が少量出土しているものの，明確な遺

構は検出きれていないが， 12号・ 13号遺構としたものが当該期に含まれるものと思われる。

しかし，この遺構の性格は不明であるが，住居祉と考えるよりはキャンプ・サイト的な遺

構かと考えられる。このことは，当該期において本遺跡が集落を形成する要因を有せず，

集落の生活領域の一部分であったことを示唆しているようである。周辺遺跡としては，東

寺山県塚(註2)(11) ・東寺山遺跡(註3)(10)が最も近距離に位置する。いずれも中期を主

体とする遺跡であるが，東寺山貝塚は後期まで及んでいる。その他の遺跡も多くが中期な

いしは後期を主体とし，中期から後期にかけて遺跡密度は大きくなる。 (6・7・8・9・13・14

等)。本遺跡では縄文時代後期の他は何等遺構・遺物は検出きれておらず，且つ中・後期の

集落が形成されていない点は，地形その他の要因によって周辺遺跡の生活領域内に属する

ことをよぎなくされたのであろう。

弥生時代・H ・H ・..本遺跡では弥生時代後期に属すると思われる土器片 1点が出土している

にすぎない。この土器片は所調北関東系弥生式土器のものと思われるものである。

古墳時代...・H ・..本遺跡を含め周辺台地上には後期に属する古墳群が形成きれている。本

遺跡一次・二次調査地域は古墳及ぴ土墳墓のみで住居祉は構築きれてない。第三次調査地

点では後期に属する住居祉が検出きれこの台地上に集落を形成していたことが窺える。古

墳群・土壌墓と住居老上との関係の有無は不明であるが，極めて近接した位置にある。周辺

遺跡においては，東寺山遺跡群 I地区(註2)で古墳時代後期~平安時代までの集落が形成

れていることが判明している。千葉県下では低地に対する調査は殆どなきれておらず，低

地に内在する遺構の有無すら全〈不明であるため何とも言えないが，集落が台地上のみに

形成きれていたのか否かを明らかにする必要があり，且つ生産遺構の解明も急がれる。こ
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のような調査結果を総合すれば古墳・集落・生産の関係はより鮮明になるものと思われる。

現状では，これ等古墳群を形成した集落は，本遺跡よりも東側台地上に求めざるを得ない。

歴史時代...・H ・-・本遺跡では平安時代に属する住居祉1祉・住居祉と考えられるもの 1祉

が検出きれているにすぎず，集落を形成するまでには至らないものである。当該期の集

落を求めれば，台地北東側に所在する東寺山遺跡・東寺山遺跡群 I地点がある。南東側で

は高品第 2遺跡(註4)等がありかなりの密度が窺える。

この他，本遺跡では土塁と溝状遺構が検出きれている。時期は不明であるが少な〈とも

古墳時代よりは新しい。南西側に浅間館祉(註5)があり，これとの関連を考慮する必要も

あろう。

以上のように，本遺跡は先土器時代・縄文時代後期・古墳時代後期・歴史時代の遺構・

遺物が検出きれているが，先土器時代は不明としても，古墳時代後期の外はいずれも主体

的存在ではなく周辺遺跡との関連に左右きれるものであった。これは，第一・二次調査地

点においては多分にその地形的要因が考えられるが，第三次調査地点においては必ずしも

地形的要因とは考えられないものと思われ，当時の採集・生産・植生等も考慮する必要が

あろう。

註)

1. r高品第 2遺跡J ~京葉』所収(財)千葉県都市公社 昭48・3

2. r千葉市東寺山遺跡群発掘調査報告書」東寺山遺跡群発掘調査会 昭45・12

3. r東寺山遺跡発掘調査概報」東寺山遺跡調査団 昭50・8

4. 1，に同じ

5. r千葉県中近世遺跡調査目録」千葉県教育委員会 昭47・3
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第二章遺構及び遺物

第一節 塚の概観と調査方法

本遺跡に所在する塚は，計7基でいずれも遺跡北部を横断している道路を挟んで南側に

( 1 -6号)，北側に 1基(7号)がある。 1-4号は，ほぽ道路際に群をなし， 5号， 6号

は道路から南へ16mの所に 2基並んで位置する。調査前の塚の形状は， 1 - 6号が

小円墳状を呈し， 7号は，本遺跡最大の規模を有する塚で，円墳状を呈し墳頂部に平坦面

を残しやや凹状になっていた。

調査方法は，各塚とも支障のない限り墳丘中心部で直交するトレンチを磁北を基準とし

て十字に設定し発掘することとした。調査は，塚の構築状態の観察，遺物の検出等を目

的として行ない，きらに墳丘下の土層セクションを観察するためにトレンチは，ローム面

まで下げることとした。

第二節 発掘調査した塚 7基の遺構及び遺物

( 1 )第 l号塚(挿図 3図， PL 3-C1児島)

本塚は，道路際より南へ約 6m入った所に位置しており，北東方向の道路際には 2号塚

がある。調査前の状況は，墳丘一面雑草に被われ，小円墳状を呈していた。供養塔その他

の供献物は，みられなかった。

調査は，磁北を基準として十字トレンチを設定して行なった。その結果，塚の大きさ

は，東西 6m，南北 5mのほぼ円形を呈する塚で，旧表土から墳頂部までの高きは1.1m

であった。

塚の構築状態は，旧表土である黒色土を基盤として盛土しているが，全体的に軟弱で土

を叩いて固めている状態ではなかった。墳丘土層セクションで観察すると，まず旧表土の

上に焼土の混入した暗褐色土を積み，その上に茶褐色土を半円状に積み上げている。旧表

土以下の自然堆積層は，茶褐色土，暗褐色土，漸移層，ソフトロームの順で推積している。

なお，本塚からの出土遺物は，皆無で、あった。
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m 暗褐色土(焼土混入)

W 黒色土(旧表土)

V 茶褐色土

VI 暗褐色土

vn 漸移層

立 暗褐色土てローム粒混入)

X 褐色土

咽 ソフトローム E 暗褐色土(黄色土混入)

第S図 1号 塚平面・土層断面図
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II 茶褐色土 四ソフトローム
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W 黒色土(旧表土) X 茶褐色土(黄色土混入)

V 茶褐色土 E 茶褐色土(黒色土混入)

VI 暗褐色土 酒暗茶褐色土

第 4図 2号塚平函・土層断面図
K 撹乱
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( 2 )第2号塚(挿図4図， PL 3ー③④)

本塚は， 1号塚から北東へ約 6m離れた道路際に位置しており，南東方向へ約 7mの所

に4号塚，道路際東方向へ約 9mの所に 3号塚がある。調査前の状況は，一面雑草に被わ

れ，小円墳状を呈していた。また墳丘北側は道路に付設している側溝によって削られてい

た。

調査は 1号塚と同方法でトレンチを設定し発掘した。(但し，墳丘北側のトレンチは，側

溝で削られているので設定しなかった)。その結果，塚の大きさは，東西3.5m，南北 3m

(推定)のほぽ円形を呈する塚で，旧表土から墳頂部までの高きは62cmであった。

塚の構築状態は，旧表土(黒色土)を基盤として盛土をしているが， 1号塚と同様に全

体的に軟弱で叩いて固めている様子はみられなかった。墳丘土層セクションで観察すると，

旧表土の上に焼土の混入した暗褐色土を水平に積み，さらに茶褐色土を積み上げている。

旧表土以下の自然堆積層は，若干の撹乱を除いて 1号塚と同様のノーマルな堆積を示して

いた。

なお本塚からの出土遺物は，皆無であった。

( 3) 3号埠(挿図 5， 6図 PL4-①②. ) 

本塚は， 2号塚から東へ約 9mの道路際に位置している。本塚から南へ約 8mの所に 4

号塚がある。調査前の状況は， 2号塚と同様に墳丘北側を道路付設の側溝によって削られ

ていた。

調査は， 2号塚と同様に北側を除 3本のトレンチを設定し発掘した。その結果，塚の

大きさは，東西3.4m，南北2.8m (推定)のほぽ円形を呈する塚で，旧表土から墳頂部ま

での高きは76cmであった。本塚群中最小規模のものである。

。 曾2(0)

第5図 3号塚 出土土器・古銭拓影図
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I 表土 vn 暗褐色土

11 暗褐色土 咽漸移層

皿暗茶褐色土 IX ソフトローム

W 暗褐色土(焼土混入) X 茶褐色土(黒色混入)

v 黒色土(旧表土) E 暗褐色土(黄色土混入)

VI 茶褐色土 K 撹乱

第6図 3号塚平面 土 層 断 面 図
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塚の構築状態は，旧表土(黒色土)を基盤として盛土をしているが，全体的に軟弱で叩

いて固めている様子はみられなかった。墳丘土層セクションで観察すると，旧表土の上に

焼土の混入した暗褐色土を水平に積み，次に暗茶褐色土を水平に，さらに暗褐色土を積み

上げている。旧表土以下の自然堆積層は，若干の撹乱を除いて l号塚と同様にノーマルな

堆積を示していた。

なお本塚からの出土遺物は，墳丘上部の表土層から古銭(寛永通宝) 1枚と土器片 1片

であった。

( 4) 4号塚 (挿図 7，8図 PL4-③④， ) 

本塚は， 3号塚から南へ約 8mの所に位置している。調査前の状況は， 1 -3号に比べ

ると現地表から墳頂部までの比高が高い。

調査は， 1号塚と同様に磁北を基準とした十 字トレンチを設定して発掘した。その結

果，塚の大きさは，東西 6 m，南北 6 mのほぼ円形を呈する塚で，旧表土から墳頂部

までの高きは1.25mであった。

塚の構築状態は，旧表土(黒色土)を基盤として盛土をしているが，全体的に軟弱で、あ

った。墳丘土層セクションで観察すると旧表土の上に焼土の混入した暗褐色土を水平に積み，

その上にほぼ半円状に暗褐色土を積んでいる。旧表土以下の自然堆積層は， 1号塚と同様

にノーマルな堆積を示していた。

なを本塚からの出土遺物は，封土内上部から土器片が 3片であった。

. 概;;持主義?;r~~~:J謂
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第 7図 4号塚出土土器拓影図

( 5) 5号塚 (挿図 9，10図.PL5一①②，) 

本塚は， 1 -3号とは，離れており 4号から南東へ約18mの所に位置しており，北東へ

月

i
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II 暗褐色土

m 暗褐色土(焼土混入)

W 黒色土(旧表土)

V 茶褐色土

現暗褐色土

咽漸移層

咽 ソフトローム

立 暗褐色土(黄色土混入)

X 黄褐色土

28.50困 A

E 褐色土(黒色土混入)

K 擾乱

篇8図 4号塚平面・土層断面図
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第9図
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羽暗褐色土
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約 7mの所に 6号塚がある。本塚と 6号塚は，道路から南へ約18mの地点に 2基並んで位

置している。

調査は，磁北を基準に十字トレンチを設定し発掘した。その結果，塚の大きさは，東

西3.6m，南北4.2mのほぼ円形を呈する塚で，旧表土から墳頂部までの高きは， 1mであ

った。

塚の構築状態は，旧表土(黒色土)を基盤として盛土をしており全体的に軟弱であった。

墳丘土層セクションで観察すると旧表土の上に焼土の混入した暗褐色土を水平に積み，さ

らに茶褐色土をほぼ半円状に積みあげている。旧表土以下の自然堆積層は， 1号塚と同様

のノーマルな堆積を示していた。

なお本塚からの出土遺物は，墳丘上部表土内より土器片 2片であった。
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第10図 5号塚出土土器拓影図

( 6) 6号塚(挿図11図 PL5一③④， ) 

本塚は， 5号塚から北東へ約 7mの所に位置しており，道路際からは南へ約14mの所で

ある。調査前の状況は，一面雑草に被われた小円状を呈していた。

調査は，磁北を基準として十字トレンチを設定し発掘した。 その結果，塚の大ききは，

東西 5m，南北 5mの円形を呈する塚で， 旧表土から墳頂部までの高きは， 1.3mで

あった。

塚の構築状態は，旧表土(黒色土)を基盤として盛土をしており全体的に軟弱であった。 墳

丘土層セクションで‘観察すると旧表土の上に焼土の混入した暗褐色土を水平に積み， さらに

暗褐色土，茶褐色土を順に積み上げている。旧表土以下の自然堆積層は， 1号塚と同様の

ノーマルな堆積を示していた。

なお本塚からの出土遺物は，皆無で、あ った。
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(7) 7号塚(挿図12，13図 PL6ー①②， ) 

本塚は，道路の北側約14mの所に位置し， 1号塚からは西へ約60m離れており，調査区

域内では 1基だけ単独に所在していた。

調査前の状況は一面雑草に被われ，松や雑木が墳丘にはえていた。形状は一見して，墳

頂部に平坦面を広くもつ円墳状を呈する大きな塚であったが，大きさの割に墳頂部までの

比高は低い。

調査は，墳丘上の松の木が伐採不可能のため，それを避けたかたちで十字トレンチを設定

し発掘した。その結果，塚の大きさは，径が約束西5.8m，南北7.6mを呈する塚で，旧表土から

墳頂部までの高きは1.lmであった。また本塚は墳頂部が平坦面になっており，そのほぽ中

央には，凹状のなだらかな浅い窪みがみられ，かつては供養塔その他の石造物が建ってい

た可能性もある。

塚の構築状態は，旧表土(黒色土)を基盤として，焼土の混入した暗褐色土が半分ぐら

いとその上および残りの部分に淡暗褐色土が積まれ，さらに黒色土混入暗褐色土と暗褐色

土が順に積み上げられていたことが墳丘土層セクションでわかる。旧表土以下の自然堆積

層は，他の塚と同様にノーマルな堆積を示していた。

なお本塚からの出土遺物は皆無であった。

(鈴木)
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第三節 古墳の概観と調査方法

昭和49年12月の踏査時には区域内はすでに伐採されており，地膨れ十数ヶ所が確認きれ

た。径 2m程の小規模のものから，径20m，高き 3m程の規模のものまでが点在したが，

北からそれぞれに名称を付してゆき順次発掘調査を行なった。その結果古墳は 8号から14

号の 7基となり，そのうち前方後円墳 3基を含むことが判明した。当初は平坦面上の円墳

2基と斜面に位置する小円墳数基であろっと考えており，調査方法は磁北を基準として墳

頂部で直交する十字トレンチの設定，周溝の全掘，及び関東地方東部の後期古墳一般に認

められる埋葬施設の偏在性を考慮し，墳丘はできるだけ精査することを目的とした。各古

墳の調査方法の差異はそれぞれの項で示しているとうりである。

第四節 古墳 7基の遺構及び遺物

第 8号墳 (第14-23図PL6一③，7.8)

本墳を含む調査した 7査の古墳は，千葉市東寺山小字戸張作を地籍とする。東京湾に沿

って流れる都川の支流によって形成きれた 2つの支谷に狭まれた枝状様台地平担部に占地

し，東京湾内湾都川河口を望む位置に所在する。

墳丘

本墳は 9号墳の西約30m(墳頂聞の距離)西側が谷に落ち込むが，ほほ平担面に位置す

る帆立員の形状を採る前方後円墳である。調査前は地表面から 2m程の比高差をもった円

墳であろうと考えており，埋葬施設を検出するに至り前方部の所在が握かまれた。墳丘測

量図をみると前方部側にコンターラインが張り出し楕円形に巡るが，南側が後世の構状遺

構Bにより削平きれていることもあり見過していた。調査は墳丘構築状態を観察する目的

で，磁北を基準とし墳頂部で直交する十字トレンチを設定し，墳頂部は平面的に掘り下げ

ることにし fこ。

墳丘構築状態をみていくと，墳頂下3.2mに旧表土を確認した。旧表土は概ね平坦であり，厚き 10

-20cmを測るが，墳丘裾部で、は一様に整地きれており，盛土作業に先行して平面形を明確

にしている。調査した古墳ではいずれもこの作業が行われているが，本墳の場合はとくに顕著

であり，セクション図では明らかでないが封土と周溝に至る間にテラス面を形成していた

ものと思われる。また前方部では旧表土は存在せず整地作業の中心が前方部側であったこ

p
h
d
 

q
L
 



40-118トー1

26.50.-:一
26.25 I " 26.75 

I 2かーI

〆

28".ω. 28:25 

。 10

• 

第14図 8号墳墳丘測量図

- 26 -

27.7S" 

75/ 



40ー 1I 30ー I 120-ー I

〆
2ト HIIO-H

2ト G下tO-G

"，/ N S.P 

110ーF

IIO-E 

10 

聞

。

第15図 8号墳周溝平面図

巧

in
L
 



とが窺われる。また後円部端の整地部で土師器高邦片が出土したことが指摘される。

ソフトローム質の褐色土封土は最初墳正裾部から中心に向い摺鉢状に積土きれており，

及ぴ腐植土を主体としていることから，周溝上部か墳丘裾部の土量を積土したものと思わ

、，
、-れる。墳丘の上方でも同様に摺鉢状に積土きれていくが，ハードロームの使用が多く，

の土量は周溝開撃のものであることは明らかである。なお，後円部封土内では埋葬施設は

未検出であった。墳頂部から掘り下げていった時に土層の違いがみられたが，摺鉢状に積

土きれていったためである。他の墳頂部に埋葬施設を有する古墳のように墓墳の水平な基

盤面がみられないことからも明らかである。

古墳の平面形は，周溝の全掘により明らかになった。周溝内縁が比較的明確に認められ

さらに前方部端は浅い周溝であり検出きれていなたが，西側が溝状遺構により削平され，

正確な数値は窺い知れない。大略を述べると，主軸長23.5m，後円部径19.5m，

前方部長4.0m，前方部幅15.0mを測り，

いため，

N-I02・-wの方向を向く前方後円墳である。
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周溝

調査は最初十字トレンチで確認した後に数本のセクションベルトを残し，全掘を目的と

した。断面図にみられるよフに，内外壁面ともに緩かな傾斜で開撃されているが，本墳が

もっとも明確に検出きれている。周構の外側が旧表土のレベルよりも低いレベルであるこ

とは，各墳に共通していることであるが，墳丘構築に先立ち周辺部が大幅に整地されたこ

とを示している。内壁は一様に開撃されているが，外壁は同心円状に形成きれず，上縁聞

の幅は2.5mから4.0m程を測る。溝底は平坦に掘られハードローム層に達している。周溝

内の土層堆積状態はほぼ水平に埋っていたことが窺われる。前方部周溝は撹乱もあり明確

に捉えられなかったが，ハードローム層の掘盤はなされておらず，ソフトロームをやや穿

った浅い周溝であったと思われる。また周溝内からの遺物は一点も出土していない。

(高田)

埋葬施設 (第18・19図)

後円部墳丘調査過程において埋葬施設が検出きれなかったことから，前方部-(ぴれ部

にその存在を追求した。その結果， (ぴれ部において溝状遺構(B)の東壁に粘土と鉄鍛破

片が検出きれ所在が明らかとなった。

埋葬施設は，地山を穿って墓墳を築いたものである。墓墳は長き4.17m・幅2.06m・深

さ約O.45mを測る。墓境底面は中央部より西側が一段低くなるが，棺を埋置するにあたっ

てこの段差をならすように硬質の暗黄褐色土が敷かれている。棺と墓墳との聞は，褐色土

・暗褐色土を主体とした土層によって充噴きれているが，棺周辺には，検出面上(第17図)

と中位付近(第18図)に粘土ブロックが棺をとりまくように散在している。

棺は木棺と思われ既に腐蝕しており，土墳状を呈している。この土境内には，褐色土・

時褐色土・黄褐色土の土層が堆積していたが，最下層に堆積している黄褐色土は硬質である。

土墳の規模は長き2.43m・幅O.65m・深さ約O.4mを測り，棺も近似した規模を有していた

ものと思われる。

棺内からの出土遺物は，直万・刀子・鉄鉱がある。直万は，棺内の中央部で鋒を西側に

刃部を北側に向けやや斜めの状態で出土した。万子は，中央部北側より 2口，東側より 2

口出土しているが，いずれも破損した状態で出土している。鉄鉱は，南西側において鋒を

西側に向け約14本が一括した状態で出土しているが，この他にも破片の状態で5本が出土

している。

n
d
 

qo 



埋葬施設出土遺物(第20・21図)

直万(1・2)……三つに破損した状態で出土。 (2)は(1)の茎尻と思われるが直接接合し

ない。身長43cmと短かく部分的に木質の遺存が認められる。茎は(1)の部分で5.5cm・(2)が3

4cmであり，接合はしないものの茎長は 10cm前後のものであろっと思われる。従って全

長は約53cm前後となる。鋒はふくらを有する。棟は幅0.9cmを測り平棟造りである。関は両

関である。この部分に鋪1があり，幅1.8cm・厚き0.02cm・推定長径3.8cm・推定短径2.6cmを測

る倒卵形を呈する。鍋内側には一部ながら木質部の遺存が認められる。茎は幅 1.7cm・厚

き0.5cmを測る。茎全体に木質が薄〈遺存する。目釘孔は， (1)の破損部に僅少に見出せる。

(2)の部分では見出すことが出来ずー孔のみであったものと思われる。

万子(3 - 7 )……(3)は鋒と茎の大半を欠損する。現存身長14.0cm・身幅1.8cm・棟幅

0.7 cmを測り平棟造りである。関は片関と思われ，刃関はない。茎は現存長 3.4cm・幅1.

3 cm・厚さ0.45cmを測る一部ながら木質が遺存する。

(4)は茎の一部を欠損する。身長19.0cm・身幅1.9cm・棟幅0.5cmを測る。鋒は木質が薄〈

遺存するが，ふくらを有するものと思われる。関は両関であるが，明確な段差をもたず漸

次細くなるものである。茎現存長は5.3cm・幅0.95cm・厚き0.4cmを測る。茎破損部におい

て目釘孔が僅少に遺存する。

(5)は鋒と茎の大半を欠損する。現存身長6.7cm・身幅1.3cmを測るが，身幅は鋒に向って

漸次細くなるものである。棟幅0.25cmをisiJ1) ，平棟造りである。関は両関である。茎現存

長 1.9cm・幅0.75cm.厚き 0.2cmを測る。

(6)は鋒付近の破片である，現存長 4.0cm・幅1.45cm・棟幅 0.5cmをisIJt) ，平棟造りであ

る。

(7)は茎の破片である。刀子であるか明確ではないが，鉄鉱にしては太すぎるため一応万

子としておきたい。現存長 4.6cm・幅0.65cm・厚き0.35cmを測る。茎尻は丸味を有する。

一部分ながら樹皮状のもので巻付けた痕跡が認められる。

鉄鉱(第22図)(1-13・15)……(1)・(2)・(5)-(7)・(9ト(11)は(15)と共に一括状態で出土。

(1)は鋒の一部と茎尻を欠損する。現存長12.95cm・茎長2.3cmを測る。鋒は両丸造と思わ

れる。聞は明確な段差をもたないが両関である。腕箆被撃箭式に属する。茎に木質の遺存

が認められる。木質部下には樹皮状のものが巻かれている。

(2)は鋒の一部と茎尻を欠損する。現存長13.05cm・茎長2.7cmを測る。鋒は片丸造りで両

関である。腕箆被撃箭式に属する。茎には樹皮状のものの巻付け痕が一部認められる。

(3)は箆被部下半を欠損する。現存長 4.7cmを測る。鋒は片刃のもので，片関である。

(4)は鋒付近のものであるが鋒は大半が欠損する。現存長 3.4cmを測る。鋒は片丸造か両
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丸造か不明であるが広鋒のものと思われる。

(5)-(8)・(10)・(12)はいずれも箆被から茎にかけてのものである。 (12)は茎部分のみであり，

現存長 2.8cmを測る。木質が遺存し木質部下には樹皮状のものが巻き付けられている。こ

の他はいずれも腕箆被のものである。現存長は， (5)-4.05cm (6)-5.45cm (7)-5.3cm 

(8)-5.15cm (10)-2.7 cmを測る。

(9)は箆被から鋒にかけてのもので，関は僅少ながら認められ両関と思われる。現存長4.5

cmをisIJる。

(11)は鋒の大半と箆被の大半を欠損する。鋒は片丸造りで両関である。現存長 2.5cmを測

る。

(13)は鋒の一部と箆被の大半を欠損する。鋒は両丸造で広鋒であり，両関である。現存長

2.7 cmを測る。

(15)は6本が一括となっているもので，これは(1)・(2)等にも見出せるが，黒色滑沢質のも

のが融着している。従って個々のものについては不明で、ある。この黒色滑沢質のものが何

であるかは不明である。

制(14)……刀子の鍋と思われる。幅O.9cm・厚きO.15cm現存長2.05cmを測り弧状を呈

する。

旧表土下出土遺物(第22図・第23図)

いずれも後円部旧表土層下より出土したものである。 1-3は縄文式土器で中期~後期

に属するものである。

(1)は半載竹管状工具による沈線丈によって文様が構成きれる。

(2)は撚糸文が施される。

(3)は口縁部被片で，口縁部に単節縄文が施きれる。

第14図に図示したものは浮石である。

9号墳 (第24図-32図PL9-12) 

墳丘は，一面雑草，木根で覆われていたが一見して円墳状を呈していることが窺われた。

墳丘の規模は周構の内径で約23m，高きが旧表土から約 2.6mを測る円墳であった。墳頂

部には僅かながら平坦な面がみられる。

調査は，墳丘構築状態を観察するために磁北を基準として十字にトレンチを入れ，以下

南から右廻りにA・B・C.Dとトレンチ名を付号した。きらに墳頂部には埋葬施設確認のため，

グリットを 4区設定し平面的に掘り下げることにした。その結果，墳丘構築状態は，古墳
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構築当時の地表面(旧表土)を墳頂部から約 2.6m下に確認した。旧表土下の自然堆積層

は、茶褐色土，暗褐色主，漸移層，ソフトロームへと達している。封土については，旧表

土を基盤として，ローム粒混入茶褐色土，淡暗褐色土，暗茶褐色土を積み，その上にロー

ムプロック混入土と腐植土を中心部に向けてほぽ摺鉢状に積み上げて，墳頂部ではローム

プロック混入土をほぼ水平に積み上げている。 A-Cトレンチ土層セクションで，このこ

とは比較的明瞭に確認できる。

なお，墳丘内出土遺物としては，墳丘構築の際に混入したと思われる縄文土器片が12点

出土した。

周溝

周溝は，古墳の形状，墳丘の規模を明らかにするために全掘に近い調査を目標とした。

その結果，周溝はほぼ円周していることが判明した。断面は，ごく浅いU字形を呈してい

たと思われるが明瞭ではない。とくに北東側においては，内側の立ち上がりは比較的明瞭

であったが，外側は立ち上がりがはっきりせず，なだらかな傾斜で外方へ移行している。
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第27図 9号墳周溝土層断面図
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Dトレンチでの計測値は幅約6.8m，深き約70cm，Cトレンチでは幅約5.7m，深き70cm

で，比較的南東および南西側の周溝は，内，外とも立ち上がりが明瞭であった。

また，本古墳の墳丘と周溝の関係は，墳丘土層セクションで観察する限りにおいては，

墳丘構築の際に旧表土を削り墳丘の周囲にテラスを設け，その外側から周溝を掘り込んで

いることJがうかがわれた。

周溝内出土遺物としては， Cトレンチ西側より土師器坪 2個が正位に紡鍾車を狭むよう

な状態で同レベルから出土した。また， Bトレンチ南側より須恵器坪が， B トレンチ南側

より土師器塊形土器が出土した。きらに Aトレンチ西側より土師器坪形土器2個体同レベ

ルから出土した。これらの周溝内出土遺物は，すべて周溝底面から若干浮いていた。

埋葬施設

本古墳の埋葬施設は，墳頂部にグリットを 4区設け平面的に下げたが，平面プランを明

確に確認することができず，墳頂から約80cm掘り下げた段階で， Cトレンチ西側セクショ

ン(墳丘中心部より南へ約22cm)断面際に直万の先端に近い部分(鋒が失なわれている)が検

出された。セクションを精査したところ直万出土レベルより約23cm上に埋葬施設の落ち込み

らしきものを確認した。埋葬施設の向きは，直万の位置から考えて主軸が東西を向いてい

ると思われる。セクション計測後，セクションベルトをはずし埋葬施設精査にかかった。

その結果，セクションベルトに残っていた部分の埋葬施設の上端，下端の幅は，それぞれ

80cm， 45cm，深き30cmである。棺の主軸長は下端部位で 175cmを測る。

埋葬施設出土遺物としては，直万が鋒を西に刃を北に向いて埋葬施設中央やや西側，北

壁より 13cm南側に出土した。また，欠損していた直万の鋒は，前者の 5cm南側の柄部付近

から，鋒を西に向けて出土した。その南側 1.5cmのところに鋒と平行に万子 1本が出土し

た。玉類は，そのほとんどが直万茎部の上面に集中して出土した。その他埋葬施設側壁部

分からも出土している。さらに，埋葬施設内覆土を再精査したところ万子片 2点，鉄鉱片

5点が検出された。

埋葬施設出土遺物

直万(挿図四一 1，P L-38) 

現存長88cmで万身の長き80cm，茎部の長さ 8cm，身幅は元幅で'2.8cm，棟幅O.7cm(先端

部付近 O.6cm)。身について観察すると鋳の付着も割合少なく遺存状態は良い。万身には鏑

がなく刃部断面は二等辺三角形を呈し，背角から漸次刃となる平造りである。万身中央部

付近から鋒方向にかけて鞘木が残存している。また，鋒付近には，僅かながら布目痕が残
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存している。元重ね部分には鍋が残っている。関は両関造りで，茎部には目釘孔が 1ヶ所

ある。鍔は長径6.5cm，短径6cm，厚き 6mmの倒卵形で透孔が1ヶ所あいている。

万子(挿図29-2， 3， 4， P L-38) 

2は，現存長6.5cmで刃部のみ残っている。身幅9mm，棟幅 3mmで刃部断面は二等辺三角

形を呈している。

3は，現存長5.3cmで刃部元重ね付近から柄部にかけて残っている。身幅 1cm，棟幅 2mm

で刃部断面は，両側面が多少ふくらんだ二等辺三角形を呈している。

4は，現存長9.7cmで刃部のみ残っている。身幅1.3cm，棟幅4mmで刃部断面は二等辺三

角形を呈している。

鉄餓(挿図29図;-5，6， 7， 8， 9，PLー 38)

5は，現存長9.1cmで身の部分が欠損しているので，身の造りは不明。練箆被である。

6は，現存長 6.5cmで5と同様に身の部分の欠損により造りは不明。臓箆被である。

7は，現存長 3.9cm.で茎部末端のみ残存しており，身の造りおよび腕箆被であるか否か

は不明。

8は，現存長 2.6cmで身の部分のみ残存しており，造りは広鋒両丸造りと思われる。腕

および箆被の有無は不明。

9は， 8と同様に身の部分のみ残存しており，現存長は 2.5cmで狭鋒両丸造りと思われ

る。臓および箆被の有無は不明。

その他(挿図四一10，11， 12， 13， 14， 15， P Lー 37)

10は，現存長 2.5cmで断面は，二等辺三角形に近い形を呈しており，恐らく万子の万身

の一部と思われる。

11は，万子の舗と思われるが， 10で記した万子片に伴うものかどうか不明。縦2cm，横

1.8cm，長径1.9cm，短径1.3cmを測る。

12は，現存長2.1cmで鉄鎌の茎部の一部と思われるが判然としない。

13は，現存長 3.2cmで断面は，上部が楕円形に近<，下部はほぼ隅丸長方形に近い形で

ある。性格は不明。

14は，現存長 3.6cmで下部の茎状部分の断面は長方形を呈しているが，上部は，鋳の付

着で判然としない。性格は不明。

15は，薄い鉄版状のもので両面に木質が付着している。性格は不明。

玉類 (PL-44) 
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玉は，全部で42個検出された。すべて小玉類で管玉，臼玉等は出土しなかった。大きさ

は，直径 6mm前後が多く，最大は 8.4mm，最小は 3mmを測る。色は コバルトがほとんどで，

他にコバルトブルー，繰色が若干混じっている。材質は，カヴス製である。

周溝内出土遺物(挿図30図 P L46) 

1は，土師器坪形土器で、口径10.4cm，高き 3.5cmを測り口縁部を一部欠損している。底

部は厚〈全体に歪んでいる。内面はナデ調整，胴部はへラケズり，底部はへラミカ、、キを施

で~
1 (BTM) 4 (60F06ー1)

モ三」ノ
2 (59) 

ミヰ二メ
5 (60F06-2) 

によノ 文ds
3 (58) 6 "(58) 

/了了¥
8 (50) 

第30図 9号墳 出土遺物実測図(周溝内)
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している。胴部中位には輪積痕がみられる。内外面ともに赤色顔料が塗られ口縁部は部分

的に黒色を呈している。

2は，土師器坪形土器で口径12.2cm，高き 3.6cmを測り口縁部を一部欠損するがほぼ完

形に近い。口縁部と胴部の境に稜があり，口縁部は垂直に立ち上がっている。口縁部はナ

デ調整，底部はへラケズリを施している。坪の内外面は黒色を呈している部分.もあるが全

体の色調は褐色で焼成は良好である。

3は，土師器邦形土器で、口径13.4cm，高き 4.9cmを測り，口縁部のすほどが欠損してい

る。胴部は球形状を呈し口縁部は，ほぽ垂直に立ち上り，胴部との境には稜がみられる。

口縁部内面はナデ調整，胴部および底部はへラケズリを施している。内外面ともにすほど

黒色を呈しており焼成は甘くやや軟質で胎土に白色砂粒を含んで、いる。

4は，土師器邦形土器で、口径14.6cm，高き 3.6cmで完形である。底部は平坦でゆるやか

に胴部へ移行し，口縁部と胴部の聞には稜があり，口縁部はやや外反して立ち上がってい

る。口縁部はナデ調整，胴部から底部にかけてはへラケズリを施している。色調は褐色で焼

成は良好。

5は，土師器坪形土器で口径13.2cm，高き 3.8cmで完形である。口縁部と胴部の境には

稜があり，口縁部は外反して立ち上がっている。胴部から底部にかけてへラケズリが施さ

れている。色調は褐色で焼成は良好で、ある。

6は，須恵、器坪形土器の身で口径12.3cm，高き 3.8cmで器体の寺ほど残っている。受部

と口縁部立ち上がりとの境には沈線を有し，受部からの口縁部の立ち上がりは内反する。

色調は灰白色を呈し焼成は良好である。

7は，土師器嚢形土器の底部で，底部径は6.2cm，現高3.5cmを測る。底部には木葉痕

が残っている。底部は付近にへラケズリが施きれている。色調は褐色で，焼成は不良で、

ある。

8は，紡錘車で上面径2.0cm，下面径3.8cm，厚き1.5cm，孔径O.9cmを測る。孔は中心

部より若干ずれて穿孔きれており，両面とも文様等はない。材質は，緑泥色片岩である。

その他の出土遺物(挿図31，32図 P L55) 

本古墳墳丘内から出土した縄文土器は，縄文時代中期(加曾利EI-E皿)および後期

(堀之内)が主なものである。その中に l点だけ土器片を転用した土錘(7 )がある。この

土錘は，土器の胴部片を利用したもので重量は27・9gを測る。

(鈴木)
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( 3) 10号墳

墳丘および周溝 (挿図33-36図， P L14-15) 

調査前の墳丘は，8 X3，5mでほほ方形を呈し，高きは70cmと低<，墳頂部は一面に方

形状の平坦面があ り， 古墳かどフか判然としない状態であった。しかも東側には，今次大戦

の際に掘られたエンタイゴウがあり，遺存状態はあまり良くなかった。

調査は，墳丘の形状を方形と想定し，それを基準として墳丘中心部で交差する十字ト

レンチと北西部分にサブトレンチを 1本の計5本をまず設定し発掘を開始した。なお，墳

丘の西側にエンタイゴウを挟んで土盛りがあるのでその性格も明らかにするために西側ト

レンチを延長して設定した。まず各トレンチを掘り下げて，周溝の検出および墳丘の土層

セクションを観察することにした。その結果，北側の 2本のトレンチからは，溝状の落ち

込みが検出きれた(この溝状の落ち込みは，第 2次調査の結果，溝状遺構Bと判明)。東側

のトレンチからは，はっきりとした周溝の落ち込みは検出きれなかったが，数点の須恵器

片が墳丘裾部外側から出土した。南側トレンチは， トレンチの長きが道路境界の関係で短

いので何ともいえないが，やはり周溝らしきものは検出きれなかった。東側のトレンチも

エンタイゴウで墳丘裾部が掘られてしまっているので周溝は検出できなかった。各トレン

チで周溝の有無を確認後，墳丘北側半分について表土を剥ぎ，墳丘の原形を出すとともに

墳丘裾部一帯を精査した。その結果，墳丘北東部分では，やはり明確な周溝状の落ち込み

は検出できなかった。ただ墳丘が，調査前のプラン通り北東側で方形に曲っていることが

判明し，また，墳丘北東側から東側にかけて須恵器片が約20点出土した。これは，東側ト
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レンチから出土した須恵器片と同一個体のものである。また，北側の 2本のトレシチで検

出した溝状遺構Bの延長らしい溝とそれを交差している溝状遺構A (第 2次調査で判明)

が検出された。墳丘北西部分でも，溝状遺構Bと思われる溝は検出されたが，本古墳に伴

う周溝らしきものは確認できなかった。

次に墳丘土層セクションを各トレンチごとに観察すると，東側トレンチでは，旧表土

(xvn)である黒色土を基盤として 2層 (XII，XVI)を水平に積んでいる。旧地表下は，茶

褐色土，明褐色土，ソフトロームと整合して自然堆積を示している。ただ墳丘裾部へいく

と旧地表が切れ，若干のテラスがあってその外側から自然堆積層をソフトローム上部まで

t屈っている。これは，かつては周溝があったということを想定できるのではないか。しか

も， トレンチ及ぴ北東側拡張部から出土している多数の須恵器片は，土層セクションによ

ると XXXII1層から出土じている。西側トレンチでは，エンタイゴウを掘った時の土が墳丘

から裾部にかけて被っているものの，墳丘には，旧表土である黒色土が確認でき，その上

に盛土 (X羽層)がみられる。旧地表下の自然堆積層は，東側トレンチと同様の堆積

を示している。また， 墳丘裾部は，旧地表が切れて自然堆積層が緩やかな傾斜をもっ

て掘り込まれている。ここでも周溝の存在を想定できるのではないか。また，エンタイゴ

ウを挟んだ西側の盛土は，本来の墳丘で確認したような旧地表である黒色土はなく(ただ

し褐色土が混入した黒色土，黒褐色土はある)，その上に堆積している土も，腐植土が混

入した淡褐色土，暗褐色土で，エンタイゴウを掘った時の排土と思われる。南側トレンチ

では，旧表土である黒色土を基盤として 2層 (XV，XVI層)を積み上げている。旧地表下

の自然堆積層は，ほぽノーマルに堆積している。墳丘裾部は，旧表土が切れて自然堆積層

を掘り込んでいる。ここでも周溝の存在が考えられるのではないか。北側トレンチでも，

旧表土である黒色土(xvn;層知f確認され，その上に 2層(XVI，XV層)を積み上げている。旧表

土下の自然堆積層はノーマルで，墳丘裾部でやはり掘り込みが確認できる。

以上，土層セクションを観察した結果いえることは，旧表土(黒色土)を基盤としてそ

の上に 2層土を積み上げて墳丘を構築している。しかし，盛土は固くしまっているという

状態ではなし木根などによる撹乱もあり，全体的に軟弱である。きらに墳丘裾部で旧表

土以下を掘り込んでいる。おそらく，.これは周溝の痕跡を示すものであろうと思われる。

しかし，いずれも外側の立ち上がりなど，はっきりしない。また，墳丘盛土にローム土，

ハードロームブロック土などは，ほとんど積み上げられていないことからして，周溝は，

たとえあったとしてもその掘り込みは，ローム層内まで入っていないと考えられる。した
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が，って，明確な周溝の検出はできなかった。

埋葬施設

各トレンチと墳丘調査の際に埋葬施設検出につとめたが，結果として検出できなかった。

周溝内出土遺物(挿図37図，PL52)

1， 2，は須恵器の横笠片である。須恵器片は20片検出きれたが，すべて同一個体である。

大きく 3部位に接合したが，他の部位が未検出であるので当初から欠損していた状態で埋

設きれたものと考えられる。 1は底部片， 2は胴部片で端部の孔を円盤で接合した痕がみ

られる。

外面は平行たたき目が上下に走っているが底部に移ると横方向へと変化してゆく。また

約 3cm幅に数条のかき目がたたき目を施した後に施されている。内面は，ロクロ水引き痕

が認められ，器面はナデにより仕上げられている。胎土は，敏密であるが若干砂粒を含み，

焼成は良好で‘灰褐色を呈するが，内面には黒色の班点がみられる。

(鈴木)
XXXIX 黒暗褐色

XL 淡褐色で腐植土混入(固くしまっている)

XLI 黒褐色土+小ローム・ブロック

XLII 褐色土+黄色土+腐植土(土はきくさくで軟い)

XLIII 褐色土十黄色土十腐植土(土はきくさくで、軟い)

XLIV 暗茶褐色

XLV 黒褐色(きらきら)

XLVI 黒褐色+褐色ブロック(固い)

1ft XLVII ソフト・ローム(下方にハード不整合)

XLVIII 暗茶褐色で褐色ローム・ブロック(小)少量混入

XLIX ソフト・ローム

L 暗褐色土(褐色土ブロック状混入)

LI 黒褐色土(黄色ブロック混入)黒砂混入

LII 黒褐色土十淡褐色土

LIII 暗黒褐色土

LIV 黒褐色土で小ローム・ブロック混入

LV ローム粒主体で黒褐色i:.混入

LVI 黒褐色(腐植)土+褐色土

LVII 暗褐色土ァト黄褐色土

0011 
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( 4) 11号墳(挿図38-46図，PL15-17)

墳丘

本墳は13号墳の東方約25m，台地平坦面から緩斜面にかかる地点に位置する。墳丘は雑

木・雑草に覆われており遺存状態はよく，小円墳状の起伏が認められた。墳丘測量図から

古墳の形状をみると，墳頂部は緩やかな雫盟面を形成し， 25cm幅のコンターラインが4本

同心円状に巡り，北東側において多少楕円形を呈している。以下 3本のコンターが孤を描

くが一周していないことと，南東側がコンターが北東側に較べて急なことは，本墳が西か
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ら東にかけて 1m程の比高差をもった斜面上に位置しているからである。径は12m，高き

は北側の平坦面から 1m，南東側からは1.75mを測る。

調査は南北に SNトレンチ，東西に EWトレンチを墳頂部で直交するよう設定し，墳丘

その後に表土を全面除去した。の構築状態を観察し，

その結果，当時の，基盤である黒色土層(1日表土)が墳頂下l.4mで認められた。西から東へ0.7

ソフトローム土と続く自然層も傾斜している。暗褐色土，m程傾斜しており，茶褐色土，

封土は FWトレンチでは旧表土に沿って積土きれているが裾部から中心に向い斜方向の積

SNトレンチでは旧表土上から摺鉢状の盛土が明確に認められる。各土も若干認められ，

層は褐色土とロームブロック混入層で構成きれるが，墳丘中央は細長くロームブロック層

これは埋葬施設構築の結果から説明できる。が築き固められている。

墳丘裾部は周構に至るテラス面が一部存在し，南西側に特に顕著である。北東側は旧表

土が削平きれた面がテラスを形成することなしに緩やかに斜面をなし，周溝に移行してい

る。墳丘は周溝の内縁よりも北東側に偏在していたことが窺われた。

周溝

周溝は東側が溝底まで深〈撹乱きれているが全周している。平面形は内縁の形状からみ

ると，東西に梢長い円形を呈している。東西13m，南北に10mを測る。内壁は一様に掘り

込まれ，南西，南東側は緩やかに溝底に達している。溝底のレベルは地山の傾斜に沿って

27.80m SW' SW 

VI 淡黒褐色土

vn 暗褐色土

咽 I炎暗褐色a土(ローム・プロック混入)

立淡暗褐色土(ローム粒混入)

表土

黒褐色土

焼土

黒色土(賞褐色土混入)

淡茶褐色土
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西側が高〈東側に低い。西側での周溝断面は緩やかなU字形を呈すが，北側はV字形を呈

し斜向してゆき，北東側は摺鉢状に深〈掘り窪められている。周溝外側は全面整地きれて

おり墳丘下の旧表土層より低い面を形成している。そのため外縁は緩やかに立ち上り明確

きに欠けている。

堆積土は北側では墳丘が一時期に流入しその後に水平に漸時堆積していった状態が認め

られる最下層はロームブロックを混入する土層が充填し，その上の腐植土層は，一部周溝

の外へ続いている状態が認められた。周溝内出土遺物は，縄文土器の流入のほか，土師器

の杯と埼8個体，須恵器の杯蓋各 1個が検出された。須恵器の砲は底部を溝底に，頭部，

口縁部を周溝の上縁で検出した。その出土地点は直線距離で6.5m程ある。その他の土器

出土地点は溝底から出土したものと，西北・西南側の内外の立ち上りのゆるやかな地点で

出土したものとがある。同形のものが近くから出土する傾向が指摘される。レベルは地山

に接するものは砲の底部のみで，ほかは10cm前後浮いて出土し，古墳構築後まもなく置か

れたものと思われる。また北東側の周溝上縁で緑粕段皿と須恵質の土器が出土し，平安時

代の所産と考えられる。

埋葬施設

本墳は墳頂部封土内に木棺2基が埋葬きれていたと考えた。遺存状態は悪<，遺物の出

土状態と床面の一部から推定された。

調査経過をみていくことにする。まず平坦面の少ない小山状の墳頂部を平面的に掘り下

げていったのであるが，封土は軟質の褐色土系の単一土層がつづき，変化が認められない

まま50cm程下方に粘土粒を含むロームと，その下方の際より直万の一部が露呈した(南埋

葬施設)。粘土粒を含む施設はしまりがなく版築きれた様子は認められず，棺の被覆に使用

したものが棺の陥没により床面上に堆積したものと思われる。この塊を除去した後に遺物

検出面での棺の全容を確かめたが，明確な落ち込みは認められず，ロームプロック層への

掘り込みから全長2.3m，幅1.0mの規模を測定し得たが，この掘り込みも明確に認められ

たわけではない。墳丘上面の撹乱を考慮にいれでも，ロームプロックの少ない褐色土系の

軟質土による封土の状態は，木棺を包蔵する諸施設が存在しなかったことを示しており，

ロームブロック層への若干の掘り込みの後に木棺を直葬したものと思われる。

この埋葬施設の全容を知るために墳頂部に残るセクションベルトを取りはずし平面を拡

張した時点に，直万のレベルより 5cm上方にさらに別の直万が検出きれ，幅55cm，厚き10

cmlこわたり粘土粒を含む褐色土が充填している状態が窺われた(北埋葬施設)。すでにセク
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ションベルト以外の封土は削平してしまい，全容はわからず壁面と思われる明茶褐色土が

W トレンチにかけ僅かに認められたのみであった。また南埋葬施設との切り合い関係も不

明確であった。

さらにセクションベルトの削平時点に鉄鍛が一括出土した。出土地点は両埋葬施設のどち

らともに属きないが，レベルおよび鋒の方向は北埋葬施設と同じであった。

きて埋葬施設と墳丘の関係をみると，高き 1.4mの墳頂部封土中，旧表土面から50cm

方とやや墳丘の下部(構築当初の墳丘の高きを考えても)に床面が位置するの床面下の封

土はロームブロック層が細長く版築きれた平面的にひろがり，埋葬施設の基盤面としてい

たことが窺われる。北埋葬施設は若干レベルが高〈床面は褐色土中であることは，後に構

築きれたものとして捉えられるのではないだろうか。

埋葬施設内出土遺物

11号墳埋葬施設内出土遺物は、直万 3・万子 2・鉄鍛 7・鉄鎖残欠がある。

直万(1)は南埋葬施設の南際よりに刃をやや下方に鋒を西に向け水平位に出土した。現存

長44.0cmを測り，刃部に鋳膨れ数ヶ所があるが，鉄芯の残りはよく，万身・茎に鞘木痕・

柄木痕を残し，鍋と鍔の一部に繊維が附着する。万身は平棟平造りであるが鋒に近い 5cm 

は両刃を呈すようにみられる。鍔は長径 6cm，短径4.4cmの倒卵形を呈し窓は不明。茎の

現存先端に目釘孔がす程残っている。

直万(2)は北埋葬施設の南壁に接して鋒を西に刃を上に向け，ほぼ水平で、直刀(3)と一部重

なった状態で出土した。全長36.7cm，万身長28.1cmを測り，全体に鋳膨れが著しく，刀身

中央からやや鋒よりで屈曲している。両関造りで茎は 8.4cmを測り目釘一本が遺存する。

直万(3)は直万(2)に接し，刃を南・鋒を西に向けはぽ水平の状態で出土した。現存長33.3

cmを測り，鋼を有する。全体に鋳膨れが著しいが，刀身部に鞘木痕を有する。鋒は僅かに

膨む。

万子(1)は鋒を欠き，現存長13.0cmをisIJり、刀身に木質が残存する。茎は万身に比べ長〈

5.2cmを測る。

万子(2)は直万(1)の茎と平行に位置し，南側の万子(1)とともに鋒を西に向け出土した。現

存長15.8cm，万身長 8.0cmを測る。両関造りで茎に木質が残存しでいみ。

鉄鍛は箆被の発達した細根式の一群と，北埋葬施設に直万とともに出土した平根鍛とが

ある。

6 (7)は，北埋葬施設の直万(2)(3)から約10cm北に鋒を東に向け，直万とほぼ同レベルで出
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土した。闘が直角にはいり三角形式に近い。

7(8)は直万(2)の下方より出土した。平造りで万身4.6cmを測る。 6，7ともに茎を欠い

ている。

4(2)は一指出土した銀中にあり片刃箭式鎌である。刃長3.1cm，箆被長10.0cmを測る。鋭

利な鎌である。

5 (1)・8(5)・9(6)は両丸造盤箭式に属する。 3(4)は闘がなく，他は直角に近い闘を有す。

鋳化が著しくまた細分して出土したが一括出土した鎌は，総数は 5本である。

周溝内出土遺物

(1)は須恵器の坪董である。口径13.7cm，高き3.9cmを測る。口縁部の一部を欠損するがほ

ぼ完形品である。セットになる坪身が出土していないことと，天井部を下に出土したこと

より，坪身に転用きれたものであろう。天井外面は稜まで回転へラケズリが施きれ，

口縁部はナデ調整で仕上げられる。内面はロクロミズヒキによる整形痕により凹が著しい

が，表面は平滑に仕上げられている。焼成良好，堅轍で，灰青色を呈す。胎土はやや粗雑

で小磯，砂粒を含む。

(2)・(3)・(4)はともに土師器の境である。相接近して出土した。(2)は口径10.4cm，高き5.4

cmを測る。完形品である。 (3)，(4)同様に外面に輪積痕を残し，重量感のある土器である。口

縁部はやや外反するが，器体は丸味をなし底部に近づくほど厚味を増す。 器面は内面及

ぴ口縁部にナデ調整を施し，一部輪積痕が消きれているところがある。底部外面は粗いへ

ラケズリのままで，全体に凹凸のある組製の土器である。

(3)は口径10.4cm，高き4.4cmを測る。口縁部の一部を欠損するがほぽ完形品である。内面

底部は摺鉢状を呈す。

(4)はすより復元した。口径10.7Cri1，高き4.6cmを測る。底部は(2X3)よりは平らで，器面も

平滑である。焼成はともに良好であり褐色を呈すが一部口縁外面が黒色化し，胎土は小磯

砂粒を含む。

(5)(6)は土師器端である。ともに底部を欠く。最大径が口縁部と腹部の境い目であり，胴

部は張りがあり丸味を有し，口縁部は厚くなる。器面はへラケズリの後，口縁部はヨコナ

デ，以下不整方向のナデ調整を施す。へラ状工具による沈線を残している。 (5)は口径11.2

cm，胴径12.4cm，(6)は口径l1.Ocm，胴径12.0cmを測る。

(7)は土師器の嚢底部である。底部径7.0cmを測る。外面は縦のへラケズリ，内面は不定方

向のへラケズリを施す。外面に煤が附着する。
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(8)は須恵器のEきである。器体のすが遺存している。底部は周溝底，頚部，口縁部は墳丘

裾部より出土した。口径15.4cm，高き 16.7cm，頚部径5.3cm，胴径10.lcmを測る。胴部は円孔

上端に最大径があり球状を呈す。胴接合部から口縁下の沈線まで外反し，口縁部は直線上

に延びる。口唇部は平坦で・ある。ロクロミズヒキにより成形きれ，内面底部は回転へラ削

り，そのほかはロクロ回転によるナデ調整で仕上げられる。円孔はへラで面取りきれてい

る。焼成は良好，灰白色を呈す。胴部は径 7mmの小磯が埋り，胎土に小磯，砂粒の混在が

著しい。

(9)は土師器の坪底部である。丸底を呈し，外面は横方向のへラケズリ，内面はへラミカ。

キで仕上げている。焼成良好，褐色を呈し一部内外面が黒色化する。胎土に砂粒を含む。

(10)は土師器の坪である。器体のすが遺存する。口径12.0を測る。口縁部は内反し，器高

の低い坪である。器面は口縁部はナデ調整，体部は粗いへラケズリのままであり，器面に

凹凸がある。焼成良好。口縁部の一部が黒色化する。胎土に砂粒を含む。

(11)は土師器の坪である。器体のすが遺存する。口径16.0cm，高き4.3cmを測る。口縁部，

胴部聞の稜より大きく外反し，肩平な土器である。口縁部はナデ調整，体部は組いへラケ

ズリ，焼成は甘く，胎土に砂粒を含む。

(12)は緑紬段皿である。器体のすが遺存する。口径16.6cm，底部径8.0cm，高き3.3cmを測る。
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胎土は密で白色を呈す。軸のかかり具合，整形ともに仕上りはよい。製作地は愛知県嶋海

窯であり， 10世紀中頃の所産である。

(13)は裏口縁である。濃緑色の粕がかかり，胎土は灰白色を呈し，鍛密。灰軸陶器と思わ

れる。

(14)は須恵器の高台付坪である。胴部は直に延びてゆき内外面ともに平滑で、ある。高台の

外側に胴部と底部との境を有し，底部はやや膨む。胎土は粗い砂粒で構成きれる。口径10.5

cm，高き5.1cmを測る。

(高田)

( 5 ) 12号墳(挿図47-49図， PL19) 

本古墳は，墳正測量に際しでもほとんど墳丘らしき高まりが見られなかった。土地の人

の話によると，本台地の一部が後世に土地の改変が行なわれたらしくその際に本古墳の墳

丘なども削平きれたのではないかと思われる。したがって調査の結果，かろうじて本古墳

の周溝祉と思われる溝を検出することができた。ただし，南東部分では溝の確認はできな

かった。検出きれた周溝の規模は，幅が東側部分で約1.6m，確認面からの深きは約30cm，

南側及び北側では幅が0.7-1.3m(南側)，0.7 -0.9 m (北側)，深きは約10-20cmで、東側に

比べるとやや狭くなる。なお南東部分での周溝が検出できなかったが，本来は円周してい

たものと思われる。検出された周溝から推定すると本古墳は，径約 9mの比較的規模の小

さい円墳であったと思われる。

土層セクションで観察すると，後世の土地の改変に際して，ローム層付近まで削平きれ

たようであり，かろうじてローム面に掘り込まれた部分のみ残ったものと思われる。した

がって，古墳の埋葬施設もその際に損壊きれたものと思われる。周溝内からの出土遺物は，

周溝北側部分で土師器坪形土器1個と土師器坪形土器片，西側部分で土師器小破片が若干出

土している。いずれも周溝底部からは浮いているが，本古墳に伴うと考えてよいと思われる。

その他，周溝内部の堆積土中より鉄鉱の茎部片と思われるものが出土している。

周溝出土遺物(挿図50図， P L46) 

1は，土師器坪形土器で口径12.4cm，高き 4.3cmを測り胴部から底部にかけてほぼ球胴

形を呈し，口縁部と胴部との境にわずかな稜がみられ口縁部は内反しながら立ち上がって

いる。胴部から底部にかけてはへラケズリが施きれ，口縁部および内面にはナデ調整を施

している。器体は若干歪みをもっている。色調は褐色で焼成は良好で、ある。
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A 

I 表土

II 黒褐色土(焼土混入)

悶黒色土(若干暗縄色土混入)

W 黒褐色土(褐色土混入)

V 茶褐色土(腐植土混入)

27 . 6~. A 

X 賞褐色土(ソフトローム)

E 黒褐色土 (褐色プロ yク混入)

E 淡褐色土

XlII黄色土

XIV賞褐色土

羽 茶褐色土(黄色・黒色土まばらに多少混入)

四 暗褐色土(黒色土まばらに混入)

xv黄褐色土(ソフトローム)

XVI褐色土

咽暗褐色土(小黄色フ.ロ ック混入) K 撹乱

C 

庇 黒褐色土(腐植土混入)

B.-

I 表土

II 茶褐色土(まだらに褐色土)

田 黒色土・黒褐色土(焼土混入)

W 黒褐色土(焼土混入)

V 黒色土+茶褐色土

羽黒色土(褐色土混入)

四黒色土(褐色土若干混入)

四時褐色主

政黒色土+褐色土

X 暗褐色土

E 茶褐色土

盟賞褐色土

27 . 2~.B ' 

刃E黒色土・焼土・褐色プロ ック・黒褐色土など乱入(固い)

沼V黒色土+褐色土+茶褐色土

I!{ 茶縄色土(黄色フ・ロ ック混入)

XVIソフトローム

K jf 乱

27 .30~. C' 

I 表 土 xv 暗褐色土・黒褐色土(焼土若干混入) K 痩 乱

II 茶褐色が全体的に混入した暗褐色土 XVI 

m 黒褐色に茶褐色土まばらに少量混入 m 
W 褐色土が主体で所々に暗褐色土浪人 珊

V 暗褐色土(褐色土若干まばらに混入) XlX 

W 褐色 土 XX 

vn 茶褐色土・褐色土・暗褐色土均等に混入 国

珊茶褐色土 瑚

IX 淡褐色土 田 E

X 黒褐色土(焼土混入) XXIY 

XI 黒色土+茶褐色土 xxv 
E 黒褐色土+褐色土 XXVI 

XlII黒褐色土+茶褐色土+茶褐色土(炭若干混入)

暗褐色土 Kl 1次調査トレンチ埋土

暗褐色土+褐色土 K2 

賞褐色土(ソフトローム) K3 

黒縄色で茶褐色まばらに混入

茶褐色土で黒褐色混入 内

褐色土主体で焼土著干・黒褐色土混入 ー

黒色土(炭・褐色土・焼土混入)

黒褐色土(炭・焼土混入)

黒褐色土(焼土混入)

" 

炭多量に混入の時褐色土(暗褐色土より炭の方が多い)

茶褐色土(黒色土・腐植土混入)

四淡暗褐色(Lまっている)+黒褐色土(やわらかい)
第49図 12号墳土層断面図
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2は，土師器邦形土器片で，口縁部にかけて残存する。推定口径は， 15.2cm， 

高きは 4cmで，口縁部と胴部との聞には稜があり，口縁部は外反しながら立ち上がってい

る。器体の外面にはへラケズリが行なわれ，口縁部および内面にはナデ調整が施している。

色調は褐色で焼成は良好である。

その他

3は鉄鎖の茎部片と思われる。現存長3.2cm，幅6.5cm厚き 4mmで，断面の形状は隈

が若干丸みをおびている。身の形状，腕および箆被の有無は不明である。

(6)第13号墳(挿図51-59図， PLl9-21・46)

墳丘

(鈴木)

本墳は12号墳の東側約20m，11号墳の西側約25m，きらに南西部に14号墳が構築きれて

おり，その中心に位置している。台地の南緩斜面上で後阿部を低位置に構えた前方後円墳

である。墳丘東側裾部が削平きれていたが当初円墳であろうと思われた。墳丘測量図をみ

るとコンターラインは西側にやや張り出していて楕円形を呈し，さらにフラットな面を形

成しているため前方後円墳の可能性も考えられた。調査方法は後円部に墳丘構築過程の観

察を目的とした十字トレンチを東側の削平部を避け設定し，前方後円墳の可能性も考慮に

入れながら最初に周溝のかたちを確認することとした。

まず墳丘の構築状態を観察することにする。後円部では古墳構築時の地表面(旧表土)

が墳頂下1.7mに確認きれ，旧表土下の土層は他の古墳と同様に茶褐色土，時褐色土，ソフ

トローム，ハードロームへと移行している。旧表土のレベルは台地の傾斜と同様に西側が

高くなっている。封土の築成は旧表土を削って周囲にテラスを形成し，旧表土直下の茶褐

色土，暗褐色土を僅かに摺鉢状に積み上げ最初の平面形を整えたものと考えられる。また

南西グリッドiでは旧表土直上から黒色土を地とした焼土帯が小範囲であるが認められたこ

とが指摘きれる。きらに墳丘はロームブロック混入土でもって墳頂部まで積み上げられて

いるが，この土層は周溝開撃に伴フものであることは明らかである。

前方部については後述する埋葬施設との関連で説明することにするが，旧表土下を削平

することなく，周溝の区画のみで形づくったか，あるいは僅かな周溝開撃の土量を積み上

げたかの程度であり，地形図から復元してみてもきほどの高きは考えられない。

墳liの平面形をみると，周溝の内壁が比較的明確に巡っているが，厳密な企画性は認め
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られず主軸に対象していないことが指摘される。主軸は大略N-67O_Wを測る。各墳丘の

数値は，主軸長約20m，後円部径約15.5m，前方部長4.5m，前方部幅9.5mを測る小型の前

方後円墳である。

周溝

周溝は最初後円部を中心としてクビレ部までが開撃され，その土量は後円部に積土きれ

たと思われる。墳丘テラスから緩かに掘り込まれており，外側への立ち上りも履かである

が周溝底はハードローム層を穿っている。深きは旧表土から80-90cm程で、ある。斜面上に

位置する 14号墳と同様で、あるが，クビレ部で一度深〈摺鉢状に開撃され，後円部西側面で

は地山の傾斜に沿いレベルは下降してゆき，後円部端は水平に開撃されている。

前方部周溝は後円部の周溝を開撃し封土を築いた後に開撃されたものと考えられるが，

溝底ソフトローム層であることは，先にも述べた前方部墳丘との関係から説明できる。

周溝内遺物出土状況は，前方部周溝と後円部南側周溝より土器数点が出土している。前

方部端では須恵器坪底部(8)その右側から土師器坪が 2個体(2)，(3)がならんで底部を下にし

出土している。前方部南側周溝から土師器坪が底部を下にして出土した。前方部端周溝の

外縁付近に土師器坪(5)が出土した。後円部南側周溝より土師器坪 1点が出土している。い

F-ーーーーーー

27.40 m G 

I 表土

II 茶褐色土
27.旦~ [[] 黒色土

第54図 13号墳周溝土層断面図
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W 暗褐色土(黒色土混入)

V 暗褐色土

羽黒褐色土

四褐色士

(ローム・プロ yク混入)

vm 褐色土

(ローム・プロ yク少量混入)

立暗褐色土 (ロ ム粒混入)

X 褐色土



ずれも周溝底より若干上方で検出きれ

た。

埋葬施設

本墳の埋葬施設はクピレ部中軸線上

で検出きれた。調査は中軸線上にセク(瞬
h

円
程
)

ションベルトを残し平面的に掘り下げ

ていったのであるが，地表面から浅い

こともあり，墓墳の平面プランを確認

須恵器の提瓶が破砕し得ないままに，

図
阻
盗
晦
剖
無
限

e、a E 

o 

またそのやや下された状態で出土し，
野
山
叩
同

方に粘土が方形に巡っていることを確

認し，平面プランを把むことができた。

1 Jセクションをみると後円部側の墓
園

E
M郡

旧表土層上の封土から新たに掘墳は，

前方部側では旧表土撃きれているが，

は検出きれず地表面を直接穿ったこと

かなり大きな墓壌を想定す

粘土検出面での墓墳の規模をみると，

が窺われ，

すことができる。

前主軸長4.9m，短軸長2.25mを測り，

方部側でやや狭くなるが略長方形を呈

しており，横底では中心に向いやや落

込むところもあるが概して平らである。

覆土は異質な土層を版築することな刊
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基部を固定するかのような板状の粘土
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塊が検出きれた。上方の粘土塊よりも

使用量は少ない。なお粘土検出面より
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上方はロームブロックが多少混入する褐色土が充填している。

木棺内は黒褐色土が充填しており，墓墳の裏込め土とは明確に区別できた。壁面が重直

に立ち上り，長方形の箱形を呈している。主軸長約3.3m，幅1.1mを測る。後円部側の小

口部をみると長手部が長き40cm，幅15cm，深き約20cmにわたり箱入されており，棺床レベ

ルでは達していないが，組合せ式木棺様のものが埋置されていたことを示唆している。し

かし前方部側では撹乱を受けたょっで明確な立ち上りは確認きれていない。また上蓋部は

上方の粘土塊が囲繰していたレベルと考えてよし棺床部までの深き約30cmを測る。

木棺内から出土した遺物は，最下層からの出土はなし上方の粘着性のある灰褐色土中

から出土しており，棺の中央から後円部側に集中して，管玉 5個，臼玉 1個，小玉12個，

万子 l本が検出された。おそらく被葬者の胸部附近と考えてよい。直万，鉄鍛等の鉄製品

の出土はなかった。

埋葬施設内出土遺物

本古墳の埋葬施設内から出土した遺物は万子 1本と玉類である。

万子(1)は茎部先端を欠損するが現存長10.9cm，刃部長6.2cmを測る。全体に鋳膨れが著し

ート」
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第57図 13号墳主体部出土遺物実測図
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第四国 13号墳主体部出土遺物(管玉・自主)実測図
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いが関部に木質が残存する。鋭利な製品である。

管玉は全部で5個検出きれた。平均して直径0.8cm，長き2.3cm程である。 (1)から(4)は濃

緑色を呈しており，片側から穿孔きれたことが窺われる。材質は，碧玉製である。 (5)は土

製である。

臼玉(6)は直径1.24cm，長きo.43-Q. 75cmを測る。一部欠損したものと思われるが，磨滅

しており不明である。内径0.41cmで締麗に穿孔きれている。色調は灰白色である。

小玉は12個検出きれた。平均して直径0.5cm，長き0.38cmを測る。黒褐~褐色を呈し，材

質は土製である。最大が直径0.26cm，長き0.46cm，最小が直径0.46cm，長き0.35cmを測る。

周溝内出土遺物

坪形土器(1)は口径12.8cm，高き4.5cmを測る。口縁部の一部を欠損するがほぽ完形である。

口縁部と胴部の間に鋭い稜を有し，器体は厚みがあり，口縁部は外反しながら薄くなる。

口縁部内外はナデ調整，体部はへラケズリ，内面はへラナデ調整で仕上げられる。焼成は

良好で、胎土は砂粒を含む。褐色を呈すが一部黒色を帯びる。

坪形土器(2)は口径12.8cm，高き4.0cmを測る。器体のすが遺存する。器壁は薄<，口縁部

と胴部の間に弱い稜を有する。口縁は稜線から垂直に立ち上がり口縁部端は丸昧をもっ。

口縁部内面はナデ調整，体部はへラナデ調整が認められる。焼成は良好で、明褐色を呈す。

椀形土器(3)は口径1L6cm，高き6.2cmを測る。体部は球形を呈し口縁部は内脅する。口縁

部はナデ調整，体部はへラケズりの後へラナデで平滑に仕上げられている。内面はへラミ

ガキされている。焼成は良好。口縁部内外面は赤色顔料が塗彩きれ，外面の一部は黒色を帯

びる。

擁形土器(4)は口径1l.6cm，高き5.1cmを測る。器体の争が遺存する。口縁部と体部の間に

丸味を帯びた稜を有し，底部は厚〈胴部にかけて緩かに屈曲し，口縁部は内傾する。口縁

部はナデ調整，体部はへラケズリ，内面は口縁部をナデ調整，以下はへラケズリの後不整

方向へナデ調整。焼成は甘く軟い。外面は褐色を呈すが，外面の一部および内面は黒色を

帯び，胎土は小磯，砂粒を含む。

(5)は椀の底部 P丸底を呈しへラナデの後，内外面は赤色顔料が塗彩きれる。

(6)は須恵器の提瓶である。「フラスコ」状の長頚瓶とも考えられるが胴部が球形でなく一方

がやや肩平であるので提瓶と考えた。埋葬施設直上に供献きれた土器であるが，胴部下半

のみが破砕きれた状態で検出きれ，ほかの部分は未検出である。現存高7.0cm，胴径は約13

cmほどでやや小型である。外面はへラケズリ痕を全面に残すが平滑に仕上げられており，内
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面はロクロミズピキ痕が著しい。また胴部接合部がすほど残存し，丁寧に仕上げられている。

(7)は須恵器坪形土器である。口径11.6cm，高き3.4cmを測る。器体のすが遺存する。器高

は低く肩平味を有し，立ち上りは内傾する。底部はへラケズリ痕が残るが全体を丁寧に整

形きれている。焼成は良好，堅轍で灰色を呈し胎土は小喋・砂粒を含む。

邦形土器(8)は口径15.8cm，高き3.2cmを測り，器体のすが遺存する。ロクロ整形きれたと

思われる。焼成は良好であるが外面の一部は黒褐色を帯びる。胎土は小磯・砂粒を含む。

国分期のやや古い時期に位置づけられる土師器であろう。

(9)は底部で径は11.8cm。底部のすが遺存する。

(10)は国分期の杯形土器底部である。回転糸切りと周辺部のへラケズリが認められる。黄

褐色を呈し胎土は砂粒を含む。

(7)第 14号墳(挿図60-72，P L22-23・46)

墳丘

(鈴木)

本墳は13号墳の南東約25m，11号墳の南約26mの台地南側緩斜面の縁辺に築造された「帆

立員」の形態をもっ前方後円墳である。調査時点では墳丘の中央に戦時中開撃きれたとい

う「俺体壕」があり， 13号墳寄りの地表面まで広範囲に削平きれていて遺存状況は悪し

その形状は不明確で、あった。墳丘測量図をみると，径15m程の円墳状の起伏を呈している

が，南側緩斜面はなだらかに傾斜しており，俺i体壕で削平きれた墳頂部へ円の中心を外れ

ていること。また北側のテラス面は墳丘両側，とくに北側の周溝の落ち込みが大きく張り

出していることから，前方部の所在する可能性が考えられた。前方部の盛り上りが認めら

れないのは， 13号墳と同様に斜面の上面を利用しているためと思われた。高きは前方部側

のテラス面からは0.5m程度であるが，後円部端からは2.25mを測り，みかけの墳丘を高く

している。

調査は俺体壕の清掃とともに，その一辺の断面を切り，延長線のBDトレンチとそれに

直交する ACトレンチを設定し，墳丘の構築状態と周溝の検出を行ない，それとは別に後

円部と前方部の構築上の関連を知る目的でABトレンチを設定した。また周溝全掘後墳丘の

表土面を除去し，墳丘築成時点の復元を試みた。

まず墳丘表面をみると，俺体壕に伴う排土が堆積しており， B Cトレンチでは墳丘中央

に幅8.4m，最大の厚きO.4m程， ACトレンチで、は幅12mにわたって堆積していた。この堆
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堆積土は表土除去時には墳丘の大半に

流出していることが平面的に確認され

た。しかし排土が認められることによ

り，掩体壕で削平きれた以外は旧状を

したがっ留めていたことが窺われる。

て27.5mのコンターラインから上方が

きほど高くなく，墳頂部ば平坦面を形

園

田

盗

晦

叫

吋

輯
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成していたものと思われる。なおこの部山甲山ニ 排土中から直万が検出きれ，墳頂部に

埋葬施設が存在していた可能性が考え

られた。

次に墳丘の構築過程をみていくと，

墳頂下1.3mで古墳の基盤である黒色

A の腐植土(旧表土)が確認された。

Cトレンチでは両墳丘裾部において旧

表土面の高きがO.9m程異なり， BCト

レンチでは西から東にかけて若干傾斜

している。旧表土面の黒色土層は本墳
漏
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められている。墳丘の構築はこの土層

の上に封土を積土しているが，墳丘裾

部は一部基盤面が削平きれている状態

BCトレンチ墳丘裾部をが窺われる。

みるとともに揖乱により詳細は不明で

あるが，周溝の内縁に至るまで旧表土

ACトを整地した面を形成している。

レンチのクピレ部側では傾斜している

地山を整地して，幅 2m程のテラス面

とくにクピレ部を中心に封

土が存在しない面が認められた。後円
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部端側では地山整形されることな〈旧表土上に封土が築かれている。墳丘裾部の整地は墳

丘構築に先立ち平面企画がなされた結果として捉えられるが，後述するように前方部では表

土面が全面的に整地きれており，前方部側に整地の重点がおかれていたものと思われる。

次に封土について断面を観察すると， BDトレンチでは旧表土の上に粘着性のある黒褐色

土で中央から墳丘裾部に向い斜方向の基礎固めを行ない，その上にロームプロックとそれ

に褐色土を混入した土層を中央では旧表土に沿って積み，墳丘斜面では裾部に向い斜方向

に盛土して墳丘を形づくっている。 Dトレンチでは Bトレンチのように旧表土上に基礎固

めすることなしに，ロームブロック混入土を地山に沿って積み， Bトレンチ側から盛土を

行なっていった傾向が指摘される。 Aトレンチではロームブロック混入土を主体とし中心

に向い斜方向に盛土し， cトレンチに移ると旧表土面に沿い幅30-50cmの腐植土属を一層

ごとに築き，低い墳丘を形成している。

前方部テラス面にかかる ABトレンチをみると後円部と異なった構築状態がみられる。

後円部の一部では旧表土上にロームプロックを主体とする盛土が認められるが，この盛土

はクピレ部に位置する埋葬施設の構築で垂直にちかく切られており，旧表土のレベルを基

準とした整地が認められる。この整地は表土を剥いだ程度のもので前方部端まで続くが，

レベルは地山の傾斜に伴い若干高くなっていく。整地が終了した時点で墓墳が開撃され，

小粘土塊を含む褐色土で充填きれる。封土は墓墳の直上のみソフトローム質の褐色土で覆

われ，被覆を兼ねていることが認められるが，上方は後円部から斜方向に一層ごとに異質

な腐植土が盛られており，前方部側の墓墳の縁は低い封土が築かれているにすぎない。前

方部に移ると盛土は中央部ではほとんど認められず，端部ではロームブロック混入土が若

干盛られていることが認められる。墳丘構築時にも地表面から高〈盛られず，浅く旦つ狭

い周溝の区画で僅かの盛土を前方部端に積んだものと思われる。

次に墳丘の平面形態をみると，周構の全掘により前方後円墳であることが確認された。

しかし前方部北側は撹乱により検出きれず，また両クピレ部が主軸に対象していないこと

から主軸方向も明確でないが，大略N-750-Wの方向を向〈。後円部をみると主軸方向に

やや長い円形を呈しているが，このことは後円部端の封土が簡単に盛られていることも一

因していると思われる。各数値を延べると主軸長23m，後円部径19-18m，前方部幅12.5

mを測り，端部幅がやや広いが，前方部長の短い所謂帆立員式前方後円墳であると考えら

れる。
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周溝

周溝は全掘を目的に調査を進めた。その結果，いわゆる墳丘相似形に巡っていることが

判明した。前方部端の周溝は幅30cm，深き 0.4mとソフトローム層をやや穿った程度で，

狭〈旦つ浅い周溝であり，北側半分は溝底まで撹乱きれ検出できなかった。クビレ部周溝

は大きく開撃され，北側で最大幅4.6m，深きはハードローム層を穿ち1.2mを測り，意識

的に両者を分けていることが特徴である。この相違は墳丘の盛土状態が後円部からクビレ

部にわたる周溝開撃時の土層で後円部を形成し，その後埋葬施設の構築を兼ねて低い前方

部が形成きれたため，前方部周溝から得る土量をきほど必要としなかったことによると思

われる。古墳の企画当初より意図されたものであろう。

周溝各部をみていくと，前方部周溝はクビレ部周溝の中位に溝底があり，コーナ部まで

徐々に浅くなり端部はほぼ同レベルに掘り込まれている。断面は緩やかなU字形を呈する。

後円部周溝をみると溝底は両クピレ部が摺鉢状に掘り窪められ，両側面で一度急傾斜に

穿たれた後，端部に近づくと平坦に掘られている。周溝外壁は内壁に較べ浅く明確に巡っ

ていない。クビレ部から側面部の斜面は周溝の外側が削平きれており，後円部端は地山の

傾斜に沿い浅くなる。堆積土は最下層にロームブロックを含む土層が堆積し，その上方の

腐植土層は一部周溝の外側まで続いていることが窺われる。

周溝からの出土遺物は，縄文土器片の流入のほか，北西側クピレ部の溝底より，切株排

徐の際，須恵器の短頚壷が出土した。この須恵器は本墳に伴うものと思われる。また周溝

堆積土を切り込んで国分期の住居祉 1基が検出された。

埋葬施設

クビレ部主軸線上に位置し，主軸は墳丘の中心を向く。方位は墳丘の主軸からやや北側

に振れ S-660-E(遺骸埋葬の推定頭位を基準とする)地山下の墓墳内に築かれた木棺 1

基である。

調査はABトレンチの後円部寄りのところで旧表土が切られ，粘土小塊を含む落ち込み

が認められたことによりプランの全域を追求した。しかし，掘り込み面である地山は前方

部端ほど高くなり，きらに整地きれているため軟質な茶褐色の地山と覆土の相違が不明瞭

であった。そこで中心部を10数cm程下げたところ，挙大の白色粘土塊が認められ，その面

を追求し墓墳の全貌を掴むことができた。

その結果墓墳の上端は隅丸長方形を呈し，長き3.4m，幅1.8m-1.7mを測定した。壁は

やや急角度に掘り込まれ，境底はソフトロームに達して， U字形に窪んで、いることが認め

られた。境底の数値は長き2.8m，幅1. 35 m -0 . 85 mを測り，深きは中央で0.75mと深い。
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木棺はこの土壌の内部に収められている。棺床は墳底の中央の平らなソフトローム層で

あり，レベルはほぼ水平で・，後円部側は広〈前方部側が狭い。主軸長l.72m，幅0.49-0.35

mを測る。後円部側の小口部は床面から裏込めにかけ，粘土塊が認められ，小口部閉塞に

使用されたものと思われる。しかし前方部側小口部では認められていない。床面のプラン

は隅丸方形を呈しているが，壁は白色粘土が所々に認められ直角に近く立ち上る。このこ

とから，木棺材はすでに消失しているが箱形の木棺が推定きれる。また棺内の覆土として

暗褐色土が充填していた。

木棺の上端は被覆土である粘土塊混入層直下である。棺の陥没により粘土塊はやや下方

まで流入しているが，裏込土が旧表土から25cm下にほぼ同レベルに巡っているので，上端

はこのレベルとしてよい。したがって木棺の深さは約50cmを測る。

裏込土はローム土と黒色土の混合土とを水平か，木棺に向いやや斜方向でほぼ等間隔に

築かれており，所々に白色粘土の散布が認められる。

遺物の出土状態は，木棺の中央に鋒を北に向けた直万 1口，万子 l口，前方部側に鉄銑

29本が一括出土した。直万は万身中央で二つに折れ，鍔を欠く。鍛は 3段程に相重なり，

上方はやや原位置を動いているが，胡謀等に納められていたものと思われる。また広鋒の

鍛 l本が一括出土の鍛とは鋒を逆方向にして出土した。レベルは直万，鍛ともほぼ同一で、

ある。

なお，被葬者は南枕(後円部側)であったことが木棺の形態，出土遺物の配列より推定

きれる。

前方部内部施設内出土遺物 (第66-68図)

直刀 1，万子，鉄鉱30，鉄鉱残欠がある。

直刀(3)は棺の中央に鋒を西に向けはほ、水平に出土した。万身が中央で折れ重なった様に

みられるが不明確である。鋒を欠き茎は目釘孔の所から折れ，現存長35.5cmを測る。揃が

鋳着しているが関は両関造りである。

刀子(2)は直万の鋒に近く平行して出土した。鋒，茎を欠き現存長9.3cmを測る。刃部が内

曲するように見られるが鋳化が著しい。柄木が残存している。

鍛は(3)(4)の平根鍛を除き，すべて箆被の発達した細根鍛である。

(3)(4)は棺の南壁部に接し出土した。刀身が東向きであり，他の細根銑と逆方向を向く。

原位置を保っとすれば箆被以下が欠損した状態で副葬されたことになる。また万身，茎に

かけ繊維痕が僅かに附着している。万身は薄〈片丸造りである。
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茎細根織は遺存状態は比較的良好であり，

の先端を欠くものが多いがほぼ完形品であり，

茎の多くに木質が附着している。そのうち矢

柄の一部遺存しているものが多くあり，矢柄

を装着したまま副葬されたことが理解できる。

万身の形態，聞の有無による相違がみとめ

万身は鋳化が多〈断面あるいは関られるが，1 (0) cゴ の細別は判断がむずかしい。しかし撃箭式，

または柳葉式に属するものである。(15)の計測

万身長3.5cm，箆被長8.2値をみると全身15cm，

-A- cm，茎3.3cmを測る。重量は10-12gくらいの

ものが多い。

後円部損乱土内出土遺物

直万(1)，万身が二分きれ鋒を欠くが，現存

2 (NW) 

〈ご〉

刃幅4.4-3.3cm，背厚0.9cm，茎長長67.7cm，
m
 

F
U
 

R
U
-
E

・E

・- 2.1cmを測り，重量890gと大形品である。刃
14号墳出土遺物実測図第71図
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、
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を欠くが鉄芯の残存はよい。

周溝内出土遺物

須恵器の短頚査である。底部を欠き器体のナほど遺存する。口径9.0cm，高き8.9cm，胴

径15.0cmを測る。ロクロ整形されており，底部はへラケズリの痕跡を残すが，全体に平滑

に仕上げられている。焼成は良好，灰色を呈し胎土に砂粒子を含む。

(高田)

第五節 第二次調査の概観と調査方法

本調査は，第一次調査，塚及び古墳群の発掘調査中，墳丘裾部又はマウンド周辺に新た

に発見された遺構について調査したものである。

昭和50年 5月27日現地着手の第二次調査遺構のうち，竪穴住居士止一軒は第14号墳南側テ

ラス部から周溝にかけて露出し，当時はプランのみ確認されていたもので，周溝発掘時に

表土は除去されて，カマドの位置は北側に設けられ，方形を呈することは判明していた遺

構である。

溝状遺構は，第 8号墳，第10号墳の周溝と重複し，墳丘の裾部を切断しており，東西方

向に延びる可能性が予知されたので，延長上のグリットにトレンチを施した。又，第10号

墳は，すでに昭和の遺産である俺体壕で破壊されてはいたが，当該溝状遺構の発掘調査の

結果，今次の成果の一例であるが， 10号墳の墳形は円形を呈するものの一基と判断された。

調査方法，発掘にあたっては，古墳群が占地する台地に道路予定センター杭を基準軸と

して，路巾にしたがし、140mX70m東西に長いグリット配置を行い，方眼にlOm XlOmの大

グリットを設定し，更に大グリットを 2mX2mの小グリットに細分した。存々のグリッ

トの名称は，北西側からアルファベット (AB C……)を用い，今次は，第一次発見関連

遺構の分布及び残存の有無を明確にするためにも，自ij調査の墳丘及び、マウンド封土及び盛

土をも排除し，調査を行なった。
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第六節住居祉遺構及ぴ遺物

(1) 001号住居祉

調査区東側の緩斜面に位置する住居祉である。この住居祉の占地する付近は現在の地形

て"標高26m内外にあり，これより 25mにかけて比較的緩かな傾斜を呈している。台地頂部

平坦面からの比高差は約 2m余りを測り，本住居祉より南東側は若干の緩斜面を形成し，

以後急激に支谷に落ち込む。現在の地形では，支谷底面からの比高差は約 8m余りを測る。

本住居祉は， 14号墳後円部南東側周溝を掘込んで構築きれているが，その掘込み面を明

らかにすることはできなかった。

調査時に残存していた覆土は，最下部に相当する部分のみにすぎず，上部は古墳調査の

際に削除きれている。覆土最下層は時褐色土層であるが，住居社中央部においてはこの土

層の上部に僅少ながら黒色土の堆積が認められた。

住居祉は，主軸方位がN_90 
- Eを示し， N-S2.52m'E-W2.80mを測り，隅丸方形

を呈する。各壁の壁掘込みラインは緩やかな凹凸を有するが，掘込みはほぼ垂直で、あり，

壁面は比較的堅徽である。

壁溝は，東壁北側から南壁及び西壁の中央部まで、巡っており，幅・深きとも一定しない

が，幅約 5-13cm・深さ約 4-6cmをisIJる。

現存する壁の高きは，西壁が約17cm前後・東壁が 2-5 cm前後・北壁が約16cm前後・南

壁が約 9cm前後を測る。東壁側壁高が低いのは， 14号墳周溝が東側に向って深くなってい

るためである。

床面は，ほほ、全面に踏固められて堅織であるが緩やかな凹凸があり，西側から東側へと

傾斜している。その比高差は，約 9cm前後を測る。床面上には，西壁際と南壁際及び中央

部付近に若干の焼土が検出きれたが，床面が火熱によって焼けているような状態は見出せ

なかった。また，北壁側カマド前面の床面上には，白色砂質粘土が付着した状態で検出さ

れた。これは，カマドに使用きれた粘土が流出したものと思われる。

本住居祉において，柱穴と見倣し得るピットは，住居社内あるいは壁外からも検出きれ

なかった。その他のピットとしては，北東コーナー寄りに不整円形を呈するP1が，南壁近

くには不整長円形を呈する P2が検出きれた。 P1は，N -S62cm・E-W56cm・深き 15cmを

測るもので底面は緩やかな凹凸を呈する。このピット内からは，比較的多くの土器が落込

んだ状態で出土している。 P2は，N -S 48cm • E -W21cm・深き約 6cmを測るが，その機
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焚口部前面の床面に砂質粘土が付着した状態で検出きれている(第74図中点線)ことは，

天井部あるいは袖部の粘土が崩壊・流出したことを示すものであろう。またカマド内から

は，燃焼部北側から小きな円柱状土製品の上に高台付坪形土器と平底坪形土器が交互に重

ねられた状態で出土している。この出土状態からして「支脚」として使用きれていたこと

が窺える。

(2) 遺物 001号祉遺物出土状況(第75図)

本住居祉からの出土遺物は，土師器(杯形土器，襲形土器)，須恵器(短頚壷形土器)， 

及び若干の鉄津がある。しかし須恵器破片は14号墳周溝内出土のものと接合し本住居祉に

伴うものとは考えられない。したがって本住居祉からは須恵器が全く出土していないこと

となる。

土師器は，カマド周辺から北壁東側に位置するP1付近と南壁周辺とに比較的まとまって

出土しており，特にP1内からは落込んだ状態でかたまって出土しているb器種としては坪形

土器が多いことが注目きれる。

出土した遺物は，住居祉の上部が削平されていたこともあり，その殆どが，床もしくは

床面に近いレベルでの出土であった。また，住居士Il:外の周囲からも少量の遺物が出土して

いるが，これらの遺物の中には，住居社内出土のものと接合するものもあった，ここで，

(ア)-(引の 3点の接合資料についてその接合関係をみてみると下記のとおりである。

(対住居士止内南壁寄り出土の小型嚢形土器(第76図 2)は，住居社外出土の航片 (No.68)

と10M25・20M04グリット出土の破片と接合したものである。住居士Il:内出土の破片と住居

祉外出土の破片とは約 2mの距離を測り，グリット出土の破片とは約30mの距離を測る。

この小型嚢形土器は17点の破片が接合し住居社内出土の遺物は 4点で床着状態の出土で

あり，住居士l上外出土の遺物は 1点でローム面直上で出土している。 10M25，20M04グリッ

ト出土の遺物は12点であるが，その殆どは撹乱層中出土のものである。しかしlOM25，20 

M04グリットは後述する 10号遺構11号遺構とした東西に位置する粘土遺構の中間に位置し

10， 11号遺構が同一遺構内に存在していたであろうと思われることから，このグリット出

土遺物は， 10， 11号遺構と密接な関連を有するものであろうと考えられる。いずれにして

も，このような接合状態を示すことは，破砕分離後いずれか一方で、の再使用は考えられず，

「廃棄」きれたものと見倣すことができょう。しかし「廃棄」されたものとしても両者がど

のような理由によって，こうした距離を隔てた遺構内或いはその近くに廃棄されていたか
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不明である。

次に(イ)カマド内出土の王手形土器(第77図2)破片 (187)は，住居祉西壁外より出土した

土器片 (64) と接合した。両者の接合によっても完形となるには至らない。

きらに(明邦形土器(第76図-3)は，東壁際で出土した破片(22)と，住居祉南壁外よ

り出土した土器片 (66) と接合した。両者の匝離は約1.9mを測る。東壁際出土の破片は

床面直上の出土で，南西壁外出土の破片はローム面直上の出土である。この両者の接合に

よっても完形となるには至らないものである。この伺-(引の接合資料は，いずれも遺構廃

絶時における遺物の「廃棄」という行為の結果に起因するものであろう。しかし，問-(効

例は単に「廃棄」行為に基くものとしても，時間的にはかなりの幅をもち，かつ(対-(引に

見出きれる壁外出土遺物との接合関係は，住居祉の家屋構造あるいは竪穴住居祉構築に

際して当時の地表面からの掘込状態等の点に関する問題点を含むものと考えられる。一般

に関東地方では，いわゆるローム層に穿たれた竪穴住居祉の規模をもって住居のおおよそ

の規模とするが，本遺跡例のように竪穴自体極めて小規模なものである点，この小竪穴内

において果して生活が営み得たものか疑問である。

(3) 001号祉遺物

聾形土器(第76図1，2)

本住居祉出土の嚢形土器はこの 2点にすぎず，完形品は無くいずれも破片の状態である。

1 ， 破片によって胴部中位から口縁部が窺い得るものである。口唇部は平坦であるが，

内側が僅かに立ち上る。口縁部は外方に直線的に聞き，頚部は緩かに丸< r < J の字状を

呈し胴部に至る。胴部は僅かに膨らみをもち，長胴の器形を呈するものと思われる。推定

口径20.8cm・現器高12・ 4cmを測る。胎土は若干砂質で，色調は内外面とも赤味をおびた

褐色を呈する。

整形は，外面口頭部が横ナデ，胴部は，縦位のへラ削りが施きれる。へラ痕は胴部上方

では明瞭に看取されるが，中部付近では不明瞭となる。内面は，口縁部から頭部下方まで

横ナデ，胴部は全体に横位のナデが施される。

2， 小型喪であり，住居祉外及ぴグリット出土の破片と接合しほぽ全形を窺い得るも

のとなったが，底部破片は検出できなかった。

口縁部は僅かな丸味をもって外方へ聞き，頭部は丸味のあるr< Jの字状を呈し，胴部は

強〈膨まずやや丸味をもって底部に至る，胴部最大径は中位付近にあり，口縁部径より僅

かながら大きい。底部は破片すら見出せなかったが，底の広い安定した平底を呈するもの

-104ー
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と思われる。口径15.8cm・現器高13.6cm，胴部最大径16.2cmを測る。胎土はやや砂質で，

色調は褐色を呈する。

整形は外面口頭部が横ナデ，胴部は最大径のやや下方までは縦位のへラ削り，下半は

幅の広い横位のへラ削りが施される。このへラ状工具は鋭利なものと思われ，また胴部下

半の横位のへラ削りは回転を利用したものと考えられる。内面は 頚部が横ナデ，胴部

から底部は横位のナデが施きれるが，この横位のナデは土器整形の際のロクロによる整形

痕かと思われる。

坪形土器(第76図3-13・77図1-11) 

坪形土器として含めたものの中にはむしろ境形土器に含めるべきかと思うものもあるが，

ここでは坪形土器の類として記述する。図示し得たものは総計22個体であるが，これは出

土遺物の中で主体を占めるものである。これら邦形土器は高台を付するものが大半である

ことが特徴であり，しかもその殆どは坪部内面をへラ磨きしている点が注意きれる。形

態としては，体部あるいは口唇部等に各々差異が認められるが，分類はしなかった。

1 -3，高台付のものである。高台は「ハ」の字に聞く，坪体部は底部付近がやや丸〈膨

らむ他は直線的に聞き，口縁部は僅少に外方に開〈。

口径14.9cm・器高6.2cm.高台径7.6cm・高台高1.5cmを測る。胎土は密で，色調は内面に

黒色化処理が施きれ外面は褐色を呈す。整形はロクロ整形が施きれるが，その後坪部内面

は横位のへラ磨きが施される。杯部の底部切離しは，糸切と思われる。外面に高台貼付痕

が認められる。

1 -4，高台付のもので高台はやや短< rハ」の字状に開く，坪体部は底部より僅かに内

寄しつつ外方に聞きながら立ち上る。口径15.4cm・器高6.5cm・高台径7.0cm・高台高 0，8

cmを測る。胎土はやや砂質で，色調は内面に黒色化処理が施きれ，外面は明褐色または淡

黒褐色を呈する。

整形はロクロ整形が施きれるが，その後邦部内面は横位のへラ磨きが施きれる。高台は

貼付によるものでロクロ整形による。このため，杯部外面近部では僅少な段差が生じてい

る。年部の底部切離しは糸切りによるものである。

1 -5，高台付のもので高台は「ハ」の字状に闘し坪体部は僅少に内膏しつつ立ち上

る。口径13.4cm・器高6.1cm-6.4cm・高台径8.0cm・高台高1.2cmを測る。胎土は密で，色

調は内面が明褐色~黒褐色，外面は明褐色を呈する。

整形は全面ロクロ整形が施きれるが，坪部内面はその後横位のへラ磨きが施きれる。高
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台は貼付によるもので，ロクロ整形が施きれる。郎部の底部切離しは糸切りによるもので

ある。

1 -6，高台付のもので，高台は「ハ」の字状に開〈。 坪体部は底部付近で大きな丸味

をもち以後僅かに内膏しつつ外方へ聞き，口縁部は若干外反する。口径15.8cm・器高6.3

cm・高台径8.5cm・高台高1.5cmを測る。胎土はやや砂質で，内面に黒色化処理が施きれ，

外面は明褐色を呈する。

整形は全面ロクロ整形が施きれるが，坪部外面底部近くは回転へラ削り，内面は横位の

へラ磨きが施きれる，高台は貼付によるもので，ロクロにより整形が施きれる。底部切離

しは糸切りによると思われるが，その後回転へラ削り整形が施きれる。

1 -7，高台付のもので，高台は「ハ」の字状に闘し 邦体部は底部付近がやや丸味を

もつが，以後直線的に外方へ開〈。口縁部は僅かに外反する。推定口径14.0cm・器高5.8

cm・高台径7.6cm・高台高1.lcmを測る。胎土はやや砂質で，色調は内外面とも淡赤褐色を

呈する。

整形は全面ロクロ整形が施きれるが，邦部内面はその後，横位のへラ磨きが施きれる。

高台は貼付によるものである。邦部の底部切離しはきほど明瞭で、はないが糸切りによるも

のと思われる。

1 -8，高台付のもので高台はやや大きく「ハ」の字状に聞く。 坪体部は内寄しつつ外

方に聞き，口縁部は僅かに外反する。口径14.4cm・器高5.7cm-6.1cm・高台径7.9cm・高

台高1.0cmを測る。胎土は密で，色調は内面には黒色化処理が施きれ，外面は明褐色を呈

する。

整形は全面にロクロ整形が施きれるが，内面はその後横位のへラ磨きがなされる。高台

は貼付によるもので，ロクロにより整形が施きれる。邦部切離しは糸切りによるものと思

われる。

1 -9，高台付のもので約泌強を遣存する。高台はやや厚< rハ」の字状に聞く。 坪体

部は底部付近が丸味をもち僅かに内膏しつつ外方に聞く。推定口径14.0cm・器高5.6cm・

推定高台径7.9cm・高台高1.lcmを測る。胎土は密で，色調は内面淡黒褐色または明褐色，

外面は明褐色を呈する。

整形は全面にロクロ整形が摘されるが，坪部内面はその後横位のへラ磨きが施きれてい

る。また郎部外面底部付近は回転へラ削りが施きれる。杯部切離しはへラ切りによるもの

かと思われる。
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1 -10，高台付のもので約泌を遺存する。高台はやや厚< rハ」の字状に聞き， 界体部

は僅かに内寄しつつ外方に聞く。推定口径14.7cm・器高6.3cm-6 .6cm・高台径8.0cm・高

台高1.2cmを測る。胎土はやや砂質。色調は外面が褐色，内面は明褐色~黒褐色を呈する。

整形は全面ロクロ整形が施されるが，坪部内面はその後横位のへラ磨きがなされる。高

台は貼付によるものでロクロ整形が施される。坪部切離しは不明瞭だがへラ切りかとも考

えられる。

1 -11.高台付のもので約泌強を遺存する，高台は「ハ」の字状に開〈。 杯体部は内巧

しつつ立ち上り外方に聞く。推定口径14.6cm・器高6.5cm・高台径7.0cm・高台高 1.2cmを

測る。胎土はやや砂質，色調は外面が明褐色，内面は黒色化処理が施きれる。

整形は全面ロクロ整形が施されるが，界部内面はその後横位のへラ磨きが施される。高

台は貼付によるもので，ロクロ整形が施される。坪部切離しは糸切りによるものである。

1 -12，高台付のものであるが，高台基部から杯体部中位付近までが遺存するにすぎな

い。高台は「ハ」の字状に聞くものと思われ邦体部は僅かに内寄しつつ立ち上る。現器

高3.0cmを測る。胎土はやや砂質で，色調は内外面とも明褐色を呈する。

整形は内外面とも全面ロクロ整形が施きれる。高台は貼付によるもので，ロクロ整形が

施きれる。坪部切離しは糸切りによるものである。

1-13，高台付のものであるが，高台は欠損している。坪部は底部よりやや内需しつつ立

ち上り外方へ開く。口径13.9cm・現器高 5.3cmを測る。胎土は密。色調は内面が黒色また

は赤褐色，外面は褐色~淡赤褐色を呈する。

整形は全面ロクロ整形が施きれるが，坪部内面は横位のへラ磨きが施される。高台は貼

付によるものと思われる。坪部切離しは，器休日縁部付近を除き器面の荒れが著しく不明

である。

11 -1，高台付のものであるが，高台部下半と杯部・口縁部を欠損している。 杯体部は

僅少に内寄，しつつ立ち上り外方へ聞く。現器高 3.6cmを測る。胎土は密，色調は外面が褐

色，内面は黒色化処理が施きれる。

整形は全面にロクロ整形が施きれるが，坪部内面はその後横位のへラ磨きが施される。

坪底部切離しは糸切りである。高台は貼付によるものでロクロ整形が施きれる。

11 -2，高台付のものであるが，高台部と杯部底部付近が遺存するにすぎない。高台は，

やや長< rハ」の字状に闘し杯部下半は，内音ぎみに立ち上る。現器高 3.5cm・高台径

8.8cm・高台高1.4cmを測る。胎土はやや砂質てコ色調は内外面とも淡黄褐色を呈する。
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整形は全面にロクロ整形が施きれるが，杯部内面はその後横位のへヲ磨きが施きれる。

高台は貼付によるもので四クロ聾形が施される。坪部切離しは糸切りである。

11ー 3，高台付のものであるが，坪底部と高台部が遺存するにすぎない。高台は， 「ハ」

の字状に大きく聞く。現器高2.2cm，高台径7.8cm，高台高1.3cmを測る。胎土は密で，

色調は内外面とも明褐色を呈する。

整形は，高台部・坪部ともロクロ整形が施きれるが，坪部内面はその後横位のへラ磨き

が施きれる。高台は貼付による。坪部切離しは，糸切りによるものと思われるL

II -4，高台付のものであるが，坪底部と高台部が約泌弱遺存するにすぎない。高台は，

「ハ」の字状に聞く。現器高1.9cm・推定高台径8.6cm・高台高1.2cmを測る。胎土は密，

色調は外面が明褐色，内面は黒色化処理が施きれる。

整形は，全面ロクロ整形が施きれるが，坪都内面はその後横位のへラ磨きが施きれる。

高台は貼付により，後ロクロ整形が施きれる。坪部切離しは明確ではないが，へラ削り痕

が認められる。

II -5，平底を呈し，体部はやや外方に聞きながら内膏しつつ立ち上る。口縁部は僅かに

外反する。器高5.5cm-6.0cm・口径14.6cm・底径7.3cmを測る。胎土は密で，色調は内外

面とも明褐色を呈する。

整形は，全面ロクロ整形が施されるが，その後外面底部付近は，幅約1.8cmにわたって

回転へラ削りが施きれる。この時の土器の回転方向は逆時計廻りである。内面は横位のへ

ラ磨きが施きれる。底部切離しは，不明であるが，現状では回転へラ削痕が認められる。

この場合の土器回転方向は逆時計廻りである。このことは，底部に見出せるへラ削り痕は

邦切離し痕ではなく整形痕であろう。

II -6，僅かに上げ底気味の平底をもち，体部はやや直線気味に外方へ聞く。器高4.9cm 

-5.3cm・口径15.4cm・底径6.1cmを測る。胎土はやや砂質で，色調は黒褐色または淡褐色

を呈する。

整形は全面ロクロ整形が施きれる。外面底部付近は，明瞭ではないがへラ削り整形が施

きれたものと思われる。底部切離しは糸切りによるものである。

11ー 7，僅かに上げ底を呈する平底のもので，体部は直線的に外方へ聞く。器高3.9cm・

口径11.7cm・底径5.6cmを測る。胎土は若干砂質で，色調は淡褐色~赤褐色を呈する。

整形は，全面ロクロ整形が施きれる。底部切離しは糸切りによる。底部外面には，植物

質の圧痕が見出せる。
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II -8，僅かに上げ底を呈する平底のもので，体部中位以上を欠損する。現状では体部は

直線的に外方へ開く。現器高1.7cm・底径5.9cmを測る。胎土は密で，色調は褐色~淡褐色

を呈する。

整形は全面ロクロ整形が施きれる。底部切離しは，糸切りによるものである。底部外面

には植物質の圧痕が僅少ながら見出せる。

II -9，底部を欠損するものである。体部は，僅かに内寄しつつ外方へ聞く口縁部は丸〈

肥厚する。現器高 5.5cm・推定口径15.0cmを測る。胎土は若干砂質で色調は褐色を呈する。

整形は全面ロクロ整形が施きれるが，外面底部付近はへラ削り痕が認められ，へラ削り

整形が行なわれたものと思われる。

II -10，底部を欠損するもので，体部は約%が遣存する。体部は，若干内寄しつつ外方に

聞き口縁部はやや外反する。現器高 3.4cm・推定口径17.0cmを測る。胎土は轍密で，色調

は内外面とも明褐色を呈する。

整形は全面ロクロ整形が施きれるが，その後内面は横位のへラ磨きが施される。体部下

方に粘土接合痕が見出せる。

II -11，底部を欠損するもので，体部は約%が遺存する。体部は直線的に外方へ開く。現

器高 2.8cm・推定口径13.6cmを測る。胎土はやや砂質で，色調は内外面とも赤褐色を呈す

る。

整形は全面ロクロ整形か施きれる。体部下方に粘土接合痕が見出せる。

II -12，土製支脚と思われる。一端を欠損しており全体の形態を窺い得ないが，円柱状を

呈するものであろう。現存長7.1cm・径約5.8cmを測る。胎土はやや砂質で色調は赤褐色を

呈する。

整形は，全面ナデ整形が施きれており，比較的なめらかな面を呈する。
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第七節 土繍及び土墳墓

(1) 第 1号土墳

20D 15・20及び20E11・16グリットにおいて検出された土横状遺構である。

本遺構は褐色土層面より掘込まれており，平面形はやや不整で、はあるが概ね長方形を呈

する。遺構長軸は N-88・-wを示す。長軸長2.78m・短軸長1.25m深さ約72cmを測り，

横位断面は iUJ字形ないし逆梯形状を呈する。遺構底面は緩やかな凹凸があるものの比

較的平坦であり，硬質な面をもっ。

本遺構の覆土は図示したとおりであるが， VI層 .vm層 .x層のようなザラ目質の土層が

堆積している点が特徴であり，遺構埋没過程の特色を示すものであろう。ちなみに，この

ようなザラ目質の土層を覆土としている例として，第 6号土壌がある。

覆土の状態からみて，比較的自然な流入堆積を示しているので本遺構が人為的な埋没過

程を経たものではないものと考えられる。

本遺構からは，その底面あるいは覆土中からも何ら遺物は出土しなかった。したがって，

本遺構の構築時期・性格は不明とせざるを得ない。

(2) 第2号土墳

20E04・05及ぴ20E09・10グリット内において検出きれた土墳状遺構である。

本遺構は 8号墳と 9号墳との聞に位置しており，古墳調査の際，上部を削平きれている

ために掘込み面を明らかにすることはできなかった。平面形は不整な隅丸方形を呈するが，

北側壁中央部・西壁中央部・南壁中央部がそれぞれ多少突出している。東壁部は他の 3辺

のように中央部は突出していないが南側は北側よりも全体的に突出気味である。

遺構長軸は， N -260 -Wを示す。長軸長2.06m・短軸長2.00m・深さ約29cmを測る。

各壁中央部の突出部の長さは，北壁側が約25cm・南壁側が約16cm・西壁側が約llcm程張出・

しているが，これらの突出部分は後述するように遺構底面に穿たれた溝の立ち上り部に相

当している。

遺構底面は， 多少の凹凸があるものの比較的平坦であり，かつ比較的硬質である。また，

底面には「十」字形を呈する溝状の掘込みが施きれている。この溝状の掘込みは，各壁中

央の突出部を起点として底面中央部でそれぞれ交差する。溝の幅は一定していないが，約

20cm-30cmを測り，深きは約10cm-13cm前後を測る。横位断面は，逆梯形状ないし iUJ
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字状を呈する。西側溝の側壁面及び交差する部分の東側壁面は，部分的ながら赤〈焼けて

いる。

本遺構はその上部を古墳調査の際に多少削平きれているが，遺存する覆土は図示したと

おりである。これよりすれば， 1層~皿層はやや不自然な封積を示しているものといえる。

したがってW層から咽層が遺構覆土として把えられるが，その中でVI層及びvm層が特徴的

である。 VI層はその土層中に若干の焼土を含むもので，壁周辺あるいは北西側に堆積して

いる。また， vm層は遺構底面ほぽ全域に堆積しているが，北東側が最も厚〈約25cm前後を

、文
A.一一
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暗褐色土(淡い色調 J木炭粒，

ローム土を少量含む)

皿 暗褐色土(木炭粒を少量含む)
W 暗褐色土
V 褐色土(やや黄色味をおぴる・

ローム土を多〈含む)

羽 暗褐色土(焼土を若干，ローム
土を少量含む)
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賞褐色土
木炭及び木炭粒
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m 

第79図 第 2号土塙土層断面・木炭出土状況

測り，木炭と木炭粒のみの層である。この層は遺構底面に掘込まれた溝内にも堆積してお

り，溝底面あるいは遺構底面との聞に他の土層は全く見出すことはできなかった。このこ

とは，咽層が遺構廃絶後に流入堆積したものではなく，遺構内で生成され遺存したものと

考えることができょう。咽層中には炭化材等も僅かながら検出きれているが，その大半は細

片もしくは紛状の炭化物である。そして，このような多量の炭化物を生成するに至らしめ

た「作業」によるものと考えられる焼土は， vn層中に僅かに含まれるのみである。かかる

点に本遺構の性格が穿えるものと思われる。

本遺構より出土した遺物は， vm層中出土の炭化材の他に数点の細かな土器破片がある。

炭化材は加工の施きれない自然木のものである。土器は僅か 4点にすぎず，全て覆土上層
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より出土しており， 1-3が土師器であり 4は須恵器である。いずれも細片であることと

出土状態からみて，本遺構の時期を決するに有効な遺物となり得るか問題である。

出土した土器は，いずれも細片であるため図示できなかった，王手形土器と襲形土器を呈

するものと思われ，胎土焼成及び整形枝法等からみて少なくとも古墳出土土器の一群より

は新しし国分期に属するものとして把えられる。

(3) 第S号土壌 (第81図)

20B03・04及ぴ20B08・09グリット内に於いて検出きれた土壌状遺構である。

本遺構は暗褐色土層面より掘込まれており，平面形は東辺が丸〈膨らむものの，概ね長

方形を呈するものといえる。遺構長軸は， N -720-Wを示す。長軸長3.20m・短軸長1.53

m ・深き約58cmを測り，横位断面は rUJ字状ないし逆梯形状を呈する。遺構底面は緩や

かな凹凸があるものの比較的平坦であるが，きほど硬質な面を呈するものではなしむし

ろやや軟質であった。

本遺構の覆土は図示したとおりであるが， lV-羽層が黒褐色，または黒色土層である点

が特徴である。また，覆土の状態からみて比較的自然な流入堆積を示しているものと考え

られる。

本遺構からは，その底面または覆土中からも何ら遺物は出土しなかった。したがって，

本遺構の構築時期及ぴその性格は不明とせぎるを得ない。
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(4) 第4号土墳(第82・83図 PL33一(2X3))

本土壌は，遺跡中央部やや北東寄りのtiOC区で検出きれた。ただ土横自体は，台地を横

位に走行する溝状遺構Aによって西側部分が切られていた。

土墳の形状と大ききは，西側壁面が溝状遺構Aによって切断きれていたので判然としな

いがW-E方向を主軸とした長方形ないしは方形を呈する土墳で，南北の幅は上端が約90

cm，下端が約55cm，深きが約50cmを測る。主軸(東西)の長きは，土壌を長方形と仮定し

た場合に溝状遺構Aの西側壁に本土墳の掘り込みの痕跡が検出きれなかったことから溝内

におきまっていたと考えられ最大でも上端2.3m，下端1.9m(推定)で，それ以上長いこ

とはない。断面の形態は， u字形を呈する。

土横内出土遺物は，覆土上部(X11層)から土師器坪形土器が，土壌中央部から埋葬直後

供献したような正位の状態で出土した。ただし土層セクションを観察してもわかるように，

後に土壌が溝状遺構Aによって切断きれているので土器もその切断面に沿ってすほど欠損

していた。また覆土下部(XII， XII層)の土壌底近くの中央部に集中して土製小玉が33個検

出きれた。それ以外の遺物は精査したが全く検出きれなかった。

以上のことから，本土墳は，覆土上面での土師器坪形土器の出土状態や境底付近からの

製小玉の出土状態から判断して，一応土壌墓と考えられる。

土噴出土遺物(第84図 PL45) 

1は土師器坪形土器で口径13.5cm，高き 4.6cmを測り，口縁部から底部にかけて全体に

すほど欠損している。口縁部と胴部の境に稜があり，口縁部はほぼ垂直に立ち上がってい

る。口縁部はナデ調整，底部はへラケズリを施している。 t手の内外面はともに黒色を呈し

ており焼成は良好である。

玉類一総数33個で全て土製である。色は黒色を呈している。大きさは，平均して径約1.5

cm，厚きが約 9mmを測り，最大のもので径1.6cm，厚き 1cm，最小は径1cm，厚き 7mmを

iRIJる。

(鈴木)

(同第5号土壌(第84・85図)

10806・07及ぴ10811・12グリット内において検出きれた土壌状遺構である。

本遺構は褐色土層面より掘込まれており，平面形は全体に凹凸の著しい不整形は長円形

を呈する。遺構長軸は N-89・-Wを示す。長軸長2.82m・短軸最大幅2.20m・深き約88
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cm を ì~IJ り，横位断面は rUJ 字形ないし逆梯形状を呈する。底面は多少の凹凸があるもの

北西側の一部及び南側の底面がブロッしかし，の概ね平坦な面を呈し比較的硬質である。

ク状をなしている点は検討を要するところである。

ローム・ブロックとローム土の混土層 (XI層)が堆積している点が特本遺構の覆土は，
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しかも遺構底面から表土層下まこの層は北西側からの流入状態を呈しており，徴である。
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でかなりの厚きをもっ この他の土層の堆積状態を見ても，およそ自然的な流入堆積過程

を経たものとは考えられず，むしろ人為的な(あるいは自然的な堆積過程以外の)堆積を

窺わせるものである。

また，南東側上部に52cmX42cmの範囲にわたって焼土層が検出きれている。この焼土層

は不整円形を呈し，厚き約10cm前後を測るが，焼土層下面は焼けた状態を示していない。

焼土もザラ目質状のもので自然的な堆積を示しているものとは思われず，他の土層と同様

な過程によって堆積したものと考えられる。

本遺構からは，西側覆土上層から縄文式土器破片が，東側H層中より石一点が出土して

る。また遺構の西側約50cmの地点で縄文式土器が褐色土層中まとまって出土しており，こ

の破片と遺構内覆土上層出土の土層片とが接合した。遺構内出土土層はE層上面に位置し

ており，明らかに流入したものと思われる。したがってこれら遺物が本遺構構築時期を決

するに有効な遺物であるとは考えがたいが，ここでは一応遺構内出土遺物として図示して

おく。なお遺構外西側で出土した土器は本遺構とは別個の遺構に伴っていたものか否かで

あるがJ周辺精査の結果遺構は検出きれなかったので，むしろ包含層内出土として考えら

れる。

第5号土墳出土遺物

(土器) (第86図)

(1)浅鉢形土器である。全体の約Kが遺存しているもので，底部を欠損している。推定口

径約55.4cm・現存器高23.7cm・器厚は1.1cm前後を測る。口縁部は直線的に外方へ聞き，

最大径は口縁部に位置する。頚部で段を有する外面では口縁部から胴部へとゆるやかな曲

線を描くが，内面では明瞭な段差を呈する。胴部は上方で僅少ながら丸味を有するが以後

直線的に底部へとぽまってゆく。

文様は全く施きれず，外面は口縁部から胴部上半までは横位のへラ磨きが，胴部上半以

下は縦位のへラ磨きが施きれている。胎土なやや砂質である。色調は，内外面とも褐色を

呈する。

(2)・(3)浅鉢形土器で，胎土・焼成・色調・整形技法等の点からみて同一個体と考えられ

るが，直接は接合しない。 (2)は約xが遺存している。推定口径約39.0cm・現存器高17.9cm

・器厚1.0cm前後を測る。口縁部は内膏しつつ立ち上り，口唇部下約 4cmの部分は最大

径を有する。胴部は，ほぽ直線的に底部へ向ってつぽまってゆく。

-123 -



図

震

M

慨

嘆

刊
H

明

器

E 

電昌

(
…
べ
一
日
目
白
)

出
費
吋
酌
甲
山
一
掛

園

S
M廊

(
…
川
市
引
目
白
)
伺

(
L
U
J
M

一ω白)制

-124ー



本土器も全く文様が施きれず，外面は最大径下方までが横位を主体としながらも若干斜

位のへラ磨きが施きれる。内面は口唇部下約 5cmの前後の位置までが横位の，それ以下は

縦位のナデ整形が施きれる。胎土はやや砂質である。色調は，外面が赤褐色・内面は褐色

~黒褐色を呈する。

(3)は胴部下半から底部が遺存する。推定底径7.8cm・現存器高9.8cm・器厚0.9cm前後を

測る。胴部下半は，直線的に底部へつぽまる。底部は平底を呈するが，外面の器面が著し

く荒れており胴部と底部との境は丸〈磨耗している。

胴部下半は文様が施きれず，内外面とも縦位のへラ磨きが施されている。胎土はやや砂

質であり，色調は外面が赤褐色・内面は黒褐色を呈する。

石器(第87図)

長き 9.6m・幅6.9m・厚き 4.4cm・長円形を呈するものであるが一端を欠損している。

他端には打撃による磨耗痕かと考えられる部分が見出せる。この他には使用痕を認めるこ

とは出来ない。恐らく敵打的用途に使用したものと考えられる。

。
第87圏 第5号土塙出土 遺物(石)

(6) 第6号土墳 (第88図)

20C 18・19・20及び20C23・24・25グリット内において検出された土壌状遺構である。

本遺構の掘込み面は明らかではない。遺構の平面形は，南東側短辺が丸味をもつものの

隅丸長方形を呈するものである。遺構長軸は， N-68~Wを示す。長軸長3.20m ・短軸長

1.64m・深き約38cmを測り，横位断面は rUJ字状もしくは逆梯形状を呈する。底面は緩

やかな凹凸があるものの概ね平坦であり，比較的硬質な面を呈する。

P
D
 

q
L
 



0 

第88図 第6号土塙平面・断面図
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本遺構の覆土は，図示したように 1-四層に分けられる。 1-皿は，黒色もしくは黒褐

色を呈しザラ目質の土層であり，本遺構覆土の特徴である。このようなザラ目質土を覆土

としているものに第 1号土壌があり，本遺構とは北西側約10mの距離を隔ている。

覆土の状態からみて，比較的自然な流入堆積を示しているものと考えられ，少なくとも

人為的な埋土は行なわれていないものと思われる。

本遺構からは，覆土中あるいは遺構底面においても何の遺物も出土していない。したが

って，本遺構の構築年代ならびにその目的・性格等は，不明とせざるを得ない。

(7) 第 7号土墳 (第89・90図)

調査区域南東側の斜面に位置しており，本遺構より南東側は若干の緩斜面を残し以後急

傾斜となって支谷に落込んでいる。したがって換言するならば，舌状台地縁辺の地形変換

線付近に位置しているものといえる。

本遺構は， 50N02・03及び50N07・08グ1)ット内において検出された土壌状遺構である。

本遺構は褐色土層面より掘込まれており，平面形態は全体に凹凸が著しくやや不整形では

あるが，概ね隅丸長方形を呈するものであるといえる。遺構長軸は N-39!._ Eを示し，長

軸長2.12m・短軸長1.20-1.56m・深き約1.90mを測る。遺構底面は，やや粘質で白味を

帯びる褐色ローム層を掘込んで築かれており，比較的平坦であるが軟質である。

横位断面図と縦位断面図からみても明らかなよフに遺構の掘込みは，きわめて不整であ

る。側壁の凹凸が著しく，掘込み面より約 1m前後下位で一度〈びれた後，底部に向って

漸次広くなり，北西側を除きいわゆる袋状を呈する。しかし，遺構において最も広がって

いる部分は底面ではなく，平面図中点線によって示した部分である。この部分は遺構掘込

みが不整であるため一様ではなしある部分では底面が最大幅となっている。

本遺構の覆土は図示したとおりであるが，上層では黒褐色土・暗褐色土の堆積が認めら

れ，その状態も比較的自然的堆積を示しているものと思われる。また下層において， xvn層

-XI層は色調・土質とも近似したものであり， 4つの層に区分したものの，同ーの層とし

て把えても差支えないものであった。

このようにI四~日層の近似した土層は，自然堆積層とみるよりは，むしろ人為的な堆積

と考えるべきであろうか。

本遺構の覆土中および底面からも遺物は全く出土せず，本遺構の構築年代は不明である。

また，本遺構の性格・目的も不明といわぎるを得ないが，占地において舌状台地縁辺の地形

変換線近くに位置する点，しかも深い掘込みを有している点は，重視する必要があろう。そ

してこの 2点は，本遺構の性格・目的をある程度示唆しているものと思われる。
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第90図 第7号土城土層断面図

(8) 第 8号土壌 (第91図)

I 表土

11 淡黒褐色土(ザラ目質)

III漫褐色土(ザラ目質)
IV褐色土(黒色土混入)
V 褐色土(ローム土少混)
VI黒褐色土(ザラ目質・軟弱)

Vs黒褐色土
VI黒色土
政暗褐色土
X 黒褐色土

XI 暗縄色土(焼土粒・木炭粒若干混入)

XII褐色土(ローム粒混入)

氾E 賀補色土(ローム土1多i昆)
川辺Vi主褐色土(ザラ目質，軟弱)

xv褐色土(ローム土若干混入)
XVI 淡褐色土(ローム微粒混入)
XVs黄褐色土(ローム粒・ローム微粒混入)
羽田 黄褐色土(ローム粒混入)
刃X 黄褐色土(ロームプロ yク少混)
XX 黄褐色土(ロームプロック若干混入)

XXI 褐色土(ローム土少混)
XXII褐色土(ローム・プロック若干混入)

2 XXIII ソフト・ローム

1 m 

10N10・15及び10M01・06・11グリットにかけて検出された土横状遺構である。

本遺構は褐色土層面より掘込まれているが，平面形態はきわめて不整形であり，概ね五

角形状を呈する。また，掘込みも一様ではなく，遺構南側は方形状の掘込みがなされてい

る。この部分は長径2.70m・短径1.95m・深さ約50cmを側り，底面は比較的平坦で、ある。

底の南西隅には不整長円形を呈し，深き約13cmを測るピットがあり，北東隅には長円形を

呈し深き約 6cmを測る浅いピットがある。遺構北側は南側より一段高〈概ね三角形状の掘

込みがなきれており，さらにこの部分の北側は92cmX89cmの略円形を呈する深き約20cmを

測るピットがある。三角形状の部分は南側より約20cm前後高<，底面は比較的平坦である。

本遺構の覆土は図示したとおりであるが， vn層のローム・ブロックとローム土の混土層

の堆積が見られる点が特徴的である。この層は，遺構内中央にレンズ状に堆積しており，

その中心部で68cmの厚きを測る。また，この四層より上の層位は自然的な堆積状態を示す
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I再堆土(排土)
II表土

III鵠色土(黒色土少混) (砂質・軟弱)
IV黒色土(軟弱) (遺物を多〈含む)
V 褐色土

VI褐色土(ローム土少混) (軟弱)
VII ローム・プロック+ローム土

VlD褐色土(ローム土，黒色土混入)
IX暗褐色土(ローム土少混)
X 暗褐色土(黒色土少混)

XI 暗褐色土(ローム粒少混)

XII暗褐色土(ローム・プロ ック少混)
xm縄色土(ローム土多混)
〉包V 縄色土(ローム土少混)

XV褐色土(ローム土若干混入)

XVI暗褐色土(ローム土少混)

XVII褐色土(ローム土やや多混) (漸移層)
K 焼乱

第91図 第8号土塙平面・断面図
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が，下の層位な自然的な流入堆積状態を示し

ているとは考え難い点もある。

本遺構の他に覆土中にローム・プロックと

ローム土の混土層を有するものとして，第 5

号土墳がある。堆積状態は，自然的な流入過

程を示しているものとは考え難〈検討を要す

るところである。

本遺構からは，先端部を欠損した有舌尖頭

器が出土している。これは，遺構南側の方形

状を呈する部分の底面に接して出土したもの

であるが，本遺構に伴うものではない。この

他に少量ながら，土師式土器破片及び鉄棒が

出土しているが，これらの遺物は困層あるい

はW層中に包含土きれており， v層以下の層

には見出きれない。したがって本遺構の構築

時期は，少なくとも歴史時代より以前のものとして把えられるが，その性格は不明である。

〈ご二〉
1 (87) 

m
 

nh-

Ra--1a 
第92固 有舌尖頭器 (10M06グリッド)

しかし，本遺構の占地は，他の土壌状遺構が台地中央部より平坦面にかけて構築されてい

るのに比べ，斜面に構築きれている点が特異である。

(9) 第9号土墳(第93図)

本土墳は 8号墳と 9号墳とが接する位置にあり，土壌自体は 9号墳周溝を切って作られ

ている。大ききは長軸が約2.5m，短軸が約1.9m，深きは土壌確認面で西側部分が約50cm，

東側部分で約30cmあり，不整だ円形を呈している。土境底面は平坦であり，ほぽ東西に「ー」

字状の溝が巾約24cm，深さ約6cmで両壁際まで穿たれている。また，西側壁で溝の延長上

に段を有する掘り込みがみられ，東側壁では溝の延長上からは若干はずれるがピット状の

ものが穿たれている。さらに「ー」字状溝の南側中央には長径約34cm，短径約26cm，深き

lOcmのピットがあり，南側壁には段を有する掘り込みがある。

きらに本土壌内には，「ー」字状溝を中心として西側に木炭粒および焼土の濃密な分布が

みられ溝中にも堆積していた。また，南側部分にも木炭が，南壁際には木炭，木炭粒，焼

土が固まって認められた。本土壌を土層セクションで観察すると土壌内覆土のほとんどが
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m褐色土 (ロ←ム粒，黒褐色土混入)

W 褐色土 (黒褐色土，木炭粒混入)

V 黒色土(褐色土粒を若干i昆入)
VI黒色士 [ロームプロック， ローム粒を 多混・木炭粒を

若干混入1
VII褐色土 (木炭粒少混 ・黒褐色土混入)

咽暗褐色土 (ローム粒少j昆)
IX暗褐色土(褐色土，ローム・プロ yク，木炭粒混入)

X 褐色土(ローム粒，木炭粒混入)
XI 暗褐色土(木炭粒，ローム粒混入)

XII 木炭粉粒
氾H 暗褐色土 (木炭粒多混・ローム粒.焼土混入)

XIV暗褐色土(ローム粒，木炭粒混入)

xv褐色土(暗褐色土混入)

。 2 
開

第93図 第 9号土靖平面・断面図
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木炭粒や焼土を混入した土で成層きれていることがわかる。

なお，土壌内よりも土器等の出土は，まったく検出きれなかった。

(鈴木)

第八節 その他の遺構

( 1 )溝状遺構A (第95-100，Pl29一①)

本溝は，遺跡のある舌状台地を横位に走行し， 9号墳北東側から南側 (70C -50 C， 10 

C -30C区)にかけて検出きれ，南端は10号墳南東際で台地を縦位に走行している溝状遺

構Bと交差して終っている。検出した溝の現長は約46mを測るが，北東部分については，

さらに調査区域外に延びている可能性がある。また，本溝において注目きれるのは溝中に

間隔をおいてピ ットが (70C区を除いて)計22個検出されたことである。なお本溝からの

出土遺物は，ピット内も含めて皆無であったため時期および性格については不明であった。

以下，各区ごとに説明してゆきたい。

70C区

B・

【門口
OAF
-

しー

8 
Q 

f:1 

51ζ.p 
cコ
t-A-

B.- 28.60旦.B'

一'B'

~ 
電司''''..... ..... 

uu 
CコICコ
p、"、

C.- 28.6旦!!!.C'

∞O
U
C
A
n
-
向。

υ

E
D
υ
cト一
4voυ

一・A's.p 1 ゴミ

II 表土
28.80m 一一A'町 黒色土(焼士混入)周い.

W 茶褐色土(腐植土、黒褐色土全体的に混入)

V 褐色土プロ yク状混入(多量)黒褐色土.

四茶褐色土(固い)

晴晴褐色+黒褐色

司 黒褐色(黒色に近い)、ローム位少量混入

E 暗褐色(ローム蚊少量混入)、黒褐色混入

2 

第94図 溝状遺構A 平面・断面図 (70ーCグリッド)
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凹黒褐色土

W 黒色土に褐色土がまだらに混入

V 黒色土にローム・プロック混入

同町 vl 黒褐色土(褐色粒子混入)

OOVU 黒褐色土(褐色組子・vlより多〈
口υ。，0 混入) ^ 
~;~咽褐色土(ハードローム) t ;-~ 
N1NIX 黒褐色土(ロームプロック混入)1 

22x 輔色之(ローム粒子臥 ) . 

凶白 E 淡褐色土(腐植土・根毛昆入) 1¥' 

E 黒色士i焼土混入)

III暗褐色士(黒色士やや多し)

YN茶褐色土{黒色土まだらに混入)

'J:{黒色土(i紳島色士と小ロ ム・7

ロ yクv昆入)

X四時褐色土

班黒褐色土(褐色プロ yクifU.)

.A' 

。 2m 
第95図 溝状遺構A 平面・断面図 (60-Cグリッド)
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第96図 溝状遺構A 平面・断面図 (50-Cグリッド)
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本区におり溝は，上端約1.1m，下端約60cm，深き約34cmを測る。溝の断面は，ほぽ逆

台形状を呈し，溝低は平坦であった。

60C区

本区では溝の幅が広がり，溝西壁から溝低にかけての位置に，ほぽ等間隔でピットが検

出きれた。また60C20グリットの溝東側には第4号土壌が検出きれた。(ただしし本溝に

よって第4号土横は切られている)溝の計測値は，最大で上端2.3m，下端50cm，最小で上

端1.7m，下端40cm，平均で上端 2m前後，下端45cm前後である。深きは.ほぽ一定で40cm

前後である。断面の形態は，西壁がゆるやかに立ち上がるのに対して東壁は，わずかなが

ら立ち上がりが西壁よりも急である。溝低は，ほぽ平盟である。また，溝中のピットは，

本区で6個検出きれたが，全部西壁際に穿たれていた。ピットの平面形態は，円形を呈し，

大きさは最大が上端径1.38m，下端径55cm，最小が上端径90cm，下端径50cmで，平均して

上端径1.1m前後，下端径70cm前後を測る。ピットの深き(溝低からの)は，浅い所で10cm，

深い所で40cmであった。ピットの断面形態は，下端があまり明瞭でなくほぼすり鉢状を呈

する，また各ピット聞の距離は，ピットの中心から中心までで最長が1.75m，最短が1.4

mで，平均して1.6m前後であった。また溝内に堆積した土を土層セクションで観察する

と溝低には，ローム粒およびプロック混入黒褐色土が，その上に褐色粒混入暗褐色

土，褐色土混入黒色土が堆積し最上部に焼土混入の黒色土が堆積していた。

50C区

本区でも60C区と同様に溝の幅が広<，溝西壁から溝低にかけてピットが検出きれた。

溝の計測値は，最大で上端2.16m，下端55cm，最小で上端1.16m，下端45cm，平均で上端

1.6m前後，下端5 Ocm前後である。深きは30cm前後である。断面の形態は，西壁がゆるや

かに立ち上がり東壁は，わずかながら急である。溝低は，ほぽ平坦である。溝中のピット

は，本区で5個検出きれたが，位置は西壁際に穿たれているものと溝低に穿たれているも

のとがある。ピットの平面形態は，ほぽ円形を呈し，大きさは最大が上端径1.5m，下端径

50cm，最小が上端径95cm，下端径45cmで平均して上端径1.3m前後，下端径45cm前後を測る。

ピットの深き(溝低からの)は，浅い所で15cm，深い所で20cmであった。ピットの断面形

態は，下端があまり明瞭でなく，ほとんどがすり鉢状を呈する。またピット聞の距離は，

最長が1.75m，最短が1.5mで平均して1.6m前後であった。

10， 20C区

本区では，土層の撹乱などがあり明瞭な溝の検出ができなかったが，かろうじてピット
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w 黒色土(焼土混入)
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第97図 溝状遺構A 平面・断面図((10・20-Cグリッド)
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第98図 溝状遺構A 平面・断面図 (20・30ーCグリッド)

A~- 28.20旦.A'
(A-A' ) 

I 表土層(現農遭)

H 褐色土、火山灰昔、砂賀、

国灰褐色土(硬質)

W 褐色士、

V 褐色士、ローム徴位若干、ローム土若干、

明 黒褐色土、ローム徹駐若干、

司 黒色土、ローム微粒少混、

咽黒色土、ローム土少混、

E 褐色土、(ローム土少混)、

X 賀補色土(ソフトロームやや多混)

E 褐色土(硬貨)

28.20_!!!・B'
(8-8' ) 

B.- I 表土層(現農道)

H 黒色土(土皇、旧表土層か)

皿褐色土(硬質)

W 褐色土、火山灰やや~ ( 昔、淡褐色土を少量含む。
V 火山灰(黒色砂)

百 1車灰褐色土(硬)

咽 黒褐色土(黒色土少混)
咽黒色土

E 黒褐色土、ローム土若干(下方含む)
E 黒褐色土(ローム土若干)

E 褐色土(ローム土少温、黒色土少混)

E 褐色土、ローム土若干(やや硬)
JI 褐色土

C.- 28.20旦.C' 1N ローム土~混、暗褐色土(土星旧表土層)
IV 褐色士、ローム土若干(やや硬)

E田褐色士、ローム徴位少混、ローム土少混、

E咽暗賞褐色土(ソフトローム漸移層)

(C-C' ) 

I 表土層(現農道)

H 褐色土、ローム土粒少混(硬貨)

血褐色土、火山灰(!III色砂多混)

W 褐色土、ローム徹誼若干(硬質)

V 褐色士、ローム徴位若干(やや硬質)。 2m  
百 褐色土、ローム土少混(やや硬質)

胃 潰褐色士、ローム徹誼若干混

'" 褐色土、黒色土少混、ローム土、ローム徴範若干混
E 褐色土、黒色土少混、ローム土少混、ローム徹艦若

第99図 溝状遺構A 土層断面図 (20・30ーCグリッド) Z 黒色土、機構色土若干混 干混

E 褐色土、ローム徹位差干混
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E 鍋色士、ローム土少混一ソフトローム漸移層



だけは，検出できた。 10C 08， 13グリッドでは講のプランは確認できずピットのみ検

出した。 10C17，18， 10C22， 23グリットでは，溝の東壁は確認できたが西壁は撹乱をう

けており，明瞭には確認できなかった。 20C02，03グリットでは完全な状態で溝およびピ

ットを検出した。 20C02，03グリッドでの溝の計測値は，上端1.5m，下端75cm，深き20CDi

を測り， 50， 60C区に比べてやや平坦である。また溝中のピットは，本区で7個検出され

たが， 20 C 02， 03グリッド検出のものを除いては，撹乱により上部は削られている可能性

がある。 20C02，03グリッドのピットの計測値は，上端1.25m，最短が1.3mで平均して1

.5m前後であった。

20， SOC区

本区では，再ぴ溝の幅が広がり，溝低からはやはりピットが検出きれた。溝の計測値は，

最大で上端1.98m，下端70cm，最小で上端1.4m，下端3Ocm，平均で上端1.6m前後，下端

50cm前後である。深きは， 30cm-40cmである。断面形態は，面壁よもゆるやかに立ち上が

っている。溝低は，ほぽ平坦である。なお本区において溝は， 10号墳前で台地を縦位に走

行している溝状遺構Bと交差して終っている。溝中のピットは 4個検出きれたが，いづれ

も溝低に穿たれていた。ピットの平面形態は，ほぽ円形を呈し，大ききは，最大が上端径

1.2m，下端径40cm，最小が上端径 1m，下端径38cmで平均して上端径1.1m前後，下端径

38cm前後を測る。ピットの深き(溝低からの)は， 35cm前後であった。ピットの断面形

は，ほぽすり鉢状を呈する。またピット聞の距離は，最長が1.7cm，最短が1.4mで平均し

て1.5m前後であった。

(鈴木)

(2 )溝状遺構B(第103-110" P L29ーイ2)(3)-P L30) 

本溝は，遺跡の所在する舌状台地を縦位に走行し， 8号墳南側 (40G区)から台地先端

部 (20，30L区)にかけて検出きれ，途中10号墳北東側裾部付近で台地を横位に走行する

溝状遺構Aと交差している。検出きれた溝の全長は約100mを測る。なお本溝内からの出土

遺物は皆無であったので時期および性格については不明である。以下，各区ごとに説明し

てゆきたい。
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8号墳の形態を明らかにすることと，また土塁の性格の把握を目的として，道路境界外

側の山林にトレンチを設定し調査したものである。まず， 8号墳主体部南東側に 1トレン

チ(幅1.5m-2.0m，長き8.7m)同じく南西側に 2トレンチ(幅1.8m-1.9m，長き7.3

m)を設定し，その後1トレンチ側に幅O.9m-1.0m2トレンチ側に幅1.1mの土層断面

観察のため土手を残しその内側を拡張した。

これらトレンチ及び拡張部から検出きれた遺構は， 8号墳周溝の土塁及ぴ土塁の内側と

外側に検出された溝状遺構 (B)である。

8号墳周構は， 1トレンチ及び， 1-2トレンチ聞の拡張部に検出きれたものであるが，

土塁南側の溝状遺構によって切断きれており，かっ地山整形によって南側立上りは不明で

ある。北側(墳丘側)落込みラインをみると，周構は， <ぴれ部の部分で切断きれており，

8号墳前方部の規模を知るてがかりを得ることはできなかった。

検出きれた周溝の深さは， 1トレンチ， 2トレンチとも約40cm前後を測る。周溝内堆積

は， 1トレンチにおいては， x四t X四層を墳丘側よりの流入土と考えられるが， 1トレン

チ-2トレンチ間拡張部においては，流入堆積と考えるにはやや不自然きが認められる。

周溝内からの遺物の出土は皆無であった。

8号墳墳丘南裾を北西一南方向に走行するが土塁は，調査区域内では良好な状態をとどめる。

箇所がなく本拡張部において調査した。調査前において土塁とみなきれるものは現地表面

との比高差が約30cm前後のきわめて低平なものであった。調査の結果，基底部2.0m-2.5 

mを測り，約50-65cmの高きまで盛土きれていた。したがって土塁構築当初は， 1m以上

の高きを有していたものと考えられる。土塁は， 8号墳墳丘を切断して構築きれているが，

土塁構築に際して 2トレンチ側では 8号墳墳丘を利用したとは考えられず，むしろその周

囲を削平，整形し，盛土したものと考えられる。 1トレンチ-2トレンチ間拡張部では，

墳丘から周溝にかけて土塁が構築きれているが，周溝にかかる部分では周溝内堆積土をも

除去し盛土したものかと考えられ，自然的な流入堆積土と考えるにはやや疑問がある。 1

トレンチ側では，ほとんどが周溝に構築きれるが，他の部分とは盛土方法が異なる点が注

意きれ， x羽， xvn層等は周溝内堆積土かとも考えられる。

土塁構築は，褐色土を主体として盛土しており，ローム土あるいはロームブロックを多

量に含む土層は使用していない。盛土は 2トレンチ側では，水平的な盛土方法がなされ，

lトレンチ-2トレンチ間拡張部では中心に向って交互に積み重ね，上部で水平になるよ

う盛土きれる。 1トレンチ側では，北側から南側に傾斜しつつ積み重ね上部に向って，そ
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の傾斜度を弱めながら水平になるよう盛土きれる。これらの盛土方法をみると，土皇構築

にあたって普遍的な方法は用いられてないようであり，盛土も比較的軟質なものが多く，

きほど堅固な土塁ではなかったものであろう。

また，土塁両側には，浅い溝状遺構が配きれており，土塁構築時に開撃きれたものと考

えられる。この溝状遺構は，調査区域内で検出された溝状遺構Bと呼称したものと同ーの

遺構であるが，土塁南側のそれは調査区域内まで延びているものか不明である。

土塁北側の溝状遺構は， 1トレンチ側でほぼ原状を窺い知ることができ，幅約201m，深

き約40cmを測り，横断面は， 「U」字状ないしは逆梯形状を呈する。底面，あるいは側壁

は軟弱である。この溝状遺構に伴う施設は何ら検出きれなかった。

土塁南側の溝状遺構は， 1トレンチ-2トレンチ間拡張部中央付近から 1トレンチに向

って大きく広がり 304m前後を測る。 2トレンチ側では，幅約008m前後を測る。深きは，

2トレンチ及び 1トレンチ-2トレンチ間拡張部西寄では40cm-50cm，同東寄から 1トレ

ンチ側では， 70cm-80cmを測る。しかし，この計測値は，土塁基底面を基準としたもので，

溝状遺構南側は，地山整形が施きれており，土塁基底面より 20cm-50cm程低くなっている

ため南側からみれば浅いものとなる。この溝状遺構に伴う施設は何ら検出きれなかった。

土塁南側の溝状遺構の 1トレンチ-2トレンチ間拡張部における覆土中より，土師器，

坪形土器が，また表土中より鉄製品が出土している。土師器，坪形土器は，土塁あるいは

溝状遺構に伴うとは考えられず，むしろ 8号墳に伴うものと考えられる。

出土遺物 (1，2) (第102図)

1 土師器，坪形土器である。現存器高400cm堆定口径1502cmを捌る。底部を欠損するが，

丸底を呈するものと思われ，体部は若干内湾気味に立ち上る。口縁部はほぼ直立し，体部

8号墳南西側拡張部検出遺構 (第1010102図)

~T ----J くごコー
電

01000  

2 ( 1 ) 

第102図 8号墳南西側拡張部出土土器実測図
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との境に僅かながら稜を形成する。口唇部内面は内傾している。胎土は若干砂質で色調は

褐色を呈する。整形は，外面体部が横位のへら削りを施す。このへら削りは，底部に近づ

くにつれ粗<，口縁部側では細くなる。口縁部はへら磨きが施きれる。

2 用途不明の鉄製品で，万子様の形態を窺わせる。

現存長3.7cm，最大幅1.5cm，最小幅O.4cmを測る。最大幅より最小幅まで漸次せぱまり，

関等は見出せず，現状では明確な刃部等も見出せない。断面は，最大幅寄りが楕円形を呈

し，下端がやや鋭くなっており，あるいは刃部に近いものかとも思われる。最小幅では，

三角形状に近く，上面はやや平坦となっている。土塁，溝状遺構，あるいは古墳に伴うも

のかどうか不明である。

(矢戸)

40G区(8号墳墳丘南側裾部)

本区では， 8号墳墳丘の南側裾部を切って検出きれた。溝の幅は狭〈最大で上端104m，

下端56cm，最小で、上端68cm，下端32cm，深き約30cmを測る。溝底は平坦で断面の形態は逆

台形に近い状態を呈している。

30E区

本区において溝は，やや幅が広がり最大で上端2.25m，下端30cm，最小で上端1.8m，下

端30cmで，平均して上端1.8m前後，下端30cm前後である。深きは42-50cmである。溝底は，

ほぽ平坦で、断面の形態は両壁ともゆるやかな立ち上がりを示している。

300区(10号墳墳丘北東側裾部)

本区と30C区は， 10号墳墳丘北東側裾部を切って走行している。溝の幅は， 30E区とほ

ぼ同じくらいの規模で，最大で上端2.2m，下端46cm，最小で上端1.9m，下端42mで，平

均して上端 2m前後，下端40cm前後で、ある。深きは50-70cmとやや深くなる。溝底は，明

瞭な平坦面がなくなり，すり鉢状に近い状態を呈し，南壁に比べて北壁の方がややゆるや

かな立ち上がりを示していた。

30C区(10号墳墳丘北東側裾部)

本区で溝は，台地を横位に走行している溝状遺構Aと交差している。交差部分付近の溝

の北壁は外側に大きく広がり，また溝状遺構Aが本溝を切って構築きれている。溝底は，

凹凸がはげしく明瞭ではなかった。 30C06グリットでの溝の上端は約2.6mを測る。
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IX 黒縄色土

X 賞色プロック混入暗褐色

E 茶褐色土(聞くぼろぼろ)

XII. Xと同じだが下の方に黄色プロ ック堆積
XIII 黒褐色土に褐色土多 〈混入
沼V賞褐色土

Y.Y黒褐色土+褐色土(まだら)、賞色小プロッ

ク混入

溝状遺構B
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(Eグリッド)
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平面・断面図

表土

茶褐色土(固くぼろぼろ)
黒砂混入、黒褐色土

茶褐色土

褐色土(黒補色土混入)

淡褐色土
黒褐色土

黒褐色土混入暗褐色土
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第104図 溝状遺構B 平面・断面図 (0グリッド)
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308区

本区では，溝の幅が狭くなり最大で上端1.65m，下端40cm，最小で上端1.25m，下端30

cmで，平均して上端1.5m前後，下端35cm前後である。深きは35cm前後である。溝底は，だ

んだんと平坦で、はなくなり，断面の形態は半円状を呈している。
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羽 黒色に近い黒褐色土(若干ローム粒混入)

刊黒縄色土(ロムプロ~ 7混入)

vm 貫褐色士(ソフトローム)

匝 黒褐色土(炭・褐色土混入)
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盟 小ロームプロ ~7混入黒褐色土(きくきくして軟い)
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第105図 溝状遺構B 平面・断面図 (30-8グリッド)
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30A区

本区では溝は，幅がさらに狭くなり，最大で上端1.56m，下端35cm，最小で1.33m，下

端40cmで，平均して上端1.5cm前後，下端35cm前後で泊ある。深さは30-45cmである。溝底は

一定せず平坦な部分と断面が半円状を呈する部分とがあり，両壁の立ち上がりはゆるやか

である。また30A07，12， 30A06， 11グリットで本溝の南側に平行しでもう l本溝が検

出されている。この溝は30B区でも本溝から分岐するような状態で検出きれておりその延

長の溝と考えられる。溝内からの出土遺物が皆無なので時期，性格は不明である。なお溝

の幅は上端1.5m前後，下端40-80cmである。

20， 30J区

30 J 05グリッドでは，溝の南側に撹乱部分があり検出面が低<，溝の上端が狭くなって

いるが下端35cm前後で"30A区とほほ向じなので，本来上端も 30A区と同じぐらいあったと

思われる。断面の形態は，ほほ、半円状を呈している。
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30 J 01グリッドでは，溝の幅は上端1.5m，下端60cmとほぼ一定で，深きは40cmである。

断面の形態は，半円状を呈している α

20. 30 K区

20 K24， 30 K 04グリッドでは，溝の幅は上端1.5m，下端35-70cmで，深さは40cmである。

断面の形態は，半円状を呈している。

20 K 22， 30 K 02グリッドでは，溝の幅は上端1.7m，下端50cmでやや広くなり，深きは35

-45cmで、ある。断面の形態は，半円状を呈し，両壁の立ち上がりもさらにゆるやかになる。

20. 30 L区

本区で検出した溝は，台地先端部傾斜面に位置している。溝の幅は，最大で上端1.5m，

下端50cm，最小で上端1.15m，下部50cmで，平均して上端1.3m前後，下端50cm前後である。
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第110図 溝状遺構B 平面・断面図 (20・30-Mグリッド)

深さは35cm-45cmで、ある。断面の形態は，傾斜面上部では，ほぽ半円状を呈し，下部では

両壁ともごくゆるやかに立ち上がっている。

(鈴木)

( 3 )溝状遺構C

調査区域南東側の斜面に構築された溝状遺構である。 50N16・17・21-25・60N04・05

グリッド内において検出きれ，北西一南東方向にほぼ一直線に走行する。 50Nグリッド

以南は支谷に落ち込むものと思われるが，この溝状遺構がどこを起点としているものかに

ついては， 50N 24・25・60N04，05グリ ッド内において撹乱を受けているため不明である。

この撹乱部分の以北においては溝状遺構は検出きれなかった。

溝状遺構は，褐色土層より掘込まれているが幅・深きとも一定せず，以西側で幅が狭〈

82cmを測り，南東側に向って漸次幅広く 152cmを測る。深さはまちまちであり，約17cm-

30cmを測るが，底面は地形に沿って北西側から南東側へと傾斜している。溝状遺構の横

断面は，おおむね逆梯形状を呈し，底面はほぼ平坦となるが，中央がやや高 くなる個所も

見出せる。溝状遺構の全長は約6.83mを調IJる。

溝状遺構覆土は，図示したとおりであるが， A-A'土層断面においてW層中に， B-8' 

土層断面においてはIII層中に， ともに覆土上部において黒色の火山砂が堆積していること

が注意される。ちなみにこの火山砂は，溝状遺構A.Bにおいても検出きれている。また，

A-A土層断面における X層は，かなり硬質でありあたかも踏み固められたかのような状
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第111図 溝状遺構C 平面・断面図
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態を呈する。このような硬質土層は， 8-8'土層断面において羽層に見出きれており，

本溝状遺構内にのみ存在し，遺構内にまでトは広がっていないものである。この硬質土層面

のレベル差は， A-A'・8-8'間で、約26cmを測るが，この差はほぼ平坦なものと見倣し

て差支えのないものと思われる。即ち，本溝状遺構がある程度埋没した時期(若干の傾斜

をなしていたものであろフが)に，このような硬質土層を形状するに至った行為がなされ

たものであろう。

本遺構からは，何ら遺物は出土せず構築時期は不明であるが，少なくとも A-A'.8-

8'土層断面において見出された黒色火山砂の堆積時期以前のものとしてとらえられる。

また， 50N 23グリット内の遺構東壁側に検出きれたピットは本遺構に伴うものとは考えら

れない。したがって本遺構には何らの施設もなかったものと考えられる。

(4) 溝状遺構D

調査区域北西側に検出された溝状遺構である10・20・50・60・70-Fグリット内におい

て検出きれ，南西一北東方向にほぼ直線的に走行する。 9号墳周溝及び墳丘を切断してお

り， 20-Fグリット内においては 8号墳と 9号墳の中間に一部検出し得たが， 8号墳墳丘

内では古墳調査の際墳丘が削平されており本溝状遺溝の有無は不明である。

60・70Fグリットにおいては， 60F12， 17， 22， 70F02， 12グリット内に検出された部・

分は緩やかに屈曲するが概ね直線的といえる70Fグリット以北は，さらに調査区域外の山

林へ延ひ'ているものと思われる。 60F12グリット以南は 9号墳周溝にかかるが9号墳調査

によって既に周溝は完掘されており墳丘で検出されていることからおそらく周溝を切断し

て構築されたものと思われる。

溝状遺構は60・70-Fグリット内において時褐色土層 (IX層)上面より掘込まれており

北東側で幅が狭く約87cm前後を測り，南西側で狭広〈約 140cm前後を測る。深きは一定で

はなく， 60F22グリット内付近でやや浅く約 180mを測るが， 70F07あるいは60F17グリ

ット内では25-30cm，22-32cm前後を測るものである。しかし，溝底面の標高差をみると

全体に北東側から南西側に向って緩かに傾斜しており， 70F07グリット付近(28.14m)と60

F17グリット付近 (27.86)mの比高差は28cmを測る。遺構の横位断面は概ね逆梯形状を呈

するが，底面の幅は一定しでなく幅広い部ではむしろ箱形状を呈する部分もある。 60，70 

Fグリット内において検出された遺構の長さは9.42mを測る。

本遺構の堆積土は，図示したとおりであるが撹乱が著〈良好なものとはいえない。しか
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第112図 溝状遺構D 平菌・断面図 (60・70-Fグリッド)
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し堆積土中に黒色土の混入する点ならびに暗褐色土を主体とする点が特徴的である。堆積

土中のいずれの部分にも黒色火山砂は見出せなかった。また， 60F17グリット内の遺構底

面にピットが検出きれたが遺構に伴うものではなし木根によるものと考えられる。した

がって本遺構には何らの施設もないものと思われる。 60，70Fグリット内の遺構からは何

の遺物も出土していない。

50Fグリット内で検出した部分は長き約7.34mを測るが，きらに南西方向へ延ぴるもの

であろう。遺構は，幅を増減しつつはぽ直線的北東一北西方向に走行する。 50F17グリッ

ト付近では， 9号墳墳丘裾部分に位置するため検出された溝状遺構の幅は狭〈約50cm前後

を測るが，その他の部分ではやや幅広<72cm -180 cmである。深きは50F17グリット付近

でもっとも浅く 18cmを測り，他の部分では2Ocm-26cmを測る。溝底面の標高差は， 50F17 

グリット付近でもっとも低くなり 27.82mを測り，以後J軟次高くなって50F02グリット北

東側でもっとも高<28.06 mを測り，また同グリット南西側でやや低くなり 27.94mを測

る。 60Fグリット側と50F17グリット側との溝底面の比高差は，約 4cm程50F17グリット

側が低くなる。このように，溝状遺構の底面は50Fグリット内では北東側に向って， 60F 

側では南西側に向って傾斜している。遺構の横位断面は逆梯形状を呈する。

50Fグリット内における溝状遺構の堆積土は，比較的単純な様相を呈し，上層に黒色土

もしくは黒褐色土が，下層に暗褐色土が堆積している。堆積土中からは何らの遺物も出土

していない。

(5)溝状遺構E(第93図)

8号墳と 9号墳との聞に検出された溝状の遺構であるが，検出範囲は極めて狭い。 8号

墳側へはきらに延ぴているものと思われるが古墳調査によって墳丘が削平されているため

不明である，また 9号墳側へ墳丘を切断して構築きれており，きらに北東側へ延びている。

本遺構は先に構状遺構Dとしたものと同ーのものかと思われる。

検出し得た長きは 2.4mを測る。幅約8Ocm，深き約50cmを測り，横位断面は迷梯形状も

しくは rUJ字状を呈する。遺構底面の標高は 27.03mを測り， 50F・60Fグリット内で

検出された遺構底面と比べ約90-80cm低くなる。溝状遺構内の堆積土は黒褐色土を主体と

しており，少量ながらロームプロックの混入が認められる。堆積土内からは何ら遺物も出

土しなかった。
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第九節 グリッド検出遺構及び遺物

(1 ) 第10・11号遺構 (第114・115図)

第10号遺構は10L21・20・L01グリットにおいて，第11号遺構は10M23・24・20M03・

04グリットにおいてそれぞれ検出された遺構である。第10・11号遺構とも支谷側付近にあ

り比較的傾斜の強い地形に占地する。

第10号遺構は，前記グリット内の表土層下において砂質粘土が検出きれ，遺構の存在が

判明したものであるが，調査の結果この粘土の広がりは不整形を呈し，遺構としてまと

まりは見出せなかった。土層断面による観察からは，底面に薄〈焼土層が存在することか

ら恐らくカマド様の遺構かと考えられる。また，この粘土北西側ではローム層への掘込み

が検出きれ，粘土の一部はローム層掘込み外側へ延びていた。このローム層への掘込みは

深き約15cm前後を測り，南北方向へ約 2.6m程延びるがその先は掘込みが浅くなり，かっ

撹乱境等により検出きれ得なかった。したがって，この掘込のプランは不明である。第10

号遺構はこの掘込み内部に築かれていたものであり，その後破壊されたものと考えられる。

第10号遺構がカマドであるとするならば，焚口は南東方向に，煙道部は北西方向に位置す

るものであろう。

第11号遺構は，前記グリット内において表土層下及ぴ撹乱土層中に砂質粘土が検出きれ

てその存在が判明したものであり，第10号遺構の南東側約5.0mの位置に構築きれている。

調査の結果，遺構の下部がかろうじて遺存しているカマドであることが明らかとなったが，

第10号遺構北西側に見出されたよフな壁状の掘込みは検出きれなかった。このことは，第

11号遺構が住居祉等に見出せるような壁を掘込んで，または壁に接して構築されたものと

はやや様相を異にする点が注目きれる。すなわち第11号遺構は，その西側と南側に撹乱墳

があり破壊きれているものの，他の部分についてはその概要を知ることができ，燃焼部は

長きは撹乱により不明であるが現状では約35cm，幅約35cm，深き約10cmで、ローム層を掘込

んで設けられており，この内部からは土製支脚が直立した状態で出土している。燃焼部を

取り巻くように砂質粘土が築かれており，これがカマド基部をなすものと考えられるが，

煙道部は遺存していない。しかし，燃焼部の形状または火熱により赤樫色を呈する砂質粘

土の広がりからすれば，煙道部は，南~南東方向に延びていて，焚口部は西~北西側に位

置していたものと思われる。また，カマド基部と考えられる砂質粘土の南東側には，約10

-15m程離れた位置に白色粘土がこれと併行するようにして検出された。この白色粘土が
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当初より意図的に設置きれていたものか，あるいはカマドに使用されたものが流出したか

きだかではない。いずれにしても，壁に接しまたは壁を掘込んで構築きれていたものでは

ないものと思われる。現状でのカマドの規模は，幅約95cm・長き約60cmを測る。カマド前

面の床面は堅〈踏み固められており，また北側約3.0m離れた個所にも堅〈踏み固められ

た面が検出されている。なお，このカマド付近において柱穴と見倣し得るピットは検出き

れなかった。

第10・11号遺構は，約 5.0mの隔たりを有するが，異なった遺構に構築きれたものでは

なくむしろ同一遺構内に構築きれたものと考えられる。しかし両遺構を包括すると考えられ

る遺構のプランは，第10号遺構北西側にその掘込みの一部を検出し得たにすぎず，柱穴と

考えられるピットも全く検出きれなかった。床面も部分的に硬質な面がみられる他はきわ

めて軟弱である。以上の諸点からみて，本遺構を住居祉とするには，やや積極性に欠ける

ように思われ，何らかの作業場的な要素の濃い遺構と考えられる。出土遺物は，土師器，

鉄棒・鉄製品等が出土しているが，明確に本遺構に伴うと考えられるものはきわめて僅少

であり，その他の殆どのものは表土層~褐色土層に含まれるものである。また，第10・11

号遺構の所在する 10・20-M.Nグリットでは多くの土器・鉄津が出土しているが，この

グリット出土土器における接合関係は，後述するように比較的広範囲な接合関係を有する

ものと，狭い範囲での接合関係を有するものの 2種が認められる。しかも出土遺物の殆ど

は時期的な差を認め難<，比較的短い期間内で廃棄されたものと見倣することができる。

出土遺物(第116図)

第10・11号遺構に伴うと考えられる出土遺物は図示したとおりである。

第10号遺構出土の遺物は， 1が粘土を含む堆積土中出土のもので土師器嚢形土器の胴部

上方の破片である。胴部はさほど強〈張るものとは考えられず，器形も比較的小型のもの

と思われる。色調は内外面とも淡赤褐色を呈し，焼成は良好である。内外面ともロクロ整

形が施きれている。

2は粘土を含む堆積土の東側で底面に接して出土した鉄器である。身部の大半と柄部の

端を欠損するが，身部は時計廻の方向にねじられている。柄部は多少の木質が遺存してお

り，身基部より漸次細くなるものである。柄部断面は長方形(基部寄り)，方形(端部)を

呈する。現存する部分の計測値は長さ6.6cm，身長2.Ocmを測る。遺存する形態よりみて，

錐状の工具と考えられる。

第11号遺構出土遺物は，燃焼部内より直立した状態で出土した土製支脚のみである。支
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脚上面は僅かに欠損するが，高き12.8cm・上面径6.4cm・底面径9.4cmを測り底面がやや広

この支脚は，中実ではなく底面から上面に向ってロがる載頭円錐形を呈するものである。

この穿孔は焼成前に施きれたもので底面孔径6.4cmを測り，ート状の孔が穿たれている。

底面より約 3cm内部で孔径3.0cmとつぽまり上面孔径は 2.3cmを測る。支脚外面は，全面

に縦位の指頭による粗いナデが施きれる。孔内面は底面近くが横位のナデが施.きれ，他は

火熱によるた穿孔時の状態が残る。色調は全体に赤褐色味をおびる。胎土は砂質であり，

l

l

i

-

-

-.-
圏一

.-

めかきわめて脆〈器体表面がぎらついている。

‘・'

m
 

mu-

au --a冒・・・
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2 (4) 1 (16) 

~ cm 

出土遺物拓影図・実測図10・11号遺構第116園

(第117図)第12号遺構(2) 

第一次調査時において13号墳主体部の墓横東壁に焼土が検出きれ，古墳構築時期以前の

このため，第二次調査において調査したものである。遺構の存在が明らかとなった。

本遺構は， 13号墳主体部の墓墳の東側に位置するもので50K20・24・25，50J 21， 60K 

この他に古墳前方部あるいは後円部内04・05，60 J 01グリットの範囲に広がっているが，

には検出きれなかった。したがって広範囲に散在するものではなし比較的小範囲に集中

するものといえる。

ピット内遺構は，古墳のいわゆる旧表土層下において検出されたもので，焼土または，

褐色土層を掘込みあるいは褐色土層上面にある。上記グリット内に，大小16の焼土が散在

9個の不整形のピットが穿たれている。また焼土の中で， 13号墳主体部土境東しており，

壁の北側 (50K25~ 50 J 21， 60 J 01) と南側 (50K20，50K25)に位置するもの及ぴ60K

この他の05グリット内に位置するものは，褐色土層より穿たれたピット内に存在するが，
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第117図 12号遺構平面・断面図
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焼土は，ピット上面または褐色土層上面に位置し，必ずしもピットと焼土との関連は密な

るものであったとはいえないようである。

主体部土壌東壁の南側に位置するピット (50K20及び50K25グリット)は，北，南，東

方向にそれぞれのびる不整形を呈し，南一北 183cm，現状での東西97cm，深き23cmを測る。

焼土は，ピット内のほぽ中心に南側から北側に向って流れ込んだようにして堆積している。

焼土の厚きは 9cm-12cmを測る。ピット底面では，火熱を受けた状況は見出きれなかった。

また主体部土壌東壁の北側に位置するピット (50K25，60 K05， 50J21， 60J01グリッ

ト)は，ほぽ南一北方向に細長い不整円形を呈すし，南北 146cm，現状での東西85cm，深

さ39cmを測る。ピット底面はやや凹凸が著しい。焼土はピット南寄りにやや偏って堆積し

ており，焼土の一部は，ピット底面に接する。この部分のピット底面は，火熱により赤変

ている。また焼土は，ピット底面の凹凸にもかかわらず，ほぽ水平に堆積しており，その

厚きは約27cm前後を測る。しかしこの焼土層は，ブロック状のものを多く含んでおり，他

の焼土層とはやや様相を異にする。

60K05グリット東側に位置するピットは，北東側を古墳調査時のトレンチによって一部

切断きれているが，不整円形を呈するものと思われ，北西一南東78cm，現状での北東一南

西約75cm，深き約15cmを測り，ピット底面は多少の凹凸がある。焼土は，やや南東寄りに

堆積しており，そのほとんどがピット底面に接しているが，ピット底面は，火熱による赤

変等の現象は認められない。焼土の厚きは，約 5cmを測る。この他の焼土は，褐色土層上

面あるいは，ピット上面に堆積しているが，焼土の下面は火熱等による変化は認められず

焼土の堆積も極めて薄いものである。また前記以外のピットは，いずれも不整形を呈し，

50K24グリット北側に位置するものが，やや深い，他は浅く窪むにすぎないものである。

ピット掘込み面，あるいは，焼土堆積面である褐色土層上面からは，少量の炭化材が出

土している。これ等炭化材はいずれも小きなもので， 50K25， 50K24， 60K05グリット内

に散在して検出きれている。さらに， 50K25グリットから60K05グリットにかけて硬質な

部分が検出きれ，あたかも堅〈踏み固められたような状況を示すものであった。この硬質

面の範囲は，北東一南西165cm，北西一南東118cmを測る。

本遺構とした，ピット内または焼土層中きらには褐色土層上面からは，少量の炭化材の

他には何らの遺物も出土しなかった。したがって，本遺構構築時期は少なくとも 13号墳構

築時期以前であることは明瞭で、あるが，それ以上の時期の限定は困難である。
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(3) 第13号遺構 (第 118図)

第一次調査において14号墳後円部墳丘下の旧表土層下に焼土が検出きれ，古墳構築時期

以前の遺構の存在が明らかとなった。このため第二次調査において調査したものである。

本遺構は，黒褐色土層を掘込んで、構築されたピットであるが掘込みは明瞭でなく周囲よ

り僅少に窪んでいることによって判明したものである。ピットはきわめて不整な形想を呈

し，北西側ではそのプランを明らかにすることはできなかった。ピット底面はさらに幾つ

かの小ピットにわかれており，全体に凹凸が著しい。ピットの規模は，北西ー南東3.58m

北東一南西2.90m，深きは最大で約40cmを測る。このピット内には，大小 5個所に焼土の

堆積が認められるが，ピット北側に大きく 2個所の焼土が堆積するのに対し，南側は小さ

な焼土が認められるにすぎない。この中で，ピット北東側に堆積する大きな焼土は，一部

が硬質面上にまで堆積している。焼土層の厚きは最大で約27cm前後を測り，いずれの焼土

もピット底面に堆積している。焼土下のピット底面は，火熱により赤変している部分もあ

る。

ピット周囲において北東側から南東側にかけあたかも踏み固められたかのような硬質な

面が検出された。北東側では長き約 3.0m，最大幅1.05mの範囲に，南東側では，長き約

1.4 m，最大幅0.55mの範囲に見出きれるものであるが，北東側の部分と南東側の部分と

は連続しないものである。ピット北側から西側及び南西側にかけては，このような硬質な

面は検出きれなかった。

本遺構からの出土遺物は，ピット内覆土上部より 2点，硬質面上より 1点，及ぴ遺構の

西側1.3mの地点より 1点の土器片が出土しているにすぎない。また第一次調査時におい

て焼土上面より磨製石斧 1点が出土し，次期調査を期しそのままにしておいたが，第二次

調査時点では消失していた。焼土上面出土の遺物であっただけに残念である。

出土した土器は，すべて縄文時代に属するものである。 14号墳旧表土層から下の層序は，

褐色土一黒時褐色土ーソフト・ローム層となっており，褐色土層中より縄文式土器が少量

出土している。したがって本遺構の構築時期は縄文時代に求められよう。また本遺跡から

は，少量の縄文式土器が出土しているが，その殆どは中期~後期に含まれるものであり，

本遺構もその時期に比定でき得るものと思われる。

(4) 10・20-L・M.Nグリットにおける遺物出土状況について(第119図)

第二次調査においては，各グリット内より出土する遺物の量はきわめて少量といえるも
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のであったが，調査区域南西側斜面に設定した10・20-L・M ・Nグリットからは，比較

的多量の遺物が出土した。

出土した遺物は，土師器，須恵器，鉄棒等であるが，量的には土師器が最も多く，須恵

器は僅か 2点を数えるにすぎず，鉄棒も少量であった。また遺物は， 10・20-L・M ・N

の各グリット全てから出土しているものではなし 10-Mグリットを中心とした約20X20

m前後の範囲に集中する。調査区東側斜面に設定した50・60ー L・M ・Nグリ少トからは

きわめて少量の遺物しか出土しておらず， 10・20-L・M.Nグリット内の遺物出土は特

異的といえよう。

10・20-L . M . Nグリットより出土した遺物の層位及び接合関係は，図示したとおり

である。 0…排土・ I…表土層， 11…褐色土層(焼土混入) . m…黒色土層 .N…黒褐色

土層.VI:・・黒褐色土層(軟弱)v…褐色土層(ローム土混入) . VI…褐色土層(木炭粒混

入) ・羽し・褐色土層(軟弱) . vn..・暗褐色土層.vn:..暗褐色土層(軟弱) . vn:..暗褐色土

層(硬質) ・咽…ソフト・ローム層。

出土遺物の層位としては，大半のものが， 11また凹きらにはV層中に含まれており，最

も深くても四層より出土するものがないことが窺える。また，ある層中に一様に出土す

ものではなく上下隔りなく出土していることも指摘できる。

遺物の接合関係では，比較的近距離間での接合資料が多いものの，中には数グリットを

隔てたものが接合するなど一定ではない。特に前章で記述したように20M05グリット内出

土の小型嚢形土器破片は，約30m前後離れた 001号枇床直上出土の破片と接合しており，

自然的な遺物の移動とは考えられない動きが認められる。また，ある一つのグリットにお

いてまとまって出土した破片でも相互に接合するものも極めて僅かである点も注意きれる。

10・20ー L・M.Nグリット内には， 010・011号祉とした遺構が存在する。この両遺構

は，同一遺構内のものとして把えられるが，遺構に伴うと考えられる遺物はきわめて少な

しグリット出土の遺物との層位的な差を認めることができなかった。したがって 010・

011号祉は， グリット出土の遺物が散布する以前のものとして考えられるが，時間的な隔

りはきほどないものと思われ， 10・20-L • M・Nグリット出土の遺物は，何らかの遺構

に伴っていたと考えるよりは，むしろ廃棄きれたものとして考えられる。

これらグリット出土遺物の整理過程においても，接合するものが比較的少なし器形全

体を窺い得るものは全くないことなどは，斜面という地形による遺物の散逸もきることな

がら，殆どの遺物が破片の状態で廃棄きれたのではないかと思われる。
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出土遺物(第120図1-10)

図示し得たものは全て土師器である。

嚢形土器(1， 2) 

1.は鵬部中位以下を欠損するものである。胴部はきほど張らずやや長胴を呈するものか

と思われる。上部は僅少に屑を有し，頭部から口縁部は曲線的に屈曲し外反する。口唇部

は平坦に整えられるが中央が僅少に窪む。推定口径21.1cm・現器高14.5cm・現胴部最大径

22.7cmを測る。胎土はやや砂質で色調は外面が二次火熱により赤褐色ー灰褐色・内面は灰

青色を呈する。整形は，外面の口縁部は横ナデ，頭部から胴部は縦位或いは斜位のへラ削

り，胴部中位以下は回転利用の横位のへラ削り，内面は，口縁部が横ナデ，頭部及び胴部

は回転利用のへラ状工具によるナデを施する。
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2.は口頭部破片である。口縁部は外反する。推定口径18.8cm・現在高 4.4cmを測る。胎

土はやや砂質で色調は外面とも明褐色，整形は外面の口縁部は横ナデ，胴部は縦位のへラ

削り，内面は口縁部~頭部が横ナテ二胴部は横位のへラナデを施す。

杯形土器 (3-10)

4を除き全て平底のものであるが， 5， 6はやや上げ底となる。

3.は底部を欠損する。体部はほぼ直線的に開く。推定口径11.0cm・器高 3.5cm・推定底

径5.8cmを測る。胎土はやや砂質で色調は内外面とも明褐色を呈する。整形は，内外面と

もロクロ整形，底部切離しは回転へラ切りによるものと思われる。

4.底部を欠損する。体部はやや内寄ぎみに立ち上る。口唇部がやや肥厚する。

推定口径19.6cm・現器高 3.9cmを測る。胎土は若干砂質で色調は外面が貰褐色~黒色・

内面は黒色を呈する。整形は内外面ともロクロ整形を施すが，その後外面底部近くは回転

へラ削りを，内面はへラ磨き後黒色化処理が施される。

5.口縁部付近を欠損する。体部は僅少に内寄ぎみに立ち上る。現器高3.9cm・底径6.9cm

を測る。胎土は若干砂質で色調は外面が褐色・内面は黒色を呈する。整形は内外面ともロ

クロ整形を施すがその後，外面底部近くは幅 2.2cmlこEる回転へラ削り，内面はへラ磨き

後黒色化処理が施きれる。底部切離しは，糸切によるが，その後ほぽ全面にわたって回転

へラ削り調整を施す。

6.底部付近が遺存している。現器高1.5cm・底径6.3cmを測る。

胎土は若干砂質で，色調は外面が褐色~黒色・内面は黒色を呈する。

整形は，内外面ともロクロ整形を施すがその後，底部付近は回転へラ削り，内面はへラ

磨き後黒色化処理が施される。底部切離しは，回転へラ切りかと思われる。

7.底部の破片である。現器高1.5cm・推定底径7.4cmを測る。胎土はやや砂質で色調は外

面が明褐色・内面は黒色を呈する。

整形は内外面ともロクロ整形を施すがその後，外面の底部付近は回転へラ削り，内面は

へラ磨き後黒色化処理を施す。底部切離しは回転へラ切りかとも考えられる。

8.口縁部を欠損する。体部はほぼ直線的に外方へ聞く。

現器高2.3cm・底径5.8cmを測る。胎土はやや砂質で色調は外面が淡褐色・内面は明褐色

を呈する。整形は内外面ともロクロ整形を施すが，外面底部付近はその後回転へラ削が施

きれる。底部切離は回転へラ切りと思われる。

9.底部破片である。現器高1.2cm・推定底径8.8cmを測る。
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胎土は若干砂質で色調は外面が褐色~黒色・内面は黒色を呈する。

整形は内外面ともロクロ整形を施すがその後底部付近は回転へラ削り，内面はへラ磨き

後黒色化処理が施きれる。底部切離しは回転へラ切りかとも思われる。

10底部破片である。現器高1.lcm・推定底径7.0cmを測る。

胎土はやや砂質で色調は内外面とも明褐色を呈する。整形は内外面ともロクロ整形が施

きれる。底部切離しは糸切による。

(5) 11号墳及びその周辺グリット土器出土状況について (123図)

第二次調査において各グリットの調査が進行するうち， 11号墳西側に近接するグリット

内より比較的多くの土師器が出土した。土器は， 70 A 02， 03， 06， 07， 08グリットから出

土しているが， 70A06， 07グリットにおいて密集度が高い。そして， 11号墳から遠ざかる

につれ少なくなる点が注意きれる。

この70A02，03， 06-08グリット付近の層序は，表土一褐色土ー暗褐色土(ないしは黒

褐色土)ーソフトローム層を示すが，出土した遺物は，全て褐色土層中に含まれている。

これらの層序は人為的な堆積を示すものではなく或いは遺構内に堆積したものとは考えら

れず，いずれも自然的なものといえる。また褐色土層中或いは褐色土層一暗褐色土層間に

おいて，遺構として把え得る面とその状況は見出すことはできなかった。

出土した遺物は，全て土師器である。器種としては，坪形土器がその殆どを占めるが，

他に嚢形土器が少量出土している。土器は完形のものは少なし大半が破片の状態で出土

していて遺物整理過程でも完形となり得るもはなかった。しかし，これらグリット内より

出土した遺物のうち， 11号墳周溝内出土遺物と接合するものがあった。 11号墳周溝内出土

遺物が周溝のどの位置より出土したものかは不明であるが，注意きれるものといえよフ。

11号墳からは，主として周溝内より土師器・須恵器・縁軸段皿等が出土している。これ

らの出土遺物のうち，縁軸段皿を除〈土師器・須恵器は，全て古墳に供献きれたものと見

倣きれている。また， 11号墳だけではなし 9・13・14号墳等にも部分的ながら周溝外側

の掘込みラインを明確に確認できなかった部分があり，この部分はいわゆるローム面への

掘込みが明瞭で、はなく周溝底面より外側へ漸次的に立ち上りやがてローム面と同一になる

ためによるものであった。この点に留意するならば， 11号墳において周溝外縁をどこに求

めるかが問題となろう。

それは70A02，03， 06-08グリット内より出土した土師器は，本遺跡内に当該期の住居

祉等の生活，生産的な遺構が検出きれておらず，古墳もしくは土壌墓に限られていること
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左図は上の図の点線に

固まれた部分の拡大図

第123図
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からみてむしろこれに伴うべきものと考えられる。したがって，これらグリット内からの

出土土器が， 11号古墳周溝内に含まれるものか，あるいは周溝外の近接した地点における

何らかの墓前祭的祭把行為による所産のものかが問題となるが，遺物の出土状況からすれ

ばむしろ後者の可能性が考えられる。

(出土遺物)(第124図 1-5 ) 

坪形土器(1 -4 ) 

1.は底部が僅かに平坦ぎみとなるもので，体部は内脅しつつ立ち上り，口縁部はやや外

方へ開く。口縁部は体部より薄〈成形きれる。推定口径14.4cm・器高 4.9cmを測り，胎土

は若干砂質で，色調は内外面とも褐色を呈する。外面は口縁部を横ナデした後へラナデを

施し，体部は全面横位のへラ削り，底部は水平方向のへラ削りを施す。内面は口縁部を横

ナテーした後底面から口縁部まで全面的にへラナデを施す。体部にはへラ痕が放射状に残る。

2.は，丸底のもので体部は内奮しつつ立上る。口唇部は内斜する。体部，口縁部とも器

肉は厚い。口径1l.6cm・器高4.4cmを測る。胎土は若干砂質で，色調は内外面とも褐色を

呈する。整形は，外面が口縁部は横ナデ，体部は横位のへラ削りだが一部斜位のへラ削り

も認められる。底面は水平方向のへラ削りを施す。内面は，口縁部，体部ともナデ，底面

近くには多数のへラ痕が認められ，へラナデが施きれていると思われる。口縁部の横ナデ

の幅が広く，また粘土継目痕が認められる。

3.は，底部を欠損するもので， 11号墳周溝内出土のものと接合した。

内部は内寄しつつ立ち上る。推定口径11.6cm，現器高 4.1cmを測る。胎土はやや砂質で，

色調は外面褐色・内面黒色~褐色を呈する。整形は，外面わ口縁部は横ナテ二体部はやや

組いナデ，底部付近は横位のへラ削りを施す。内面は，口縁部~体部中位付近まで横ナデ

以下は縦位あるいは横位のナデを施す。外面口縁部近くと体部下方に粘土継目痕が認めら

れる。

4.は，底部付近を遺存するにすぎないが， 11号墳周溝内出土のものと接合した。底部は

やや平坦となるもので，体部は内寄ぎみに立上るものと思われる。底面の外面には木葉痕

が認められる。現器高 2.4cmを測る。胎土は若干砂質で，色調は内外面とも褐色を呈する。

整形は，外面の体部はナテ二底部付近は横位のへラ削りを施す。内面はナデが施きれるが

一部にへラ痕が認められ，へラナデが施きれたかとも考えられる。

5.は，嚢もしくは査形土器の底部である。現器高2.9cm，底径8.2cmを測る。胎土は若干

砂質で色調は内外面とも褐色を呈する。
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胴部が整形は，外面の胴部は縦位のへラ削り，底部は横位のへラ削りを施す。内面は，
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(6) グリッド出土遺物

Aグリッド出土遺物(第125図 1・2) 

これは叩目痕を消去して(1)須恵器・横萱であろう，表面には同心円状の整形が施される，

青海波状の叩目が施きれる。いる。裏面には，

内面には直接は接合しない。外面に縦位の叩目が，(2)は(1)と同一個体の破片であるが，

青海波状の叩目が施される。

Bグリッド出土遺物(第126図 1-4 ) 

中期・後期に属する。いずれも縄文式土器破片であり，

( 1)はへラ状工具による沈線によって文様が構成される。

(2)は口縁部破片であり，無文である。

斜縄文と沈線によって文様が構成される。(3)はキャリパー状を呈する部分で，

(4)は口縁部破片で波状を呈するものである。太い沈線によって渦巻丈が形成される。

その両側には沈線で区画された内部に斜縄文が施される。

Cグリッド出土遺物(第126図 5-10) 

中・後期に属するものである。

-176 -

(5)-(7)は縄文式土器であり，



(5)は刺突による文様が施きれている。

(6)は斜縄文と縦位の沈線文によって文様が構成きれる。

(7)は口縁部破片で，横位の突帯がめぐりその下方に沈線文が施きれる。

(8)-(10)は「寛永通宝」銭であるが， (8)の裏面には「文Jの文字が鋳込まれている。

Dグリッド出土遺物(第126図11)

(11)縄文式土器である。上方に山形の沈線文と一条の突帯が，その下には横位の沈線文が

下方には刻目文が施されている。

Eグリッド出土遺物(第126図12-14)

いずれも縄文式土器である。

(12)は無文であり，口唇部は内傾する。

(13)は上方に三条の沈線によって三角形状の文様が施きれ，その底辺は一条の突帯がめぐ

り，下方には二条の波状を呈する沈線文が施きれる。

(14)は弧状の突帯が施きれる。その内部は無文である。

。 10cm 

第125図 Aグリッド 出土土器拓影図
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Fグリッド出土遺物(第126図15)

(15)磨耗が著しいが「寛永通宝」かと思われる。

Hグリッド出土遺物(第127図 1) 

(1)縄文式土器である。斜縄文と縦位の沈線文が施きれる。

Jグリッド出土遺物(第127図2・3)

いずれも縄文式土器である。

(2)は土錘かと思われる。三条の縦位の無文帯が，その間に斜縄文が施きれる。

(3)は縦位の沈線が施文きれる。

Kグリッド出土遺物(第127図4-9) 

いずれも縄文式土器で中・後期に属する。

(4)は口縁部破片であり，突起を中心として左右に太い沈線が施きれる。

(5)・(7)はともに口縁部破片であり，同一個体であろう。二~三条の太い沈線によって文

様が施きれる。

(6)は異方向の斜縄文が施きれる。

(8)は三条の縦位の沈線文とその左右に羽状を構成するかと思われる縄文が施きれる。

(9)はキャリバー状を呈する口縁部破片である。太い沈線と斜縄文によって文様が構成き

れる。

Lグリッド出土遺物(第128図 1-5) 

いずれも縄文式土器である。

(1)は縦位の沈線丈が施きれる。

(2)は口縁部破片で緩かな波状を呈するものである。口唇部は 7条の刻目が施きれ，口縁

部には二~三条の縦位の沈線の各々左右に二条の沈線文が施きれ，地文には斜縄文を用い

ている。 (3)は(2)と同一個体と思われるが，直接接合しない。

(4)は横位の二条の沈線が施文きれる。

(5)は口縁部破片である。緩かな波状を呈するかと思われる。口縁部に二条の太い沈線文

が，その下方には櫛歯状工具による弧状文が施きれる。

Mグリッド出土遺物(第128図 6-9) 

(6ト(7)は縄文式土器であり， (6)は無文である。 (7)は沈線文が施文きれる。

(8)は土師質のもので底面が若干はり出す筒状を呈するものである。底部は径4cmの干しが

形成きれ，この孔は内側で広がり現最大径7.6cmを測る。この土製品の底径11.7cm・現存器
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高 3.1cmを測り，輪積み成形である。

(9)磨耗が著しいが「嘉祐通宝」かと思われる。

Nグリッド出土遺物(第12.9図10-12)

(10)・(11)は縄文式土器である。

(10)はへラ状工具による縦位の二条の沈線文の聞を斜格子状の沈線文が施きれる。

(11)は口縁部破片で，口唇部が丸く肥厚する。無文である。

(12)は「寛永通宝」で裏面に「文」の文字が鋳込まれている。

各グリッド出土土師式土器・鉄製品(第 129図)

(1)口唇部と底部付近を欠損する査形土器である。口縁部は大きく外反し，胴部は卵形状

に強〈張る。最大径は胴部にある。現存器高27.4cm・胴部最大径26.6cmを測る。口縁部は

横ナテ二頭部は縦位のへラ削り，頭部~胴部中位付近までは横位のへラ削り，胴部中位以

下は縦位のへラ削りが施きれるが，いずれもへラ痕は明瞭で、はない。

(2)胴部上方以下を欠損する嚢形土器である。口縁部は短かく僅少に内傾ぎみに直立し，

口唇部は丸〈肥厚する。胴部は外方に直線的に少し聞く。現存器高 9.2cm・推定口径27.2cm

・胴部最大径31.2cmを測る。口縁部は内外面とも横ナテ¥胴部はへラ削りが施きれる。

(3)坪形土器である。底部は平底気味を呈する。口縁部は体部に比して長<，僅少に外反

しながら外方に闘し現存器高 3.2cm・推定口径15.3cmを測る。外面は口縁部が横ナデ，

体部はへラ削りが施きれる，内面は口縁部~底部まで横ナデが施きれる。

(4)坪形土器であり，底部を欠損する，体部は内寄しつつ立ち上る。現存器高3.6cm・推

定口径16.5cmを測る，口縁部外面は横ナデが施される。体部の底部付近はへラ削りが施き

れ，口縁部から底部付近までは内外面とも赤彩が施きれる。

(5)・(6)は底部破片である。 (5)は現存器高2.8cm・底径5.8cmを測る。外面はへラ削りが施

される。 (6)は現存器高1.5cm・底径9.7cmを測る。

(7)は胴部中位以上を欠損する，胴部は比較的強くはるものであろう。現存器高 7.8cm・

推定底径 7.6cmを測る。

(8)板状を呈する鉄製品である。一端を欠損する，用途・機能は不明，現存長 4.9cm・幅

3.7 cm・厚き 0.6cmを測る。
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( 6 )グリッド出土石器 (第130図， P L53) 

14号墳NW区画

粘板岩製の石鎌である。長き2.5cm，幅2.2cmで，基部の扶入はほとんどみられず，形

態は二等辺三角形を呈する。重量は1.51g 

60A 12グリッド

玄武岩製の石織である。長さ2.8cm，幅2.1cmで，基部の扶入は深く，石鎌先端部から

基部にかけての中心には自然面が残っている。重量は 1.41g 

30808グリッド

黒耀石製の石鍛である。現存長1.5cm，現存幅1.4cmである。石銀先端部および左基部

が欠損している。

10~ 12グリッド

細粒砂岩製の石織である。長き2.5cm，幅1.7cmで，基部の扶入は浅く，形態は二等

辺三角形を呈する。材質が砂岩系であるためかなり磨滅している。重量は 1.27g

20C 17グリッド

頁岩製のプレイドである。長き2.5cm，幅 8mm，厚き 2mmを測る。重量は0.51g 

10M06グリッド

チャート製の有舌ポイントである。現存長5.1cm，現存幅1.5cm，厚き 3mmを測る。先端

部が欠損している。測縁から直線的に基部に至る。舌部は基部の両端が内脅して舌部に

移行している。表裏とも縁辺からはぽ直角に入る押圧剥離を施している。重量5.01g 

(鈴木)
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第三章小結 υ

第一節塚について

本遺跡内に所在する塚は，調査の結果 7基であった。そのうち 6基 (1 -6号)は，径

が4.5m前後，高きが 1m前後の円墳状を呈する小規模な塚群である。塚の調査前の状態を

みても，墳頂部が平盟であるとか供養塔などを建ててあったという痕跡はなく，単に土盛

だけをした塚と思われる。また残り 1基(7号)は，本遺跡内において最大の規模(径約5.8

-7.6m，高きl.lm)を有する方墳状の塚である。調査前の状態は，墳頂部に平坦面があり中

心部には凹状になっている個所もある。おそらくかつては供養塔など何らかの石造物が建

っていた可能性が考えられる。

また塚の位置は，遺跡を北側部分で横断している道路際あるいはその付近に位置してお

り，台地の先端部には存在しない。遺跡付近を踏査した結果，遺跡西側の道路沿いの両側

とその付近にやはり同様の小円墳状を呈する塚群と思われるものを確認した。(千葉市史

によるとこれらの塚群と思われるものも含めて東寺山古墳群となっている)またこの道路

は台地を西へ走行し，さらに京葉道路を横断し真直に行くと正善院という ハ寺に至る。

したがって，この道路も古くからあった可能性があり，塚と道路きらには寺との関係が考

えられるのではあるまいか。

次に塚の構築状態について少しふれてみたい。各塚とも構築方法は，ほぽ同じと考えら

れる。まず旧表土である黒色土を基盤としてその上に 2層ないし 3層の土を積み上げてい

る。しかも土盛をする際にあまり固〈踏み固めている様子はなく全体に軟弱で、ある。さら

に土層セクションで観察すると，旧表土の上に焼土の混入した暗褐色土が各塚とも積まれ

ている。これは，本遺跡、の表土層下に共通して焼土層および焼土混入土層がみられること

から，おそらくごく近接した地点から採土して，それを盛土したと思われる。

出土遺物については，遺物が検出された塚は， 3，4，5号塚だけででありほとんどが表土

層あるいは封土上面からの出土であるため，塚構築時のものかその後時聞が経過した後の

ものか判然としない。また塚の構築年代は，決定的な出土遺物がないので何ともいえない

が， 3号塚表土中から「寛永通宝」が l枚出土しているので，少なくともこの古銭が使用

きれていた時代より新しくなることはないと思われる。したがって 3号塚以外の塚も構築

状態が以ていることから 3号塚とそれほど時間的に隔りのない時期に構築されたのではな

いかと思われる。
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最後に本遺跡内の 1-6号のような小さな土盛だけの塚の性格は，どのように考えたら

よいのであろうか。地元に塚の由来や伝承がある場合，手がかりとなる遺物が残ってる場

合はさほど問題ではないが，それが皆無の場合は全く理解しにくく一応供養，信仰のため

ということで処理している場合が多い。そこでそれ以外の考え方の 1っとして次のような

話が残っている。これは印施郡印西町在住の高橋良助氏から聞いた話であるが『昔，部落

で力比べのために，一定時間内にどれだけの大きさの塚を築けるかという競争をやった。』

という伝承とそれに該当する小塚群が今でも印西町に残っているとのことで，これなども

塚の性格とくに小塚群の性格を考える場合参考になると思われる。つまり塚は，供養や信

仰ということ以外の目的でも構築きれているのである。

なお，塚に関する記述は，柳田国男集第12巻に詳しく書かれているので参照きれたい。

(鈴木)

第二節古墳について

調査によって明らかにきれた古墳の概要を簡単に整理し，問題の所在を明らかにしてゆ

きたい。

〔墳丘の構造〕

まず墳丘各部の構造を順次みていくことにする。古墳は広域な台地上に位置しているこ

とから，各墳とも旧表土上の封土によって形づくられている。旧表土層は 5-10cmの厚さ

の黒色腐植土層であり，墳丘下にほぼ連続して認められる。また全面露呈する時聞はなか

ったが， 9号墳中央ではろう化した立木状の木材が検出きれ，また 8号墳後円部中央でも

炭化物が検出きれており，特に後円部端の旧表土が整地きれた部分では，土師高坪片が破

砕きれたような状態で出土していること等から，封土構築前の祭肥行為が考えられる。こ

の旧表土層は墳丘裾部においては削平きれ周溝へと移行していく傾向があり，縄張等の平

面企画が考えられるが，平坦面上に位置する古墳ではほぼ全周しており，斜面に位置する

古墳では旧表土を直接穿ち周溝を築く部分もあり，後述する封土を築〈段階での差異と関
注(1)

連している。なお，千葉市内の後期古墳群である「へたの台古墳群」 ではより徹底した

規則性が強調きれている。

次に封土についてみると， 8号墳後円部は腐植土層で基礎を固め，その上にロームブロ

ックと褐色土を摺鉢状に積み上げ，裾部に腐植土，中央にロームブロックを多く使用する

傾向が指摘される。 9号墳も同様な工程により構築きれていくが， 8号墳に比べロームブ
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ロックの使用が少なく，褐色土を主体としている。これは墳丘構築の土量が周溝開撃に伴

う土量で得られており， 9号墳周溝が8号墳のそれに較べ浅く且つ広〈掘られていること

から説明される。

以上のように平坦面上の古墳は旧表土直上の基礎固めと，その後に施工きれる摺鉢状の

積み上げで構築されるが，この構築方法が調査古墳の基本的なパターンとして捉えられる。

これに対して斜面上の14号墳をみると旧表土上の基礎固めと摺鉢状の構築方法も若干認め

られるが，一貫せず，クピレ部側からロームプロックを主体に積み，後円部端に向い縄色

土を一層づっ簡単に積んでいった様子が窺われる。このような簡略化の傾向は斜面に占地

された古墳には少なからず認められ，墳丘を高〈築くことの省力化と相侠って，その立地

を利用した視覚的増大きを多少なりとも図っているものと思われる。しかしその結果， 14 

号墳の横面からみた墳丘が 8・9号墳はど整っていないことを考えると，このことは，古

墳構築に伴う意識の変容の現れとして捉えられるのではないだろうか。

次に埋葬施設との関連をみると，墳頂部封土内に埋葬施設を有する 9・11号墳では，埋

葬施設は 9号墳では墳頂下O.8m，11号墳では1.0mと比較的浅い位置に築カ通れており，墳

丘を摺鉢状に築き上げた後にロームブロックで水平面を築き墓墳の基盤面とし，墳丘の完

成をもって被覆を終了している。封土内の埋葬施設は必ずしも明確に検出されたわけでは

ないが，墳丘構築後新たに掘撃されたものでははいことがこの基盤面の存在から確かであ

る。また 8・13号墳の前方後円墳では後円部に埋葬施設が検出きれなかったが，これは封

土の状態が斜方向の盛土のみで， 9・11号墳のよう水平な墓墳の基盤面を構築していない

ことから説明され，墳丘構築当初に埋葬施設が計画きれた様子はなかった。

前方部の構造についてみると， 8・13・14号墳ともに前方部から後円部端にかかる主軸

上の地点に地下式の埋葬施設を有し，盛土は前方部全面を覆うことなく，埋葬施設の被葬

を兼ねた程度のごく僅かなものであったことが窺われる。埋葬施設が前方部の形成過程に

伴い構築されたことは， 14号墳の概要においてすでに述べたとおりであるが，Ii_いに類似

している 8・13号墳においても同様な傾向が指摘される。一方埋葬施設の構築位置が前方

部長，前方部幅を決定し得る要因であることは，杉山氏の論文により述べられているどお

りである。

〔周溝〕

周溝はトレンチで確認した後に全掘することを目的に調査を進めた。その結果いくつか

の特徴・傾向が認められた。まず各古墳ともに大略墳丘構築に先だち墳丘裾部を整地し，
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茶褐色土層から周溝を穿っていることが認められる。このことは前述したとおりであるが，

きらに内壁の立ち上りをみると比較的急傾斜をもち溝底に達し，周溝開撃時のひとつの基

準としていたことが窺われる。これは周溝の外線が 8号墳はしっかりしているほか，周溝

外が大幅に削平きれており明確で、ないことからも考えられる。

外縁をみると内縁からの幅は一定せず，墳丘に対して同心円状(墳丘相似形)に作る意

識がうすしまた溝底は幅・掘り方ともに一定せず， 13・14号墳ではクビレ部は摺鉢状に

築かれており，意識的に一部を深〈掘り込んでいることが特徴である。調査古墳では周溝

のもつ墓域を画する施設としての意味は失なわれつつあり，むしろ墳丘を大きくみせるこ

との意図のもとに開撃きれたものと思われる。

前方部周溝は内外縁とも一定して作られているが，後円部のそれに較べ浅く且つ狭い。

これは13・14号墳では前方部が斜面の傾斜を利用して構築され，封土をさほど必要としな

かったことに起因するが， 14号墳では後円部を築いた後に埋葬施設の構築を兼ねて前方部

が形づくられ，墳丘構築の最終段階に前方部周溝が穿たれたことが窺われ，クビレ部まで

のそれとは多少時間差があったものと思われる。

〔埋葬施設〕

埋葬施設はすべて木棺直葬である。構築位置は円墳の墳頂部封土内(破壊墳も地山下に

は埋葬施設は検出きれていない。)と前方後円墳のクビレ部中軸線上の地山下とが中心とな

っている。それ以外のものに14号墳後円部墳頂の撹乱土中より直万が検出きれ，封土内に

木棺が存在していたものと思われ， 11号墳においても鉄器類の出土状態等より，木棺 2基

が想定された。また木棺への追葬については，封土内のものは墳丘構築に伴い造られ，ク

ピレ部のものも新ためて掘撃された様子はなく，副葬品の配列をみても追葬の様子は認め

られなかった。木棺を内蔵する群集墳では，中原 3号墳において耳環 5個の出土から 3遺

体埋葬が想定きれ，大厩2号墳では第 2埋葬施設は副葬品の配列より 2遺体が考えられて

いるが，破壊墳を除く 5基の古墳においては 7基の埋葬施設と 7遺体が埋葬きれていたに

すぎない。 11・14号墳のそれぞれ 2基の埋葬施設は追葬の必要性から新らたに構築された

ものであり， 14号墳の両埋葬施設の前後関係は 8・13号墳の例より考えて， クビレ部のも

のが先行していたと思われる。

埋葬施設の構造についてはすでに概要を述べたが， クビレ部中軸線上のものは隅丸長方

形の墓墳(掘り方)を穿ち，その中央に埋置きれた木棺である。 13号墳が墓墳の規模がも

っとも大きし掘り込みが 2段で 2段目を木棺の幅に合せている。 8 ・14号墳は掘り込み
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が1段である。棺の壁面は垂直に近く立ち上り箱形の組み合せ式木棺が想定される。鉄釘

が検出きれていないが，規模の大きい13号墳では木棺の長手を固定する依入遺構がみられ，

裏込め土で固定した構造のものを考えることができる。また副葬品の状態は床面に木材が

使用きれていなかったことを示している。

一方調査古墳では石材の使用は全くないが，木棺の形態は箱式石棺を祖形とし，その簡

略化きれた形態として捉えられる。石材が使用きれていないことは東京湾北東岸の特色で

あり，石材の入手困難という地理的要因から設明きれるが，同種古墳群中のギ原 4号墳の

埋葬施設には凝灰岩質の石棺が築かれており，諸要素から他の木棺直葬墳との階層差を認

めることができるが，反対にこのことは調査された前方後円墳の均一性として捉えられる。

粘土の使用については埋葬施設検出の際のひとつの目安として捉えられたが， 13号墳で

は裏込めの棺蓋にあたるレベル，同じく底面とに水平に敷かれ板状を呈しており， 14号墳

では裏込め土及び被覆土中に塊の状態で検出きれた。 8号墳は13号墳の簡略化した構造の

ものである。すべて棺床に使用きれた様子はない。形態は若干の差違があるが構築上きほ

ど重要で、なし使用量も多いとはいえない。円墳封土内の埋葬施設については粘土の使用

は9号墳では全く認められず， 11号墳ではロームブロック粒と混合した状態の粘土小塊が

認められ，これは棺の被覆に使用したものと判断した。

次に前方後円墳における埋葬施設の位置についてみると，所謂「変則的古墳」の範鳴に

属し，杉山氏の分類ではすべて rA-1ーイ」にあてはまる。同様な型式のものは中原5

号墳，大厩4号墳，宮本 2号墳，婆里古墳，県外では堂目木 1号墳，一騎山 4号墳，石倉

山5号墳，が挙げられる。そのうち，木棺直葬墓で特に本古墳例に類似している構造のも

のは中原 5号墳・大厩4号墳であり，千葉市を中心とした地域圏を形成している。

この両者の古墳群中での位置づけをみると，中原古墳群では木棺直葬のほか前述した箱

式石棺を有し，埋葬施設構築位置はすべて地下式であるが撰択地点に厳密な共通性はみら

れず，大厩古墳群でも規則性は認められない。調査古墳では円墳の墳頂部封土内と前方後

円墳のクピレ部中軸線上といった同一古墳群において 2通りの流れが存在している。この

埋葬施設構築の差異は営造主体者の察把上の系譜が異なっていることによると考えられる

が，副葬品の状況・出土土器等が両者においてきわめて類似した内容を有しており，また

限られた地域に群集し方位が同じであること，各古墳の築造手法の類似性等の規制は同一

共同体の共同墓地であり且つ技術者集団が一定していた結果として捉えられる。
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〔埋葬施設内出土遺物〕

出土状態をみると追葬や撹乱による遺物の移動はみられず，埋葬時の原位置を保ってい

るとともにその大部分が検出されたものと思われる。各古墳の組み合せは， 8号墳は直万，

万子・鍛， 9号墳は直万・万子・玉類， 13号墳は万子・玉類， 14号墳は直万・万子・銀で

構成きれる(表ー )0 13号墳の玉類を中心とした在り方は調査古墳中特異な存在であるが，

あるいは被葬者が女性であったことを示唆しているかもしれない。各古墳とも同程度の内

容を有しており，後期古墳に一般に認められるものであるが，馬具・金銅品等を含まない

ことは，調査古墳群の階層の低きを物語っており，時間的に後出のものとして捉えられる。

個々の遺物の副葬時における特徴をみると，直万は鍔を欠いた状態で検出されたものが

多<，木質の残存状態から柄木，鞘木を着装しており， 9号墳の直万は二分された状態で

出土地点がやや離れ，鋒部は繊維の附着により布に巻かれて副葬きれたことが窺われる。

鎌は細根式のもの，すなわち両丸造聴箆被式が大部分で，片刃箭式のもの 2点を含め一括

出土している。平根式のものはそれらとは別の地点から出土し特別な扱いを受けていたこ

とが考えられる。

副葬品一覧表

11 号墳 14 号墳
8号境 9号墳 13号墳

~t 南 クピレ部 後阿部

直 刀 3 1 2 1 l 1 

万 子 5 3 2 l l 
鉄

根細式
両丸造鵬程開 2 4 29 

製
練箆被片刃 l 1 

品 銀
平守主 箆形織式広鈴両丸遺ニ角 l 2 l 

残欠 6本前後 残欠あり

管 玉 5 
玉

臼 玉 1 
頬

玉 42 12 
」ー

〔出土土器〕

調査古墳は土師器・須恵器を出土しているが，出土状態は概してよく完形にちかいもの

が多い。出土地点は周溝底か，緩かな内外壁面の立ち上りからの出土が多しその他11号

墳の墳頂部に直立させていたものと思われる躍が口縁部を墳丘裾部，底部を溝底において

きれていて，以上が墳丘構築後に供献きれたものとして捉えられる。墳丘構築過程のもの

については 8号墳の旧表土面より土師器の高坪が破砕きれた状態で検出された l点と， 13 
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号墳埋葬施設覆土中より須恵器の提瓶と思われる底部破片(図 59-6 )が出土している。

周溝内の土器はつぎに述べるように周溝下位で検出され，移動は少ないものと思われる。

土器出土数は各古墳で一定せず， 11・13号墳では坪類を中心として多量に認められ，つぎ

に9号墳がつづくが， 14号墳では短頚査(図 69-1 )のみで， 8号墳では一点も検出

きれていない。被葬者数は各古墳とも 1-2体であり，埋葬施設を 2基内蔵する11号墳で

は多数の土器を出土するが，閉じ<14号墳では一点のみである。出土レベルをみていくと

地山に接するものは殆んどなく，約 5-10cm程上方で検出きれたが，一定の時期を経て供

献きれたものと思われ，底部を下にし意識的に据え置かれた状態が観察きれた。単一で出，

土するものと 2-3個体まとまって出土するものとがあるが， 11号墳では同形態のものが

出土地点を近くにしている。周溝内に均等に出土することなし 11号墳では摺鉢状に掘り

窪められた地点， 13号墳では前方部端の周溝内等に集中している。

今回注目されたことは周溝外側の立ち上りが緩かな地点(9・11号墳)で土師器の坪が

検出きれたことである。 11号墳では周溝の外側が墳丘構築の際削平きれ，墳丘下の旧表土

層よりも低〈立ち上り不明瞭であったが，土師器の出土から墳丘周辺が広域な墓域として

の意味をもっていたことが窺われる。

個々の土器についてはすでに述べたとおりであるが，土師器は邦形土器・椀形土器でし

められ器形は変化に富んでいる。 11号墳の(図46-2・3・4)は体部外面に輪積み痕を

残し重量感があり粗製の土器である。また 9号墳の(図 30-6 )は小形で浅く皿に近い

がともに供献用に作製きれたものとして捉えられ， 日常品とは異なる。 9号墳の(図-30

-5) ・13号墳の(図59ー 1)は須恵器杯身を模倣したものであり， 11号墳の(図 45-

11) ・13号墳の(図 59ー 2)は須恵器杯蓋の影響が認められる。全体上体部は浅く肩平

さを呈しており，伝統的な土師器の形態をとるものもあるが，鬼高期の後半に比定して大

過あるまい。

須恵器をみると坪身(図 30-12 )・(図 59-7 )は受け部を有するものであるが，立

ち上りは内傾度が強〈倭小化している。 13号墳の杯身は受け部の上面にへラによる一条の

回線が施されている。底部はへラケズリにより胴部との聞に緩い稜を有し浅く肩平である

ことが特徴である。このことは陶邑編年でTK209・TK217の時期として捉えられ， 7世

紀中頃に比定される。 11号墳の坪蓋(図 46ー 1)は口径13.7cmと広〈体部がひらくこと

が特徴であり，閉じく 7世紀中頃の製品である。
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陸)

1.後藤和民「へたの台古墳群J，( r千葉市史』第 1巻原始古代中世編 千葉市史編纂委員会)

1975・3

2.杉山晋作「変則的古墳の解釈(その 1)一前方後円墳の平面企画方法を通してーJ (r古代」

第57号早稲田大学考古学会)1974・3

3，中村恵次・市毛 勲「千葉市中原古墳群調査報告(r古代』第37号)1962・12

4，沼沢 豊「大厩2号墳J (r市原大厩遺跡』千葉県都市公社)1774・2・9

5，3.に同じ

6，杉山晋作「所謂『変則的古墳』の分類についてJ (1'茨城考古学.!2，茨城考古学会)1969・3

7，3. に同じ

8，矢戸三男「大厩4号墳」以下4，に同じ

9，6，による。

10，杉山晋作「婆里古墳の調査J (1'羽計古墳群』東庄町教育委員会)1972 

11，茂木雅博「堂白木 1号墳調査報告J (1'茨城考古学.! 1茨城考古学会)1968 

12，高根信和編『常陸一騎山.!(大宮町教育委員会)1974・3

13，大森信英・小室 勉ほか「石倉山 5号墳J (1'土浦鳥山遺跡群』茨城県住宅供給公社)1975・3

14，田辺昭三「陶邑古窯祉群.1(平安学園考古学クラブ)1969 

第三節 住居祉及びグリッド出土遺物について

本遺跡において，検出された住居士Ii:は 2土止である。このうち10・20-Mグリッドにおい

て検出されたもの (10・11号遺構)はそのプランを明確になし得ず不明瞭な点も残るが，

カマドが遺存すること等から住居士止として把えておく。また，これ等住居祉出土遺物以外

にも 10・20一 L-Nグリッド或いは他のグリッドより当該期のものとして把えられる遺物

が出土しており，ここでは便宜的に 1)遺構と 2)遺物とにわけでまとめてみたい。

1)検出された住居祉数が僅少 2hlであることは 注意され，しかもその占地が 台地

平坦部ないしはその付近ではなく，台地縁辺の傾斜面に位置する点もまた注意すべきであ

ろう。まず，住居祉数が僅少 2祉である点については，調査区域が道路幅のみに限定され
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たとはいえ，遺構の分布状態からみて集落を形成し得るものとは考えられないであろう。

そして，遺構の占地が台地縁辺の傾斜面に位置している点をみても，台地上に平坦面が存

在するにもかかわらず，また，大集落内での住居祉群外縁を形成する住居ではないにもか

かわらず，敢えてこのような地点に構築しているのである。

これ等の点から， 2祉の住居祉は「離群住居社」とでもいうべきもので特殊な職業を営

むが故のものであるのか，或いは何等かの「作業場」的な性格のものかと推測されよう。

この 2祉の住居社内或いはグリッドからは量的には少ないが，鉄棒が出土していることか

ら小鍛冶的な職業集団の，または作業場的なものとの関連で把えられるかもしれない。また，

この 2祉が同時期に併存したかは，両者の距離が約30m程あり直接的な切合関係はないこ

と，出土遺物からの時間的な明瞭な差は見出し難いことから，ほぽ同一時期かないしは極

めて短時間内での先後関係が推測きれる。そして，先後関係が存在したとすれば， 10・11

号遺構とした住居祉が古<001号祉が新しいものと考えられる。

このような，所調「離群住居祉」の類例は比較的少なし千葉県下では柏市鴻之巣遺跡

(注 1)他10例が知られている(注2)。これ等の遺跡では， 1-数祉の住居祉が検出きれて

いるにすぎず集落を形成する規模ではない。柏市・鴻之巣遺跡では， 2祉が検出きれ住居

社内より鉄棒が出土しており，小鍛冶的性格のものとして把えられる。立地は，台地の中

央付近に位置している点やや異なるものの， 2祉は比較的離れて存在する。出土遺物の様

相からみて，本遺跡出土遺物と近似している。他の遺跡例では，本遺跡或いは鴻之巣遺跡

例のように鉄棒が出土するものでもなくその性格を異にするようである(注 3)。

時期的には，所謂国分期に集中しているが，今後その中での細分が検討されるべきであ

ろう。またその初現例についても，例えば松戸市・金楠台遺跡(注4)のように真間期に

比定される例があり， しかもこの住居祉からは鉄棒が出土している等注意すべき点がある。

ただ鴻之巣遺跡・金楠台遺跡等鉄棒が出土しているものの，製鉄・小鍛冶を証左す

べき遺構が検出きれていない点，直ちに製鉄祉としての性格付けがなされることは問題で

あろうが，製鉄・小鍛冶が必ずしも住居社内で行なわれたものではないにしても，このよ

うな職業集団の居住・作業に関連する遺構であろうことは首肯できょう。そして，かかる

性格的な遺構が比較的早い時期に集落から遊離していくであろフことは十分に考えられる

ところではなかろフか。

また，いわゆる「離群住居祉」の全てが，この種の職業集団に関連する遺構であるとは

思われず，他の性格のものが存在するものと思われる。今後，この種の住居祉を考える場

-194 -



合，さらに広範囲の遺跡踏査等により母体集団の追求がなされるべきであろう。ちなみに，

本遺跡の場合，本台地上及び第三次調査地点には該期の住居祉は検出されず，支谷を狭

み対岸の石神遺跡(注 5)においても検出されていない。本遺跡周辺において国分期の住

居祉が検出された遺跡は，本遺跡北側約 200mに所在した東寺山遺跡(注 6)，稲城台遺

跡 (注7) 等があるがいずれも時間差が認められるようである。したがってさらに広範

囲の調査が必要とされる。また，石神遺跡西側約 100mの地点からかつて多量の鉄棒が出

土したとのことであり製鉄・小鍛冶に類する遺構の存在が考えられ，注目される。

本遺跡検出の住居祉は，いずれも台地縁辺の斜面に位置しており，その特異的及立地と

ともに斜面に対する調査の必要性を示唆するものであろう。

出土遺物について

001号祉或いは10・20-L-Nグリット出土遺物は，その殆どが土師器であり須恵器は

数点にすぎない。 10・20-L-Nグリット出土の土器は，量的にはやや多いものの接合復

元の結果，完形となるものは少なく図示し得るものも少ない。

出土土器は， !手形土器と嚢形土器の 2種しか認められず，また両者の比率は坪形土器が

はるかに多い点が特徴である。

嚢形土器は，全器形を窺い得るものは殆どないが， 001号祉からは小形菱形土器が出土

しており少なくとも 2種の器形が存在していたものであろフ。器形は大型・小型とも著し

い差はなく口縁部が強〈外反するもので，胴部は強〈張らず胴部最大径は中位ないしはや

や上位にあり視覚的には肩を有する感を受ける。底部は接合復元し得たものがなく不明で

あるが，比較的底径の大きなものと思われる。器形において差異があるのは口唇部形態に

ついてである。口唇部は，③平坦に整えられ中央が僅少に窪むもの，⑮丸味をもつもの，

Cゆに近似するが内端が僅少に立ち上るもの，の 3種が認められる。

001号祉のものは，⑤(小形嚢形土器)と@が， 10・20-L-Nグリット出土のものは

③と⑮が認められ，グリット出土のそれは，⑮の形態を有するものは③の形態のものに比

べ大きさがやや小さい点は注目きれる。

整形技法は，器形と同様大型，小型では著しい差異は見出せず，口縁部が横ナテ1胴部

の上方~中位ないしやや下方までは縦位或いは斜位のへラ削り，それ以下は横位のへラ削

りが施きれるものである。胴部下に施きれた横位のへラ削りは，回転力を利用したものと

思われ，へラ状工具も鋭いものと考えられる。
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坪形土器は，平底のものと高台を有するものがあるが，平底を呈するものより高台を有

するものがはるかに多い点が特徴である。平底を呈するものは， 2種にわけられる。@坪

部内面を黒色化処理或いはへラ磨きが施きれるもので，次の⑤より口径，器高等も概して

大きい。⑮は③よりも小きく坪部内面はロクロ整形をとどめる。底面には糸切痕が明瞭に残

る。底径 6cm内外・器高3.5-4.0cm前後て前ある。

高台を有するものは，その全てが坪部内面に黒色化処理を施きれているか，もしくはへラ

磨きが施きれる。器形の大ききには多少の差はある。

坪形土器における器形の差は，平底を呈するものの⑮と平底@，高台付のものとの差が

著しし後者の中での差はそれほどではない。即ち，平底③は，体部がほぼ直線的に外方

に聞くものであるのに比べ後者の平底③，高台付のものは，多少の差はあれ僅少ながら内

雪しつつ聞くものである。従って形態・整形枝法からみて，坪形土器は， 3類にわかれる

が，平底⑮と他の二類は大きな差異が見出きれる。平底③と高台付のものは，器形上の差

はあれ技法的にはその差は少ないものである。そして平底③と高台付のものの特徴は坪部

内面に黒色化処理が施きれる点であり，中には「へラ磨き」が施きれているだけのものも

あるが，黒色化処理が施きれた土器は全て「へラ磨き」きれている点を重視するならば平

底⑤以外のものの殆どが同一技法で整形きれたものと思われ，量的にも平底⑤よりもはる

かに多い数量を示している点は注目すべきであろう。

坪形土器底部切離し技法については，実測図中或いは第127図，第128図の底部拓影図に示

したとおりである。

平底のものについてみると，糸切りによるものが多いが中には外周を回転へラ削りする

ものもある。高台付のものについては，高台貼付整形の際切離し痕を消法していることか

ら不明な例が多い。しかし， 1例のみではあるが，高台剥落部分に糸切痕が認められ糸切

によっていることが窺える。

この他，若干例であるがへラ切りによるものかと思われる痕跡を残すものがあり，また

手持のへラ削りを施きれたものも見出せる。このような例は，量的には極めて少なし本

遺跡出土土器については糸切りによる底部切離しが王流を占めていたものと考えられる。

以上本遺跡出土の遺構及び遺物について記したが，これ等の特徴よりすれば，平安時代

(国分期)に比定できるものと思われるが，国分期のどの位置に比定きれるかは今後検討

きれるところである。
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註)

1. i柏市鴻之巣遺跡j 1974年 2月千葉県都市公社

2. i高根北遺跡」中山吉秀「千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書IIIj所収1976年 4月

3. i木刈峠遺跡」鈴木道之助「千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書IIIj所収1975年 3月

及び (2，)等がある。

4. i松戸市金楠台遺跡」千葉県都市公社昭和49年3月 調査区域が路線内という限定されたも
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少であろうとの推察きれ，さらに国分期において単独で検出される住居祉例の現象を真間
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5.1975年(財)千葉県文化財センターにより調査された報告書は近〈刊行予定である。
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7.i東寺山I地区発掘調査概報」丸子 亘他 1971年
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第四節土壌について

本遺跡において検出された土墳は， 9祉を数えるがその性格は一様ではなく，検出きれ

た範囲も一定箇所に集中するのではなく調査区域全域に散在している。各土墳の概要は前

章において記述されているので，ここでは 2，3のまとめを記しておきたい。

検出された第 1-9号土墳は，形態・出土遺物等から，次のようにまとめられる。

1)隅丸長方形を呈し，底面はほぼ平坦となり，横位断面は逆梯形状乃至は箱形を呈す

るものである。第 1・3・6号が，この形態の中に含まれる。いずれの土壇も時期を決定

し得る遺物は皆無で、あり，構築された時期は不明である。これ等土墳は，古墳と重複せず，

長軸は略東西を示す共通点を有し 9号墳南側から東側にかけて存在し，土墳の埋土は上部

にザラ目質の黒色土が堆積するという特色を示し人為的或いは自然的埋没過程を経過した

としても類似した環境乃至は近接した時期が推測されよフ。土壌の性格としても不明とせ

ざるを得ないが，土壌底面長約2.20-2.80m・同幅0.6-1.10mと近似した形態を示して

いる点は共通した性格を示唆するものと思われる。

2)隅丸方形を呈するものである。第 4号土墳が該当するが，西側を溝Aによって切断

きれており形態・規模に不明な点が残る。本土墳は，底面より土製小玉が出土しておりま

た埋土上面には土師器・坪形土器が正位で出土する等墓墳としての性格が窺えるものであ

る。また，本土墳は， 9号墳北東側の周溝外側に近接して位置しているが切合関係は見出

せない。

土壌埋土上面出土の土師器・坪形土器は，供献きれたものと思われる。遺構構築時期は

古墳時代後期の所産と考えられ，本遺跡に所在する 8-14号墳第ときほど隔りのない時期

の構築と思われる。

現状での規模は，土墳底面長約0.8m・幅約0.5mを測るが，恐らく本来は，長方形を呈

する土墳と思われる。土壌の形態としては，第 1・3・6号土壌と同様なものであろう。

3)隅丸方形を呈し掘込みは比較的浅く，土壌底面に多量の炭化物を有するもので，第

2・9号土墳がある。両土墳は，細部においてやや異なる点はあるものの，底面に溝状の

遺構が施きれている点が特色である。また，土壌底面に密着して多量の炭化物が出土して

おり第 2号土墳では炭化物の中には自然木のものが含まれていた。さらに，底面は一部分

ながらも火熱による赤化現象が認められ，第 9号土墳においては，少量ながら焼土の堆積
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も認められた。このような状況からして，第 2・9号土墳は，土境内で焚火され，しかも

それは多量の炭化物を生じさせるものであったことを示す。この多量の炭化物は使用目的

が存在したものか，或いは焚火の材料としてのものであるかは不明であるが，検出された

炭化物はその殆どが細片となっていることは後者を示唆するものであろうか。

これ等土墳は， 9号墳南西側に近接して位置しており， 9号土墳は， 9号墳周溝を切断

して掘込まれている。土境内出土遺物は，炭化物の他は土師器・須恵器の細片が若干出土

したにすぎず，これ等遺物が遺構に伴うか否か疑わしく不明とせざるを得ない。また，両

遺構の性格としては，焚火することに伴う施設として考えられ，底面に施された溝状の遺

構もそのような意図のもとに構築されたものであろうが，どのような目的で焚火きれたの

かは不明である。また，これ等土墳に上部施設が伴なっていたか否かも不明である。

4)不整な円形を呈するもので，第 5・8号土墳がある。第 5号土墳は台地はぽ中央に，

第8号土墳は南東側斜面に位置している。両土壌は，埋土中に多量のローム土或いはロー

ム・ブロックが堆積しており，人為的な埋土が推測される。土境内からの出土遺物として

は，第 5号土壌より縄文土器，第 8号土墳からは土師器が少量出土しているが，いずれも

土壌構築時期を決定し得るとは考え難<，不明とせざるを得ない。形態としては，第 5号

土壌の底面は平坦であるが，第 8号土墳は比較的凹凸が著しし平面的形態も極めて不整

である。遺構の性格としては，上記以外の遺物の他は何等出土していないため不明とせざ

るを得ないが，両者の覆土中にローム土・ローム・ブロックが堆積している点が注意きれ

るところであろう。しかし，両者とも共通した性格を有するものかは疑問である。

5)やや不整な隅丸長方形を呈するが，他の土墳に比して掘込みが極めて深い。第 7号

土墳のみである。遺構は，台地南東側の斜面に位置し，掘込みは約1.9m前後を測り，断

面は僅少ながら袋状を呈する。遺構埋土は，底面~検出面まではローム粒子或いはローム

・ブロックを混入する土層が堆積し，各層の著しい差異はない。土層は全体に軟弱である。

土層の堆積は自然的というよりは，短時的な埋土が考えられる。土横内からの出土遺物は

皆無で、あり，構築時期は不明である。本遺構の性格・機能等も不明とせざるを得ないが，

立地・深き等が示唆しているかもしれない

以上のように，本遺跡において検出された土壌は，形態・占地・埋土等から上述のよう

にわけられる。本遺跡における各時代の様相は，縄文時代・古墳時代・歴史時代等の遺物

・遺構が認められるが，検出された土壌の中で縄文時代に属すると考えられるものは無く，

少なくとも古墳時代或いはそれ以降のものと考えられる。古墳時代の本遺跡は，第三次調査
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地点に住居祉群が検出きれている以外はなく，第二次調査地点では，古墳が構築きれ，所

謂墓域としての性格である。そして，国分期に至って住居祉が営まれ生活域が形成きれる

が，少なくとも集落を形成するまでには至っていない。その後，溝状遺構を伴う生活域(広

範囲での)が形成きれるのである。このような変遷過程にあって，検出きれた土壌は，第

4号土壌のように明らかに墓墳として構築きれたものがある等，その性格は墓横的性格の

ものと生活的な性格のものに大別することが出来よう。とすれば， 1)・2)・4)とした土墳

は前者の性格が推測きれ， 3)・5)とした土壌は後者の性格が推測されるのではなかろうか。

第五節溝状遺構

第二次調査において検出きれた溝状遺構は， A-Eと呼称したものであるが，このうち

DとEについては走行状態からみて同ーの溝状遺構と把えられる。従って，本遺跡におい

ては 4条の溝状遺構を検出したこととなる。

A-Eの各溝状遺構については，既に前章で記きれているので再述は避け，二・三の点

について述べてみたい。まず，各溝状遺構の占地状態及び走行状態についてみると，溝状

遺構A(以下溝Aと略す， B-Eについても同じ)は，台地ほぽ中央に位置し略北東一南

西方向に走行する。これは台地を横位に走行するもので，調査区域南西側において溝Bと

合流するがこれ以南は検出きれていない点は注意きれる。また本遺構内底面にピットが検

出きれておりピット検出範囲は， C-60・50，C -10・20グリット内に限定きれている点

をも併せ他の溝状遺構とは特異なる点を有している。きらに，調査区域内における溝Aは，

大部分が農道と重複している。

溝Bは，台地南側に位置し略北西一南東方向に縦位に走行する。この溝状遺構は巨視的

にみれば，溝Aとの合流点を境として僅少ながら走行方向が異なっている点は注意すべき

であろう。即ち，合流点より北西ではやや南側に片寄りを見せる。このことは，北西側部

分が台地南西側に入込む支谷に落込むためと思われ，意図的に構築きれたものと考えられ

る。また，この溝状遺構において特異な点は，溝Bとの合流点より南東側では 2つの溝状

遺構に分岐することである。しかも，この間には低平ながらも土塁状の盛土がなきれるこ

とである。土塁状の盛土は合流点より北西においても認めることができ，溝Bに沿っては

ぽ全域に土塁状の盛土がなきれていたものである。なお，溝Aとの合流点の南西側には10

号墳が位置しており，恐らく土塁或いは溝状遺構構築に際して長方形に変形したものと考
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えられるが，土塁状の盛土とは一段高くきれており特種な意図が窺える。溝Aと溝Bとは

時期差は認められず同一時期における構築と考えられる。従って，溝状遺構A及ぴBによ

って台地は三区分きれるが，溝Bの南西側は調査区域外であるため不明であるものの，こ

の部分が溝Bにより画きれており重要な位置を占めていたものと推測される。

溝Cは，台地南東端部の谷側斜面に位置しており略北北西一南南西方向に斜方向に走行

する。 50Nより谷側では不明であるが， 50N北側では途中で消滅しており，谷側へ延びてい

るものであろう。このことは台地上部に対するよりは谷側に対して何等かの意図があった

ものと思われる。

溝Dは，台地北西側に位置しており略北東一南西方向に横位に走行する。検出きれた範

囲は70・60・50ー Fグリット及び20Fグリットに亘っているものの連続したものではない。

しかし， 20Fグリットに検出きれた溝Eも同ーの溝状遺構と思われる。本遺構は， 9号墳

墳丘北西側を通り 8号墳墳丘南東側に延ぴており，古墳との間接的関係を考意する必要が

あろう。つまり，溝D及び溝Eは，近接して構築きれていた 8号墳・ 9号墳墳丘裾付近を

切断して築かれている。このことは，両古墳を避けたためとも考えられるが，逆に古墳を

利用したと考えることも可能と思われる。本溝状遺構が8号墳南側において溝Bと合流(交

差)するか否か確認出来得なかったが，恐らくは合流しないものと思われ8号墳墳丘内で

消滅するものと考えられる。

以上の 4条の溝状遺構について占地・走行状態を見てきたが各溝状遺構は相互に切り合

うことなく構築きれておりその配列も台地中央において rTJ字状に築かれた溝A ・Bを

中心とし，その北西側にあって溝Aと併行するように溝D.Eが，台地南東側にあってや

や斜位に築かれた溝Cがあり，時期的な問題が残きれている。この点については，各溝状

遺構からは構築時期を決定し得る遺物は皆無であった。しかし，溝Aは古墳時代後期と考

えられる第 4号土壌(墓)を切断していること，溝A・B・Cの埋土中に宝永期の火山砂

と考えられる黒色砂が堆積していること，溝AとBは同一時のものと考えられること，溝

Bは8号墳を切断していること，溝D ・Eは8号墳或いは 9号墳を切断していること等々

の点を考えるならば，同一時期というには証左を欠くものの極めて近接した時期の所産と

考えられよう。そして，その時期を古墳時代以降から宝永年聞の間に求められよう。溝 C・Dは，

溝A・Bの補助的な機能を有していたかの如くである。また，溝Aには底面にピットがほ

ぼー列に並びかつ溝の南東側は北西側より高くしかも土塁状の盛土がなされていたものと

考えられ，一部ながらもローム・ブロック混入土及び旧表土層と思われる黒色土が見出き
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れた。この土塁状の盛土は既記したように溝Aの南側にも認められるものであり，他の溝

C・D.Eにはこれが認められないことからして重要な機能を果していたものと考えられ

よう。溝D・Eは土塁或いは溝幅・深さにおいて溝A・Bに劣るものの 8号墳・ 9号墳を

利用すべ〈築かれたものと考えられ，溝A・Bを意識した上での構築とみなきれよう。溝

Cはやや異質な感を受けるが，台地北東側に群集した11・13・14号墳を意識した上での構

築と考えることも可能で、あろう。とすれば，やはり溝A或いは Bの機能を補助する意図が

強く窺えるものと思われる。

以上のような溝状遺構の構築はとりもなおさず溝Bの南側にあって南西側に突出した台

地部分を防禦するものと思われる。本遺跡においては，中世城祉と見倣得る顕著な台地整
(注 1) 

形ないしは遺構は検出きれていないが，本遺跡南酉側の台地は「浅間館祉」として把えら

れており，本遺跡で検出された溝状遺構は，或いは「浅間館祉」との関連を考慮する必要

が あ ろ う 。 (矢戸)

註)
1.千葉県教育委員会「千葉県中近世遺跡調査目録J II 1971年

この中の補遺として「千葉市東寺山町浅間J - r浅間館祉」として登録せれてい

るが，規模その他詳細は記きれておらず不明でhある。
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東寺山戸張作遺跡

第 3次調査



第一 章 調査諸説

第一節遺跡の環境

立地 本遺跡は，房総半島の北西，千葉県下総台地の一隅，東京湾内を臨む小台地上に

営まれた，先土器時代を始めとし，縄文時代，弥生時代，古墳時代，江戸時代まで断続す

る文化の地である。

この遺跡地は，洪積台地上に立地し，後述するこ谷との挟間にあって，自然環境にも恵

まれていたとみえ，小台地縁辺にありながら遺構の重複が窺えた。谷の一方は，東京湾千

葉港に河口をもち，内陸部に向って開折する都川水系，高川と呼ばれ広いこの本谷と，東

寺山・廿十五里支谷とに挟まれ，小支谷を刻む東寺山の舌状台地先端部で， 西に突き出た

小台地，緩斜面上に遺構は存在した。又，本遺跡で最も高い地点は，標高27mを測り一号

塚附近，小台地の根部にあり，谷津田との比高差は17mを計る。

地理 当該遺跡地，千葉市東寺山町小字戸張作は，現今の京葉道路出口附近に在って，

千葉市殿台の東，直川本谷を隔てた対岸に位置するもので，東寺山町は，県都(千葉市)

市街地の北部約2.5k mの地点の郊外にあって，標高25-29mの台地谷側縁辺部に住宅が

配置きれ，農業を主とした集落構成がなされている。

しかし，近年，本谷支谷の谷津を利用した水田耕作地は，組合組織の区画整理事業(宅造)

によって消滅化の傾向にある。それ故，支谷に刻まれた台地上の一部は，畑地に活用きれ

てはいるが，地味の悪いカ所は，戦前あるいは戦後を通じ植林された松杉椎樺が繁り，背

の高い樹林となり，木々に固まれた静閑な田園地帯を思わせる。今では，農業を中心とし

た生活集落の歴史的関村時期を江戸時代に求め得るが，部落の記録によると，昭和20年に

は， 30軒で構成きれていた戸数が，昭和50年では90軒を越す程に増加をみている。

ところが，東京湾沿いに延びる首都~千葉聞を結ぶ幹線自動車道・京葉道路は人口増等

に伴ない，市内の交通緩和を目標に流入交通の分散をはかり，京葉工業地帯とを直結する

ノ〈イパスとして，殿台出口から東寺山を通じて延長することとなったので，昭和46年から

京葉道路ならびに国道16号線，道路網整備事業にあわせ発掘調査が行われ，すでに「京葉」で

報告されている7遺跡の他，昭和49年文化財センタ一発足，最初の事業として「東寺山戸張作」

「東寺山石神Jr荒屋敷確認調査」に続いて，戸張作第三次調査として，昭和51年度本調査を実

施したのである。

今回実施した調査は，前述したごとく京葉道路及び国道16号線にかかわる建設に先き立
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東

第 1図 東寺山戸張作遺跡および周辺遺跡

すでに調査された京葉関係遺跡(京葉 1参照)

①東寺山戸張作遺跡 ⑥兼坂遺跡

②東寺 山石神遺跡 ⑦聖人塚遺跡

③高 品遺跡 ⑧星久喜遺跡

④荒屋敷員塚遺跡 ⑨宮崎遺跡

⑤車 坂遺跡 ⑬大森遺跡

I : 50，000 千 葉
1000・ 1000 2000 

こ の 地 図 は 建 設 省 国 土 地 理 院 長 の 承 認 を 得 て . 同 院

発行の(泌万)地形図を複製したものである。(承認番号

昭 52総復・第 172号)
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って，昭和51年 4月から 4ヵ月を要し実施した狭細な路巾の部分発掘で，この間に，先土

器時代の石器，縄文時代，弥生時代の散布包含地，古墳時代の集落祉，江戸時代に設けら

れた塚の調査，各期，各様の文化の遺構を調査したのであるが，なかでも古墳時代集落の

研究に対し，貴重な資料を提供するとともに，緑色片岩を用いた石製模造品を造る工房祉

の検出をはじめ，学術的に注目きれる多くの資料を発掘することが出来た。

これら資料は，東寺山戸張作遺跡、が位置する千葉市内には，先土器時代以後，縄文時代

環状あるいは馬蹄形を呈す大型員塚などの出現，多くの遺跡が知られるごとく，本遺跡と密接な

関係が有ると考えられるので，周辺の各時代の遺跡地と歴史的環境についても紹介し現代

との繋ぎとしたい。

先土器時代房総半島では，いまだ化石人類の発見例は聞かない。必ずしも人聞が生活す

るための自然環境に恵まれていたとはいえないが，近年関東ローム層軟質部から，細石器，

ナイフ型石器，刃器片等の検出が有り，遺跡報告例も増している。

東寺山地域では，石神遺跡，戸張作第一次調査地に，頁岩を用いた細石刃等，木戸作遺

跡では掻器，車坂，兼坂の尖頭器，刃器片等の出土があり，千葉市県立コロニー内遺跡で、

も検出報告きれている。

石材は，チャート，黒耀石，畦質岩等が用いられる石器文化が遺存し，交易についても

研究きれているところでもあるが，当遺跡では，安山岩製尖頭器単独出土の他，調整痕を

とどめる刃器状剥片，ナイフ状の剥片の他，小型の剥片のみが検出きれ，細石器文化を推わ

せる遺物色検出したが明確な住居の痕跡は認められない現状である。本遺跡もまた先土

器時代の遺物は，房総のあけぼのとして注目に値する。
(鈴木I;';J.日本人的骨1963)

縄文時代青森県五戸町出土土偶等によって示きれる縄文人は，現代日本人と異なる顕

著な特徴として，肢骨は太〈肩平で，顔は眉聞から鼻にかけて隆起し歯列がそろい下顎

も大きく甜子状峻合(毛抜き合せ)で頭骨の大ききから顔面が広〈見える特徴があり，こ

の時代縄文時代人は，地形を利した狩猟生活から，漁携生活へと環境適応を示したと云え

る遺跡が存在する。

千葉県の縄文時代の最盛期は，この時代中期から後期にかけて，台地全域あるいは環状

ないし馬蹄形を呈する大型員塚の発達を見る時代である。石器文化と呼ぶよりも，むしろ

土器文化時代と呼称した方が妥当であり，既知の員塚遺跡として，明治時代から多く

の人骨発見記録のある千葉市加曾利貝塚をはじめ，学術的な見地から重要遺跡に選定きれ

た「荒屋敷貝塚」を中心に草刈場，大門貝塚，長谷部，蕨立貝塚，時代は下るが，東寺山遺
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跡近隣には，園生，牡橋等があげられる。当時司常使用された土器にも変化が見られ，尖

底の煮沸けい態をとっていた底部は平底に用途的にも類別され，貯蔵用の大型土器の出現

を見る。紋様の多様化は，加曾利式を始め，阿玉台式の標準遺跡が存在するのもこの時代

で、ある。

この時代の終末晩期には，土器も薄手になり大きな取手や装飾，臨海性の貝塚も消滅し

ている。次の時代への移行期で，稲作文化への議明期として，生活環境の変化が窺える時

代である。又貝塚においては，死者の埋葬が行なわれ，特殊遺跡として注目きれる。そし

て先に触れた土偶の出現もこの時代の文化である。

弥生時代 本遺跡周辺でも弥生前期の遺跡は発見きれていないが，前期は人類学的には

関東地方の縄文時代人の移行期と考えられている。この時代の特徴的弥生人は抜歯の風習

を伴い黒潮文化と呼ばれ，海流と半島の関係が注目されている。大きな貝塚をもたない弥

生時代が，縄文時代の時間的長きに比らべ非常に短いが，特殊遺跡として岩名天神前，洗

骨葬文化がある。土器の焼成技法にも進歩発展がみられ，前時代より薄くなり，銅鍛，銅

鏡等金属器が供伴する時代で，稲作農耕文化としてとらえられる。千葉では弥生中，後期

にわたり遺跡数も多く城の腰遺跡，星久喜遺跡，大森遺跡等道路関係での調査がある。

古墳時代 宮崎遺跡，星久喜遺跡，大森，上の台等，東京湾沿岸に発見きれ，住居祉内

にカマドを持たない炉のもの，谷津田に面し台地上縁辺に住居を構え，幕張上の台をはじ

め工房祉の出現がある。この時代の伴出遺物には交易圏も広<，微細には地方差はあるが

遺構，遺物は統一的で‘ある。

後期には，住居祉の規模が平均化し，この時代の埋葬文化として代表される古墳群，古

墳の数が増大し群集化している。本遺跡では，石神遺跡，戸張作遺跡，稲城台遺跡等があ

げられる。(第 2図参照)

中世の遺跡としては，館主上，域社があげられるが中世以降の遺跡は，表土層の覚乱によ

って，調査例が少なく遺跡調査地が現在の村落に近づくためでもあると云われている。

東寺山遺跡周辺では，殿台，浅間台館祉があり，千葉氏との関連の上に報告されている。

以上，本遺跡，戸張作と密接な関係を有すると考える周辺遺跡の文化等について，「千葉

市史」をはじめ概報告書を参考に歴史的流れと環境を記述したものである。
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第二節 第三次発掘調査の概要

当該調査地周辺及び京葉道路関係遺跡については，東寺山戸張作(第一次・第二次)，東

寺山石神遺跡の他，先に昭和46年以来の発掘調査終了分については， 1973年「京葉」と題

して報告がなきれている。

当時，昭和45年，路線一帯の遺跡分布調査は，千葉市教育委員会及び千葉県教育委員会

により，工事が本格化する以前に，遺跡地分布調査が実施きれており，報文あるいは略報

という形で知らきれている。

その遺跡の取扱いについては，道路関係方と接渉，その間，県教育庁文化課では，分布

調査の結果，工事の公共性，遺跡発見に至る経緯等も検討きれ，文化財保護法，及ぴ建設

省覚書等により，協議がすすめられていた。

その協議結果は，記録保存の措置が構ぜられるに至り，昭和46年，側千葉県都市公社に

新設きれた文化財調査事務所が，遺跡発掘調査の実施することとなって発掘調査された。

その後本書の第三次調査は，京葉道路擁壁工事により削平したところ，新たに住居祉の遺

構が断面に露出発見きれたこともあって，東寺山三次調査として実施した。東西に走る道

路幅員聞の調査であるから，排土方法を考慮してトレンチの設定は，台地先端部から東西

に長い，大グリット 40m間隔に A・1・C・D.Eの5グリット，幅10m全長 200mを設

定し更に細分して小グリット 5m間隔の方眼にグリットを設置し， A地区先端部から 5m

ごと 10mの南北に長いトレンチを設けて発掘を始めた。(第4図参照)

昭和51年4月19日，現地に入り伐木伐採，除草作業の後， A地区は，すでに重機により

ロームまで削平きれていたことが明らかになったので，移動層を排土することにし，出土

遺物を表採するに留めた。

B.C.D地区については，規定のグリットを活用，表土を排出し， E地区は6000Vの

変圧器が置かれていること，マウンドの北側裾部過半が深き 6-8mも削土きれ，その跡

に砂で裏ごめきれていたので，調査の指示にしたがいマウンド調査に重点を置くことにし

た。又，遺跡地北側は，当初排土予定地であったが工事中のため，表土の排出ができず，

ダンプ等を使用し区域外に捨てた。

遺構を確認するためB地区の表土を全面排土した結果，古墳時代竪穴住居祉 9軒が集中

していることが判明したので，調査の許容範囲で隣接地を拡張，発掘を実施した。そのな

かでもー住居祉上層，表土中に結晶片岩の加工片及ぴ臼玉，勾玉，剣型等石製品が発見きれ
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たので，調査記録は 1点 1点最後まで平板に記録したので調査は長きに及んだ。

51年 8月5日最後に空撮を行い詰所，発掘機械を撤収，現況写真記録をなし発掘を終了

した。

調査の成果(第 3図)

Aグリット地区 除草後地層表面の移動土層の中に縄文時代，弥生時代の土器片・土師

器片等の散布が確認された。この地区は，台地の先端であり，現地表は，ハードローム面

まで削平きれて，旧状はとどめていなかったが地形的には，その縁辺に，竪穴住居士止等の

遺構が設けられていた可能性が推定きれる所でもあった。

Bグリット地区 Bから Cグリットにかけて古墳時代の集落祉の一部が重複して確認き

れなかでも，緑色の結晶片岩を用いた工房祉が注目きれる。発掘成果，古墳時代の土器を

伴う住居士止 9軒，そのうち工房祉 1，俺体壕 2等である。

なお隣接地であるが東寺山石神遺跡(昭和50年調査)では，同質材を用いた石枕の他，

石製模造品が発見されているが，材質的には本社と同じ緑色片岩である。

Dグリット地区 当該地区は，本遺跡地の中央背棟部にあたる位置ではあるが，遺構の

存在はなく，土器片の包含する文化層が確認きれたのみである。

遺構はないが広場的に活用きれた部分と思われる。

その他， D-7 2グリットから・は，食用に供きれた晴乳類犬の骨を検出した。

Eグリット地区 東側道路までの25mの問に，古くから知られていたとみえ，踏み付け

道をともない，変形してはいたが，マウンドの有る塚一基が確認きれた。この塚には伝承

もなく出土遺物，構築方法及び盛土の計画性から考え，江戸時代の構築と解きれる。

更に塚マウンド北西側裾部，電柱設置場所E-21，標高26.20m軟質ローム層中から石片

18点が検出きれ， 1点はナイフ型を呈するカミすべて剥片である。
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第二章遺構及び遺物

第一節 第 1号塚(第一次調査第 7号塚一第 5 ・6・7図 PL 5， ) 

当該の塚については，昭和49年12月に調査きれ，本報告書に記載(第三章，第二節 7号

塚として，鈴木定明君により，前述されている塚と同ーのものであるが， 51年度に前者の

申し送りを継ぎ，東寺山町に分布する群中では，規模が大きいこと，又，形態が少し異な

る外観であることもあって，今回本調査を実施したので調査経過，及びその結果等を補足

の意味で述べてみたい。

本塚は，東寺山町の本部落が営まれる集落の南西，住宅のない台地の山林地帯に所在し

はぽ台地中央を通り，南北に延びる市道(作草部，東寺山，源町，廿十亙里，四街道線)

左側沿道にあり，標高27mの台地上に低平ではあるが，土でマウンドを構築した塚山で，

現在の地籍，千葉市東寺山町 409番地に位置する。

昭和51年 4月19日マウンドの除草の結果，外観的には，本塚上は，松，ナラ等雑木が植

えられ，成長して樹木となっていたものが，前回の調査及び道路工事によって伐採された

こともあって，マウンドが変形し，旧時の形態をとどめてはいないと判断された。

5月2日の測量にあたっては，詳細に旧時の形態をも考慮するとともにマウンドトップ

を決定し20cmごとにマウンドの測量を実施した。その測量結果は等高線より本塚のマウン

ドは埋め戻されてはいたが，かつてはマウンド頂上は，平担面であり，裾部には，踏つけ

道があり，ほぽ方形を呈していたと推定された。更に方形であったことを裏づけるものと

しては，本塚南側30m地点に遺存するマウンドとの対比により方形であったことが，決定的

となった。現地表からの高きは1.25mを計る。(第 8図参照)

そこで発掘調査は，方形の一辺に直角に交り，マウンドトップで十字に直交する幅 2m

のトレンチを設定し，サブトレンチはハードローム層まで深〈掘り下げた，又，工事路線

幅範囲内のマウンドの%を排土した。マウンドを東西南北側にトレンチで十字に切断した

結果，第一次調査時の磁北にしたがって設定じた幅 1mのトレンチ跡が確認された。 トレ

ンチからは，埋戻きれた時混入した石片，木片，土台石等が出土した。構築時の表土と考

えられる暗黒色土層に，焼土混りの一層が走行することも発見された。このマウンドには

褐色土のブロック層はなしはぽ平行な土層セクションに分類でき，当時の表土，時褐色

土，暗黒色土，褐色土で盛土きれた混合土で，ハードロームは用いられていないことが判明

した。東西側はマウンド裾部より西側裾部までの長きは10.55m，時黒色土層上1.25mを計る。

-216-



前調査の表土
塚表土

暗褐色土(ロー

ム+暗縄色土)
暗褐色土(ロー

ム+暗褐色土)
暗縄色土(ロー

ム+暗褐色土)
6 黒色土(暗縄色

土)
7. 黒色土(焼土+

混合移動層) B 
旧表土(赤色土
+焼土混)
黒色土

淡黒色土

時褐色土
ソフトローム
ハードローム
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又，東側マウンド外中央延長上に巾1.10mの土境を検出したが，伴出物はなかった。

遺物 (第 6， 7図， P L39) 

マウンド盛り土中より銅銭 1，東側マウンド外表土層中より銅銭 3，西側ElOグリット

焼土中から銅銭 1が検出された。銅銭五枚はともに方形の孔郭を有し一枚ほ宋銭であり，

他4枚はともに江戸時代にきかのぼる寛永通宝で，細字でありユに造る大型でなく，中型の

背に波紋及び字はない，質は青銅製の鋳造品である。

その他，前調査トレンチ内より「石川伊八特製」押印の陶片 1，石英安山岩質軽石の砥

石，細粒砂岩剥離片各 1などが出土した。

以下銅貨銭分析結果を示す。

第7図-1(34) 銅・鉛の合金，鉄・錫は中量，亜鉛ナシ，銀微量(青色寛永通宝)

7 - 2(33) 

7 -3側

7 -4 (13) 

銅・鉛の合金，鉄・錫その他ニッケル・銀微量 (青色寛永通宝)

銅・鉛・錫の合金，鉄は少量その他ニッケル銀微量(青色寛永通宝)

鋼・鉛・鉄の合金，錫・亜鉛は少量，銀微量 (黒色寛永通宝)

7 - 5 (E 10-1 ) 銅・錫・鉛の合金，銀・鉄少量，その他ニッケル少量(宋銭太平通宝)

なお，分析には鑑光X線分析を活用している。照射面は裏面平担面を用いた。宋銭はCu

Pb， Soの合金で黄白色を呈し鏡銅に近いものと解きれ，経年変化は錫(S 0 )量の減少，

鉛の含有量が時代の下降とともに増える傾向にあると思われる。

その他，第 8図2号塚，第 9図3号塚はマウンド実測のみ， 1号塚に隣接する塚として

知られているマウンドで，道路関係の土盛があり変形きれる前に記録にとどめておく。一

方は塚，他は古墳と解きれる。
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第二節住居祉遺構及び遺物

第三次調査区からは，先土器時代の石器及ぴ石片，先端部に於ける，縄文・弥生時代の

土器の散布包含地，古墳時代，土師器を伴なう住居祉 9軒と土壌1，俺体壕 2，の計13遺構

を検出した。すなわち出土遺物からは，土器を伴なわない石器時代をはじめとし，縄文・弥

生・古墳時代，断続して江戸時代に至る土地利用が有ったことを示す調査結果となった。

以下，遺物遺構等については，別表，挿図図版を参照きれたい。

(1)第 1号住居祉(第10・11・12図 PL6・16)

最初に着手した遺構である。調査区北側擁壁に切断され約去を欠く住居祉である。

グリッド番号B-62・B-72との表土，暗褐色士を排出した結果，表土下20-35cm褐色

土に落ち込む遺存面を認めたので精査した。

東西4.50mの方形プランの主軸方向N-420 -Eを計る小型の住居祉であったが遺存面に

は炉祉等の痕跡は発見きれない。

壁は垂直に立ちあがり，調査区では一番浅い住居士止である。ハード上面を平に削り床面

を設けている。周溝はなく壁下に小柱穴らしいピットが並び，床面上の壁沿川及び，内に

向かつて焼土，炭化材が点在した。補助トレンチにより床面上を精査したが周溝，主柱穴

は確認されなかった。 東北壁，コーナの位置に貯蔵穴と思われる落込みが残存した。

出土遺物

完形品はなく破片のみである。挿図番号12-2は床面密着，他は覆土中より出土した土

器片等である。

001ー 1(81) 嚢形土器の口緑部破片である。複元口径15.2cm胎土に微細石を含む黄褐色・焼

成普通・横ナデ手法が施きれている。ヒモ状粘土の積上げである。

001-2(瑚平な底部破片，細石を含む褐色

001-3(36) 高坪形土器，脚部である・タテ方向にへラ整形がなきれ， ミカ、キ痕が残る上に

赤色顔料による彩色が施されている。脚部内面は，へラケズリ痕が顕著で‘ある。

001-4( 872-0) 高坪形土器，脚部の一部分である。赤彩が施きれている。

001一5 破片を接合したもので 5m隔てた 5号住居祉出土の土器片と接合した。後に掘込

込まれた方形の撹乱部から出土の坪形土器・ヨコナデ整形，彩色がなされている。

001-6 外観赤色，片側穿孔土玉(土垂)である。その他覆土中より，蓋物のつまみ片が

あり，粘土ヒモの巻手法が見られる。
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(2)第 2号住居祉(第13・1415図 PL7・17・46)

第1号祉の西 3mの地点で発見された住居祉で，当初擁壁断面に露出する遺構と同ーの

ものと思われたが，北壁は第 7号住居士止と重複していた。 B-41・B-42・B-51・B-

52グリットの表土下34cmの排土落込みを確認した。

東西5.95mX南北5.85mの方形プランの主軸方向 N-140
- Eを計る中型の住居祉である。

北壁側は撹乱をうけており，カマドのこん跡がない，又南側も第二次大戦の遺産(車輔)

の俺体壕 (2.40X6.12m)により壁面が失なわれていた。

壁は垂直に立ちあがり硬質ローム面まで達している，周溝は幅15cm深き6cm程度で壁下を

四周するものと思われる。床面上には，火災による木材の炭化物と焼土が見られ，覆土

中よりイボキサコー等が検出された。

主柱穴は 4本規則正しく配列されやや内に傾斜している。本社にともなう遺物は，俺体

壕及び7号祉覆土上面まで散乱していた。

出土遺物

本土止の遺物はほぼ完形品の嚢形土器 1点のみ，他は破片である。

002ー1-7. は，ともに嚢形土器の形態を有するもので， 1の他は，口縁又は胴部分ま

での破片である。口縁部はヨコナテ二胴はタテ方向に刷状工具等のナデ・ミカ。キ整形が見

られる， 8・9は底部片で褐色又赤茶褐色を呈す.

002-10・11. 脚部内面へラケズリ痕，外面はタテ方向にへラ整形ミカ、、キ痕が残る，赤彩され

ている。

002-12-15 ともに赤彩の施きれた坪形土器である。 13は内面にX印を赤彩きれヨコナデ

整形後，へラミカーキが施されている。 12-15まで同ーの手法である。

002ー16-20 は，微石も含むが内外両ともヨコナデ整形で，口辺部にりょうを持たない，

部分的にミガキ痕が見られる。

土玉4個，砥石他石片を検出している。砥石は裏と表とで石質の違いが見られる。

(3)第 3号住居祉(第 17・18・19・図， PL8・18)

第1号祉の南コーナを切って構築された住居士止である。 B-16・B-71.の表土下35cm

を排土した結果，焼土及ぴ粘土粒混合土の落ち込みを確認した。東西5.95m南北5.65mの

方形プランの主軸方向N-50-Wを計る中型の住居士止である。

カマドは中型で，北壁及び東壁中央の 2ヶ所に築かれた痕跡があり，床面全体にわたり

粘土粒及び炭化物，焼土が散乱し一層序をなしていた。これらを排出したところ，垂直に
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立ちあがる壁と，壁下に周溝が巡り，巾16cm深さ 6cmを計る。主柱穴は 4本確認され対角

線上にあり内傾する。

床面は堅〈壁側は，比較的軟かい，硬質口一ム面まで深〈掘り下げられており，又，北

壁側に円形・直径1.20mの撹苦しがあり，床面を掘りぬいていた。(俺体壕と思われる。)

出土遺物

本住居祉，円形撹乱覆土中及び接するその東側床面上より臼玉19個が検出された。この臼

玉には，第 4号祉出土の臼玉製作技法との差が見うけられ，切離し，大きさの点は注目き

れるところである。輪切を思わせる。

003-1 南壁出土のヨコナデ整形の嚢形土器，口緑部の破片である，微石を含み胴はナデ，

ミカーキを受けている。

003-2 コシキ形土器と思われる破片で，タテ方向に粗い刷状工具ナデ痕跡が残る。

003ー 3-日 ともに高坪形土器である。坪部内外面は。ヨコナデ脚部はタテ又は， ヨコ

のへラミ方々による整形手法がなされ。底部に木ノ葉の圧痕をとどめる。内部はへラケズリ

である。内外面赤彩が施きれている。 法量一覧表参照。

003ー 12-13. 内外面，口緑ヨコナデ， ミカ、々，下部はタテ又はヨコのナデにより整形き

れている。南側コーナ付近覆土中から出土した完形品である。

003-14-18. 破片である口緑は，ヨコナデが施され，17・18はへラケズリミガキ痕が著しい

赤彩されている。

その他，土玉石製模造品の破片，片側穿孔の双孔円板 1，細形の管玉を切断整形したと

解される臼玉19，石鍛等である。

(4)第 4号住居祉(第21-32図， PL 9・10・11)

C -01・C-11の表土排土中結晶片岩の破片，石製品等を検出，暗褐色土層中に暗色の

変化が見られ拡張の結果，確認した住居祉である。第 3号住居祉の東約 3mを隔つ東西7.

05m，南北7.07mの方形プランでN-31 O-Wtこ主軸をもち大型の工房祉である。壁はほぼ垂直

に立ちあがり，調査区では浅くハードローム面を平に削り床面を設けている。周溝は巾17

cm，深き 4-5 cm程度で、壁下を一周する。北側壁は褐色土(軟質ローム)の自然層との区

別が，明瞭でなく，壁付近は軟らかし周溝が浅く，床面と同高となり，南側より少し

高い位置にあり，遺物片の分布も希薄で・あった。炉祉は西側に 2ヶ所発見きれ，小規模で、，

火床の小さい東側の炉附近からは，鎌身鋸鉄鐸等が検出されている，精査したところ，内

傾する主柱穴と思はれるピットの深い，径の大きいもの 4本 (PI-P4)の他，床面よ
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り-13cm-20cm程度のピットは，東側コーナーに貯蔵穴 1西側コーナーに1，その付近に集中

する様である。あたかも作業所の仕切を意味するものか性格不明で、あるが，ピットの配置に

注目したい。又北側コーナーは第 5号住居祉によって切断きれていた。

出土遺物 本祉の遺物については，一点ごとに記録しであるので，その分布は，第22図23

・24・25図を参照きれたい。 遺物実測図26-28-32，参照。

004ー| 北側床面等に集中した破片である，口縁部内外面はヨコナテ1胴部はタテ・ヨコ

方向にへラナデ整形で，赤彩が施きれている。

004-2 器高24.2cm最大径が胴部にある完成品で，へラによるヨコナデ，下部にはタテ方

向ナデも見られ，茎部にかけて指圧痕が残っている部分もある。スス付着，一 3ヨコナデ

整形， ミガキ， ともに暗赤褐色を呈す。

004-4 コシキ形土器の破片，タテ方向に刷状痕が残る。その他5・6・7・8，は小形

平底の嚢形土器の底部である。

004-9・10・11 タテ方向に整形きれた脚部と 11は八字に開〈脚部片である。

004ー12・13・14・15 ほぽ同型の比較的深い丸底の坪形土器で胎土に微石も含み赤褐色を呈

しヨコナデ・へラミカーキが施きれている。その上に赤彩された椀形で， 13・15は貯蔵穴よ

り検出， 16は， t手形土器の破片で，口縁外内面ともへラ・ヨコナデで下部はへラ整形

004-21 本社，上層覆土から検出した破片で外内面ともロクロ痕を残す須恵器である。

(石製模造品) 切離し大割きれた原石の他，形割きれ，面取及び研磨，荒削りした結晶

片岩が土器片と伴出した，総数 7，654個

(1 ) 臼玉の末製品

臼玉の作業中の破損したもの

臼玉の完成品

(2) 勾玉の半製品

勾玉の完成品

(3) 円板(双孔円板)の末製品

円板の完成品

(4) 剣形品の末製品

剣形品の完成品

完成品については 4種類に分類されるが，本社では管玉・万子・鎌等の模造品は検出き

れていない。発見された結晶片岩(緑色片岩)は総計7，982である。工作具と思われる鋸
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鎌の他，性格不明の鉄片の他は，穿孔具は検出できなかった。その他石鍛2・石錐2が検

出きれている。

(5)第 5号住居祉(第33・34・36・37・38図， PL 12・13・15・20)

本祉の南西コーナは，第 4号住居祉(工房祉)の北コーナに延びて重復する，又，北東

側は第 6号住居祉を切断する。

C02・C12の表土を排出した結果，暗黒色の落込みを確認した。東西5.15m，南北5.05mの

方形プランの主軸方向N-llこWを計る，中型の住居祉である。カマドは北壁中央に設け

られており，粘土と砂で構築きれ天井はくずれ，火床内に落込んでいた。煙道は壁を張り

出し，火床は焼土で厚<，カマド内部に嚢形土器 3点の他土器片が落込んで、いた。 壁は垂直

に立ちあがり，周溝は壁下を一周する，床面は硬質ローム面まで深〈掘り下げられ堅<， 

北東側は暗褐-g，土，粘土，焼土混りの土層を平担に使用，コーナに貯蔵穴を設けている。

内傾する 4本の支柱穴は，対角線上に配置きれている，中型の住居士止である。

出土遺物

005ー l・3・4 カマド内出土のセットである， 3点ともにスス付着， 2次焼成きれ赤

褐色胎土は徴石を含むヨコナデ，タテ方向もナデ整形きれており， 1は制目痕が顕著で、ある，

2は同様であるが貯蔵穴内出土である。 4は火床に接しており，内外面ともに剥落し， 3 

の下にあり，時には支脚として用いられたとも考えられる。 5は覆土中から出土した費形

土器を接合した破片である。 6は底部でカマド内出土である。外面は剥落している。

005-2 北西側貯蔵穴から出土した費杉土器の完形品でヨコナデ。胴は，タテナデ痕が残

こる。

005ー 7-床面密着の完形である， 8はカマド内出土， ともに邦部はヨコへラ整形，脚部

はタテ整形痕が見られる。 9・10は高坪形土器の破片で脚部を欠く， 7 -10までは赤彩が

施されている。

005ー 11・12・13・14 13の他は浅い丸底で，ヨコへラ整形，口縁部と下部との区別がなさ

れている， 13は深い，口緑は急角度に外反する，赤彩きれた丸底，ヨコナデ整形を受けて

いる， 15・16杯形土器の破片である。赤褐色彩色が残る， 17は微石を多量に含む土玉であ

る。その他南側コーナ床面，周溝底から第 4号祉の遺物・石製品等が検出きれた。

(6)第 S号住居祉 (35・39図 PL 13・21)

第5号住居祉により切り削られていたカミ7号と同様少し大型の住居祉で、あったと思われる。南側

コーナーは後世による，円形直径1.64m表土からの蜘.80mの撹乱がある。床面は火災を受けたと見

乙全面焼土に覆われ炭化物か散乱していた。本祉が断面に露出していたことになる，すなわち約舎

を失損する遺存部分から，本祉の平面形は方形フ。ラントであったと推測さ札 N -130 
- Wを計
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る。大型の住居土止と思われる。壁は垂直で、床面は，踏みかためられてはいるが， 5号祉よ

り多少低い程度の掘り下げであったことが，判明した。

出土遺物

実測，復元された土器は， 2点でともにへラ整形を受けた高坪形土器の坪部である。口

辺部は大きく聞き区別される稜を有す。上向き(正位)で出土，接合する脚部は検出きれ

なかった。他に自然石，覆土中より土器片を検出した。

(7)第 7号住居祉(第11・12・40図 PL 7 • 22) 

第2号祉北側床面よりも深〈ロームを掘込んだ位置にある住居祉である。本住居士止が

断面に露出していたことになる。すなわち削平され約きを失う。覆土中に 2号祉に伴う遺

物が多量に発見きれ，床面が本土止の上に延び重なっていた。表土及び覆土は後世の撹乱を

受け，土器片が散乱しており，西側コーナーで主柱穴が重復する。本祉の平面形は，方形

プランであったと推測， N-60-Wを計る。大形の住居祉と思われる。壁は垂直に立ち上

り床面は，よく踏みかためられ堅<，周溝も遺存する。遺物の一部は，表土中 C-11グリ

ット出土の土器片と接合した。

出土遺物

007一| 口径26.7cm底径1O.4cm，胴ぶくれの嚢形土器で，器高31.2cmをはかる暗黄褐色，

徴石を含み器面は剥落している。口縁に特徴があり，ヨコナデ及びタテ方向のナデ整形が

窺える。床面上につぶれた状態で、散乱した，土器片の接合で完成したものである。

007-2 底部はへラ状工具で整形きれ，胴部はタテ方向に粗い整形痕が存在する。

007-3 完形品で，底は丸底で，口辺部と下半部は稜〈ぴれにより分かれる。外面はヨ

コナデによるミガキ整形赤彩が施きれている。

007-4・5・6 ともに坪形土器で完成したものである。丸底でヨコナデ整形，口辺部

と下部は稜により分れる。赤褐色胎土に微石を含み 4は光沢がある。 7は破片。

(8)第8号住居祉(第41・42・43・44図PL 14・23)

調査区を除草する以前，削平時には露出していた住居祉で，本遺跡、では中型に属する。

第10号住居祉を切って構築しており， B-11・B-12・B-21・B-22を排土した結果，平面プラ

ンを確認した。東西6.30m南北6.30mの方形であったと推定きれる。主軸方向 N-48"--Wを

計る。

壁は垂直に立ちあがり，周溝は南西側のみに残存し，粘土と砂が遺存，火床の位置に焼

土部分があり，コシキ形土器等の検出により北側壁にはカマドが設けられていたと解きれ
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る。主柱穴のピット 2を検出した10号祉の床面より深〈ハード面を掘り下げ床面となして

おり，本調査区では先端縁辺に位置する。伴出遺物は，ほとんど破片であった。

出土遺物

008-1 床面につぶれた状態で出土した破片の接合で，ヨコナデ整形がなされ，少し厚

みのある口縁部から胴部にかけ遺存した。

008-2・3 嚢形土器の少破片で胎土に微石を含み，暗黄褐色の土器である。内外面ナ

デ手法で整形している。 3はコシキ形土器の，口縁部である。

008-4 細砂を多量に含み積上げの圧痕が残る。黒褐色を呈し器面剥落している。底部

には木葉 2葉の圧痕が残る。 6も嚢形土器の底部である。

008-5 へラ整形， ミガキ痕のあるコシキ形土器の破片で薄い焼成良〈胴部にタテ方向に

制状痕一部が残存する。外面撤密である。

008ー7 高祉形土器の脚部タテ方向に整形きれている。

008-8-14はともに坪型土器で，浅い丸底であるもの 8，更に口縁部と下部に稜によって

別れる内外面ヨコナデのもの 9，10， 11， 12， 13。深〈椀形を呈し，やや底の平な粗い整

形のもの14，他に土の焼結物，土製品，紡績車，土玉，黒色の土玉 1とが，覆土中から出

土している。石製品，勾玉，石片 3，覆土から検出きれている。

(9)第10号住居祉(第45・46・47・48図PL14・15・24・25)

本住居祉は，調査区西端に位置し，北壁の一部が先に記述した 8号祉により切り取られ

掘り込みも浅い，大形の住居祉であり，柱穴の配列に特徴がある。

B-21， Bー31の表土を排土し，更に区域外を拡張して B-20，B-30を排出，住居祉

本来のプランを確認した。本祉の平面形は，東西8.57m南北;8.85mの方形で主軸方向N-140

-Eを計る大型の住居祉である。

壁は垂直に立ちあがり，硬質ローム上面に達する。周溝は壁下を一周する巾16cm深さ 5

cmを計る。

住居祉南壁コーナーに貯蔵穴 2ヵ所を有し，やわらかい暗褐色土に覆われ，覆土中から

土器片を検出している。

北側壁寄りにある炉は，よくやけ赤褐色を呈す。床面は堅くふみつけられてはいるが，

壁よりは軟らかい，主柱穴4のピットはたがいに内傾し，その聞に各々より浅い柱穴が存

在し，ハリの支え柱と考えられるピットが配慮、されていた。北側中央に炉が設けられている。

出土遺物
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010-1 -6 口縁部ヨコナデ整形が施きれ，へラ整形又はナデミガキ痕が見られる。 3

は刷状工具による顕著な痕跡が残きれた嚢形土器である。

010-7 -12 いずれも底部で， 7は粘土の積み上げ状態が断面に見られ，小平底である。

12は木葉の圧痕をとどめる。

010-13-14 脚部にタテ方向のナデミガキ整形をなす高邦形土器の脚部片である。赤彩

が施きれている。

010-15-18 内外ともにナデ整形きれ，赤色顔料による彩る坪形土器で， 16， 17は丸底

15， 1815， 18丸底に変化がみられ， ともにヨコナデ痕が見られる。

010-19・20・21 19は本調査区唯一の須恵器完形品である。へラによるヨコナデ，回転

整形がなきれている。口辺は，ほば直に立ち上り丸底である。 20，21は， ともに破片であ

る。青灰色19は口径11.4cm立上り 1.9cm，器高4.7cmナデ整形きれている。

その他土玉，砥石，石製品の破片を検出した。鉄製品は万子片 1点のみである。

本社は規模，砥石，石製品の破片，須恵器，鉄器等共通する遺物がみられるなど， 004号

祉と関連する遺構と解きれる。

グリツト出土遺物 (第49・52・53・54・55図)

(土製品)49 -1・2・3は表土排出時に検出された嚢形土器片で，胴部にはタテ方向刷状

工具によるナデ整形痕が残る。口縁部はヨコナデされている。 3はコシキ形土器片。

4・5 高邦形土器の脚部片である。

6 • 7・8・9 原形土器の破片でヨコナデ痕が残きれる。下部にも整形痕が見られる。
ニね

10 手控の土器である。

11-16 各グリット出土の土玉である。

P L-42の図版は，グリット出土石製品等で，円板，勾玉，剣形品の破片，臼玉未成品

等である。尖頭器は安山岩製で入念な押庄剥離がなきれている。
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第三節 グリット検出遺物

(1)先土器時代の遺物(第50・51図， P L36) 

当該調査区， E-21，方形塚の裾部西側ローム層中から検出された遺物である。

E-21グリットは，調査区の台地中の最も高いところにあたり，標高27mをはかる。塚

裾部は，調査前工事により失なわれていたので全様がつかむことが出来ずおしまれる。

総点数18点，粒石を含む，まを質岩を活用している。出土状況，実測図第51図に示す。

7 -10は縦長のナイフ形の剥片ですべてが剥離片である。 15と14，7と12は接合関係に

ある。タテ長に加工きれた剥離が見られる。重量計測値別紙の通り，他に C-41単独出土

の有舌ポイント 1点がある。 17，18はローム中の粒石である。

尖頭器(第54図-4. P L42) 

C-41の表土(焼土混り)層中よりの単独出土である。安山岩製で風化しているが，表

裏とも押圧剥離が施きれた完形品， 青曲する側縁は鋸歯状を示し舌部との比は (1: 2.6) 

である。全長51.8mm，巾16.8mm銚子産噴出岩の有舌尖頭器で、ある。

(E-21グリット検出遺物)

層位 地層分類名称 文化階程 遺物番号 名称・種類 標高・レベル高 法量 図版番号 地質年代

I 表土(表土移動層含) 現代ー 27，000(地表)

江戸時代(塚)

11 暗褐色土(自然層堆積)
古墳時代 第1号塚貨銭

新
弥生時代 本社・工房社他

縄文時代 土器・石器

E-21-1 珪質岩 26.075m 
生 i中

3.47g 55-6 

-2 粒石 砂岩 26.210 0.15 -17 
代積

-3 11 チャート 26.185 0.57 -18 

-4 剥片攻質岩 26.050 0.18 -11 
世

-5 剥片 " 26.070 3.61 -2 

-6 剥片 11 26.110 1.37 -3 
ソフトローム 先土器時代

ー7 剥片 26.055 0.58 -4 
(自然層堆積層)

11 

-8 ~J片 11 26.080 0.07 -13 

(立川ローム軟質部) -9 ~J片 11 26.026 0.22 -14 
III 

-10 26.005 0.26 -12 和j片 11 

ー11 ~J片 11 26.165 0.92 -5 

-12 剥片 11 26.345 11.62 -1 

-13 剥片 11 26.335 1.38 -10 

ー14 最IJ片 11 26.185 0.05 -16 

-15 ~J片 11 26.420 0.81 -8 

-16 剥片 " 26.280 0.45 -9 

-17 剥片 11 26.200 0.13 -15 

-18 ~J片 11 26.205 2.15 -7 
(クラック)

第四紀
w ハード・ローム

(ローム硬質部) 洪積世
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(2) 縄文時代・弥生時代の遺構漫ぴ遺物(第32・34・37・38・56・57図， P L37・38・)

発掘調査の結果，当該遺跡地内の縄文時代・弥生時代の出土遺物には，完形品はなく全

て破片である。

第三次の調査区内は，小台地上の狭細な範囲に限られ，又北側，谷縁辺部はすでに削平

されていたこともあって，縄文・弥生両時代の散布地ではあったが，遺構は存在しない。

当該出土遺物には，土器片，土製品及ぴ石製品・石銀・凹石等がある。これらの遺物は，

各々のグリットから出土しているが， A地区では，先に述べた工事移動層中，又は第二層

(暗褐色土層)中より検出きれ。 B地区は住居祉，覆上中より検出された遺物もある。c.

D地区は，全て第三層(暗褐色土)中に遺存したものであり出土量は少い。

弥生時代の遺物は，土器片及び木葉痕をとどめる底部破片 (PL38，第57図)のみで，

主として， B地区・ 10号祉附近土層に遺存した散片である。量的には，縄文時代の出土量

と比して，こと更に遺物量は希薄であったが，グリットを異にする土器片と接合する破片

もある。(第34図-8・9・10)参照

本遺跡出土の土器については，東寺山貝塚廿五里貝塚・殿台貝塚遺跡をはじめ・明治以

来，人類学会に知られ，その後，大正，昭和にわたり，発掘が行なわれた加曾利貝塚調査

による加曾利E式土器・阿玉台式土器等，縄文時代中期の土器片が多いことは，上記近隣

遺跡との関係，台地の地理的位置その景観から，狭細の散布地調査ではあったが，第三次

調査の出土遺物は，臨海性の文化遺産，その生活を示す基いとはなろう。

なお，個々の検出遺物については，特に当センター中山吉秀氏に協力をたまわった。

縄文式土器(第56図・ PL56) 

遺跡内の各グリッドより散片的に縄文式土器の出土がある。これらは，縄文時代前期末

から中期末に至る型式に属し，その内訳は口縁部は15片，胴部81片，底部4片である。そ

の型式別個別数は，浮島田式 1片，下小野式2片，阿玉台式52片，加曾利E式44片の各土

器がある。以下，型式別に第 l類土器から第 4類土器に分類した。

第 1類土器(1)

縄文前期末の浮島田式土器である。アナダラ属の貝殻腹縁文の施文きれた胴部破片で僅

か1片の出土である。

第2類土器(2・s) 
縄文中期初頭に位置する下小野式土器と思われる。結束のある撚りの細かい縄文が施文
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されている。

第 3類土器 (4-8-15)

阿玉台式土器を一括したが，文様を異にするところから a-c種に分けた。

a種 (4- 8・12)

連続爪形文や連続結節沈線文(角押文)を主文様とする。器形は，やや内湾気味の口縁

部から頚部でくびれ，胴部から府部にかけてすぽまる深鉢形土器である。文様は，半載し

た竹管工具による異った手法の連続爪形文を横方向に施文したもの(4・7) ，爪形文と沈

線文の組み合せたもの(8) ，連続結節沈続文を縦横に配し，更にジグザグ状に施文した沈

線の組み合せたもの(5 -6 )がある。中でも， (6)は口唇部に刻みをもち，口縁部内

側にも同種の文種が施文されている。また， (12)は，この種の土器の小把手である。

b種 (9-11)

本種は，口縁部に楕円状に区画された隆帯のめぐるグループである。隆帯の内側には，

半載きれた竹管工具による刺突丈，爪形文が連続して施文きれる。中でも (11)は，鴫状

の貼付文がありこれを境にして沈線の区画内に連続して刺突文が施文きれている。更に胴

部では，輪積みを消すためにその上に横方向の刻目文が施きれている。この土器は，他の

土器に比較して胎土中に金雲母の混入が多い。

c種(13-15)

本種は，無文土器と断面三角形貼付けによる隆帯をもっo (13)は，浅鉢形土器で口唇

部に刻みが施きれている。(14-15)は，深鉢形土器の胴部破片で，沈線文聞に断面三角形

の貼付けがみられる。

以上， 3種に分けたこれらの土器の色調は，茶褐色ないし褐色で利根川下流域出土の阿

玉台式土器のように灰褐色，黒褐色のものは少ない。胎土中には，石英・砂粒の混入が著

しいものは多いが，金雲母の含有するものは少ない。焼成は，全体的に普通である。時期

的には阿玉台式土器の中で，き程新しいものは見られず早稲田大学西村正衛教授の説〈古

式的様相の残る IIb期と考えたい。

第4類土器 (16-28)

縄文中期の加曾利E式土器を一括した。型式及び文様の異るところから口縁部破片と胴

部破片に分けた。

(16-18)は，口縁部破片で加曾利E式土器のキャリバー型のもので，口縁部に渦巻文の

みられるものから沈線による楕円状区画の内側に縄文の施文きれるものがある。中でも，
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t17 は，口唇部にも太沈線が一周するようである。

胴部破片には，撚糸文のみの加曾利E1式のもの (20)，縄文に太い沈線文のめぐるもの

( 19・22)，縄文のみのも (21・23・24)や所謂磨消し手法のある胴部 (25・26)もみられ

る。この他，櫛状ないし櫛歯状工具による条線文のもの (27・28)がある。色調は，褐色

から明褐色のものが多<，胎土中には砂粒の混入が著しい他は密である。焼成は比較的良

好といえる。

底部

縄文中期の阿玉台式土器か加曾利E式土器の底部破片が4点出土している。底面には，

アンペラとかアジロ痕と呼ばれている圧痕のみられるものはない。ほとんどが，深鉢形土

器のもので， (37)は浅鉢形土器と思われる。

土製品(第 56図29-34)

土器破片を再利用した土器片錘が，他の土器片に混じって 5点出土している。完形品は

1点のみで，他は欠損品である。この土器片錘のうち，土器片の周囲を磨って丸〈再調整

のみられるものは， (29・30・32・33)で，土器の欠けたものにほとんど手を入れていない

もの (31・34)がある。この中で最も重いものは欠損品ではあるが(32・33)で， 41 g -43 

gを計る。また，最も軽いものは欠損品の為不明である。これらは，阿玉台式土器 (29)

以外全て加曾利E式土器である。おそらしその当時の台地付近まで浸入していた海水か

小河川を利用して漁網による漁労活動が行われていたと考えられる。

(中山吉秀)

弥生式土器(第34図 P L57) 

縄文式土器に混じって弥生式土器も若干出土している。その内訳は口縁部 5片，胴部25

片，底部 7片を数える。口縁部破片の内， 2点は口縁部に指頭圧痕が連続して施文きれて

いる薄手の台付嚢形土器で(1-2 )，弥生後期初頭の久ヶ原式土器であろう。

この他，口縁部を折り返した査形土器の口縁部破片がある。 (3-5)胴部破片はいずれも

この査形土器のもので(6-10)，中でも (6)は頚部から胴部にかけての破片で，胴部の縄文

は原体の末端を結んだものを回転施文している。また，胴部に施文きれた縄文は， 4本撚

りの異条斜縄文である。

底部は， 7片のうち 2片を図示した。(11-12)このうち(12)は，童形土器の底部で，施

文きれた縄文が底部近くまでみられる他，底面には木葉痕がみられる。この壷形土器は，

茨城県，千葉県北部に広〈分布している，所謂北関東系弥生式土器と呼ばれ，本遺跡では
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弥生後期の久ヶ原期に伴出している。また，この一群の土器は，長岡式と呼ばれている型

式のもので，本台地でも，東寺山石神遺跡，東寺山古墳下遺跡からも検出されている。

7 (B42-2) 

。(J;i二:29，487) 11i11
¥B32-5 J 

第57図 A地区及び各グリッド出土遺物拓影図(弥生時代)
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( 3 ) 東寺山戸張作(海老)出土遺物一覧表

本表は，出土遺物を各住居社ごとに整理した第三次調査の成果である。この表には，遺跡地検出の岩

石鑑定結果と重量，土器の計測値，形態等も記載し，重量数値は(g)でh示しである。

第三次発見遺物中で，大多数をしめる攻玉材等の委託鑑定結果と・印は類推したものであり肉眼鑑定

法による。また畿光X線分析等により産地の同定がなされたので付記してある。(後稿参照)

当該工房社・住居士d:及び各グリッド内検出の石・剣形及び円板・臼玉・勾玉等の材の他，出土岩石を

含め，今後の研究資料として網羅した。

表に示した遺物の重量計測は，村上自動上皿天秤・ us型-60・直読型を使用した・秤量60gまで，

最小目盛0.05g • 100分割目盛・上皿径83怖の風袋差引装置・分銅加除機構付き，仕様を活用した。

赤色顔料塗彩の土師器については，その塗彩位置を示した。(赤褐色・賞褐色に視えるものも含む)
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戸張作遺跡(海老)出土遺物一覧
001号住居祉(古墳時代) ...印は計iftlJ不能

遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

平面形 第四国 1 衰形土器 複元口径 81 。。口縁部

方 青3 15.2cm 

規 模 2 褒形土器 78 底 部

450佃× a‘ 
面 積 3 高t手形土器 5.63佃 36 o 0 脚 音日

約%が削除 。。破 片

主軸方位 4 高原形土器 5.1叩 B72-0 。。破 片

N-42・-E

炉，カマド，柱穴等 5 士不形土品 5.1cm B72-12 B72-13 。。底 部

主柱穴ナシ B72-14 005-58 スス炭化

小ピット壁沿い

貯蔵穴y2'残存

002号住居祉(古墳時代)

平面形 第15図 1 菱形土器 口径18.1cm
1911盟国国) 。7tEじ~ 形

方 青3 高き28.7cm 211 

底径 6.Ocm 90 189 213 

規 模 2 衰形土器 198 68 口縁部

595cmx585叩

面 積 3 嚢形土器 66 276 口縁部

34.80m2 

主軸方位 4 褒形土器 276 。。口縁部

N - 140
- E 

士戸，カマド，柱穴等 5 衰形土器 276 。。口縁部

主柱穴アリ 対角線上 4

007ときり合い

貯蔵穴ナシ 6 衰形土器 271 口縁部

員類出.土 7 菱形土器 5 ロ縁部

8 褒形土器 251 底 部

9 褒形土器 底径 7.1冊 276 底 部

10 高杯形土器 276 。。脚 音E

11 高杯形土器 276 。。脚 苦E

12 杯形土器 230 。。口縁部

13 王手形土器 283 ~ .. -11 ç~p ~-21 。。内部×印
75 370 0 

14 杯形土器 276 。0 口縁部

15 杯形土器 276 268 。
F
円
U

司

t
ワ
μ



H高き S直径

遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

第15図16 年形土器 276 。。 椀

17 杯形土器 87 85 212 253 。。口縁部

18 ま不形土器 286 。。口縁部

19 杯形土器 220 276 。。口縁部

20 杯形土器 255 ~1-52 。。口縁部21 

第16図 1 土 玉 孔径 7.5mm 276 2ヶ 。
3 H29nm S32.5mm 
2 土 玉 孔径 7.(Om 138 。

H29.加 S28.Oam
B-52 の赤

4 土 玉 破片
40 

。
支 脚 287 粘 土

5 砥 石 流紋岩質

凝灰石
接合

5 砥 石 106 流 紋 岩 質

石英安山岩質

凝灰石

6 石英脈 276…..5個接合

自然石 63 チ ャ ー ト

003号住居祉(古墳時代)

平面 形 第 2図 1 菱形土器 123 。。口縁部

方 形

規 f莫 2 コシキ形土器 111 136 110 。。口縁部

595叩 X565佃

面 積 3 高杯形器 底径 9.2叩 127 129 。。信7士巳P 成

33.61m2 器高11.5佃

主軸方位 4 高杯形器 底径 8.4佃 39 41 127 。。雪Y量巳~ 成

N-50 -W  器高 8.5佃

t戸，カマド，柱穴等 5 高採形器 49 。。杯 部

主柱穴アリ 対角線上4

カマド 2 北・東壁

貯蔵穴 6 高杯形器 34 。。ま不 部

7 高主手形器 底径 9.2佃 100 ? 。脚 部

8 高王手形器 128 。。脚 部

9 高杯形器 67 。。脚 部

10 高杯形器 54 。。脚 部

11 高主手形器 50 ? 。脚 部

一一」ー

ハh
u

門

iワ
ω



遺物概構 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

第四国12 主手形土器 口径14.5cm 113 。。j三じ~ 青手

器高 5.5cm

13 ま不形土器 口径14.0叩 114 。。j三じ7 青3

器高 5.1cm

14 主手形土器 口径13.1cm 111 。。'7fE ァ 成

器高 4.5佃

15 主手形土器 77 B-61 。。口縁部
36 

16 主手形土器 137 。。口縁部

17 杯形土器 49 ~-72 。。口縁部
3 

18 杯形土器 109 。。日縁部

19 土 玉 孔径 7.5mm 118 。酸化焼成の赤
H36.0S38.5 

003 - 支 脚 131 141 粘 土

003 - 自然石 3.4 g 139 砂 岩

003 - 石 鍬 0.25 g 140 チャート

003 - 花岡岩 0.75 g 124 

003 - 自然石 0.75 g 46 黒耀石

003 - 自 然 石 0.75 g B-6-5 チャート

0.6 g 47 

第20図 1 臼 玉 0.3 g 134 緑泥片岩系

(出濃上緑地点色同) 
2 臼 玉 0.2 g 134 じ一括

(床面密着)
3 臼 玉 0.25 g 134 

4 臼 玉 0.2 g 134 

5 臼 玉 0.2 g 134 

6 臼 玉 0.15 g 134 

7 臼 玉 0.2 g 134 

8 臼 玉 0.15 g 134 

9 臼 王 0.1 g 134 

10 臼 玉 0.15 g 134 

11 臼 玉 0.35 g 134 

12 臼 玉 0.25 g 134 

13 臼 玉 0.2 g 134 

14 臼 玉 0.23 g 134 

151 臼 玉 0.15 g 134 

16 臼 玉 0.15 g 138 

円

i
弓

iワ
ω



遺構 概 要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

第20図17 臼 玉 0.2 g 134 

18 臼 玉 0.2 g 134 

003 -19 臼 玉 0.15g 57 

003 - 円 板 4.4 g 7 

003 - 臼玉(未) 0.75 g 5 

003 - 臼玉(未) 0.2 g 116 

003 - 臼玉(未) 0.6旨 122 

003 - 臼玉(未) 0.95 g 130 

003 .....; 21 臼玉(未) 0.55 g 37 

003 -22 臼玉(未) 0.45 g 62 

004号住居祉(古墳時代)

平面形 第26図1 婆形土器 940 301 951 2422 1286 。。
方 形 2421 3999 2425 4161 

C-Ol 
39 

規 模 2 襲形土器 底径 5.6cm C-11C11 308339 
962 966 

。。dフ巳': Il軒刻、 ロロロ

705cm x 707 cm 器高14.2佃 3986 2109 411 4381 

941 3982 347 2417 
C-Ol C-Ol C-Ol C-Ol 
373 341 338 337 
4112 2409 975 298 

310 

面 積 3 饗形土器 2863 849 2521 836 。。口縁部

49.84m2 2523 851 847 

主軸方位 4 コシキ形土器 C-I0 C-I0 C-11 
239'V 200'v 76 u 821 。。口縁部

N -310 -w 2552 

炉，カマド，柱穴等 5 霊安形土器 底径 68佃 994 。底 苦E
炉祉115佃 x125cm 

主柱穴アリ

貯蔵穴2 6 寮形土器 3471 底 部

(工房社) 7 寝形土器 底径 67佃 828 底 部

8 裏形土器 C-12 C-ll C-11 。。底 部62 401 52 

9 高杯形土器 底径 9.2叩 862 。脚 部 l

C-Ol 10 高杯形土器 114 
。脚 部

11 高杯形土器
C-01 。脚 部308 

12 ~形土器(椀) 口径12.2叩 863 。。完7全巳F 形 l

器高 6.1叩
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遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外商

第26図13 ;係形土器 口径14.0叩 4383 。。j土じF Jf3 

器高 6.5佃

14 主手形土器 口径13.3cm 982 。。j三じ~ 成

器高 6.7cm

15 主手形土器 口径15.0叩 4274 。。j三巳ァ 形

器高 5.5cm

16 主手形土器
C-ll C-ll 。。口縁部
50 73 

17 杯形土器 4460 。。口縁部

18 主手形土器
C-01 C-01 。。口縁部
312 311 

19 I手形土器 3397 。。口縁部

20 杯形土器 936660 C-11 。。口縁部
72 

21 ま手形土器
C-11 C-10 C-ll C-ll 

須恵器
144 57 126 151 

22 土 玉 干し径 8.伽m C-11 底 部

H29.0838.0 403 

23 土 玉 破 片 214 。
24 土 玉 破 片 C-11 。の赤

57 

25 土製品 径 3.2cm C-01 
面 ー子

290 

26 フイコ羽口 破 片 C-11 
404 

004 - 婆形土器
C-01 

須恵器
117 

004 -10 鎌
C-Ol 
354 

004 -11 鋸 2387 2800 

遺物番号 図版番号

004 - 8 臼玉未完 0.1 g 第30図 130 緑泥片岩

004 -23 臼玉未完 1.05 g 第27図 53 緑泥片岩

004 -47 食リ 形 1.1 g 第27図 7 緑泥片岩

004 -88 臼玉完 0.05 g 第四図 17 緑泥片岩

004 -90 臼玉未完 0.22 g 第32図 12 緑泥片岩

004-101 臼玉未完 0.05 g 第30図 176 

004-161 石 鍬 1.25 g 第32図 13 里 *i 石

004-176 臼玉未完 1.55 g 第27図 46 緑泥片岩

004-178 臼玉未完 0.02 g 第30図 194 緑 j尼 石

白雲母片岩

004-180 目玉未完 1.65 g 第27図 49 緑 1尼片岩

004-184 臼玉未完 0.15 g 第29図 76 緑泥片岩

004-187 臼玉未完 0.08 g 第29図 42 緑泥片岩

ny 

司

t
ワ白



遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004-199 臼玉未 0.35 g 第四図的 緑泥片岩

004-239 臼玉未 0.36 g 第32図 4 緑 j尼片岩

004-241 勾 玉 0.85 g 第27図 11 緑 j尼 石

白雲母片岩

004-247 臼玉未完 0.01 g 第30図 123 緑 j尼 石

石英片岩

004-261 臼玉未完 1.35 g 第27図 52 緑泥片岩

004-286 臼玉未完 0.09 g 第30図 177 緑 1尼 石

石英片岩

004-373 臼玉未完 4.45 g 第27図 38 緑泥片岩

004-381 臼玉未完 0.25g 第32図 6 緑泥片岩

004-442 臼玉未完 0.04 g 第30図 173 緑 j尼片岩

004-454 臼玉未完 0.15 g 第30図 107 緑 j尼 石

石英片岩

004-494 勾 玉 0.9. g 第27図 11 緑泥片岩

004-504 勾玉未完 0.5 g 第27図 16 緑泥片岩

(含緑閃石?) 

004-567 剣 青3 19.20 g 第27図 1 緑泥片岩

004-568 脅リ 青5 6.45 g 第27図 3 緑泥片岩

004-569 勾玉未完 3.8 g 第27図 10 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

004-574 剣形未完 2.15 g 第27図 6 緑泥片岩

004-585 臼玉未完 0.2 g 第29図 32 緑泥片岩

004-594 臼玉未完 0.25 g 第29図 30 緑泥片岩

004-675 臼玉未完 0.1 g 第31図 209 緑 泥 石

石英片岩

004-714 臼玉未完 0.15 g 第29図 56 緑泥片岩

004-744 勾 玉 1.35 g 第27図 12 緑泥片岩

白雲母石英片岩

004-758 臼玉未 0.05 g 第30図 114 緑泥片岩

004-805 臼玉未完 0.03 g 第31図 211 緑 1尼 石

石英片岩

004-815 双孔円板 3.7 g 第27図 28 石英片岩

白雲母石墨片岩

004-884 臼玉未完 0.15 g 第29図 26 緑泥片岩
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004-892 臼玉未完 0.15 g 第29図 43 緑泥片岩

004-917 臼玉未完 0.15 g 第四図 65 緑泥片岩

004-923 臼玉未完 0.2 g 第29図 50 緑泥片岩

004- 臼玉未完 0.25 g 第29図 24 緑泥片岩

102 0 

1 037 臼玉未完 0.05 g 第31図 215 緑 泥 石

白雲母石英片岩

1 044 臼玉未 0.05 g 第31図 212 緑泥片岩

1 052 臼玉未完 0.1 g 第29図 2 緑泥片岩

1 064 臼玉未完 0.1 g 第29図 98 緑 泥 石

石英片岩

1 071 臼玉未完 0.1 g 第30図 126 緑泥片岩

1 080 臼玉未完 0.1 g 第30図 178 緑泥片岩

1 100 臼玉未完 0.05 g 第30図 111 緑泥片岩

114 1 臼玉未完 0.1 g 第30図 129 緑 泥 石

白雲母石英片岩

1 143 臼玉未完 0.15 g 第30図 140 緑 泥 石

白雲母石英片岩

1 188 臼玉未完 1.4 g 第27図 45 緑泥片岩

1 197 臼玉未完 0.35 g 第29図 25 緑 泥 石

白雲母石英片岩

1 200 臼玉未完 0.2 g 第29図 74 緑 泥 石

白雲母石英片岩

1 222 臼玉未完 0.9 g 第29図 67 緑 泥 岩

白雲母石英片岩

130 1 食。 形 4.5 g 第27図 4 緑泥片岩

1 302 実。 形 6.45 g 第27図 2 緑泥片岩

130 3 双孔円板 1.99 g 第27図 32 緑 泥 石

白雲母石英片岩

1 304 勾玉未完 0.55 g 第27図 17 白雲母石英片岩

1 305 勾玉未完 0.9 g 第27図 13 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

1 306 臼 玉 0.14 g 第29図 3 緑泥片岩

130 7 臼 玉 0.02 g 第29図 11 白雲母石英片岩

1 308 臼 玉 0.05 g 第四図 10 白雲母石英片岩
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遺 構 概 要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 -

1 309 臼 玉 0.03 g 第29図 16 白雲母石英片岩

131 0 臼 玉 0.04 g 第30図 12 白雲母石英片岩

1 368 双孔円板 0.94 g 第27図 35 緑泥片岩

1 379 奏。 形 6.24 g 第27図 5 白雲母緑泥石

石英片岩

1 404 臼玉未完 0.16 g 第31図 218 緑泥片岩

1 4 04 臼玉未完 0.1 g 第31図 198 緑泥片岩

1 404 臼玉未完 0.1 g 第31図 196 緑泥片岩

1 4 0 4 臼玉未完 0.19 g 第31図 197 緑泥片岩

1 404 白玉未完 0.14 g 第31図 200 緑泥片岩

1 404 臼玉未完 0.09 g 第31図 199 緑泥片岩

1 404 臼玉未完 0.09 g 第31図 201 緑泥片岩

1 404 臼玉未完 0.05 g 第31図 202 緑泥片岩

1 4 0 4 臼玉未完 0.05 g 第31図 207 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

1 404 臼玉未完 0.05 g 第31図 204 緑 j尼片岩

1 404 臼玉未完 0.04 g 第31図 205 緑泥片岩

1 4 04 白玉未完 0.09 g 第31図 2ω 緑泥片岩

1 404 臼玉未完 0.04 g 第31図 206 緑 I尼 石

白雲母石英片岩

1 404 臼玉未完 0.02 g 第31図 208 緑泥片岩

1 4 1 9 臼玉未完 0.21 g 第29図 40 緑 1尼片岩

1 4 2 7 臼玉未完 0.06 g 第30図 180 緑泥片岩

144 0 臼玉未完 0.1 g 第30図 169 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

1 487 臼玉未完 0.11 g 第29図 57 緑泥片岩

151 2 臼玉未完 0.1 g 第30図 115 緑泥片岩

1 537 臼玉未完 0.2 g 第29図 39 緑 i昆 石

白雲母石英片岩

1 54 0 円板未 2.95 g 第27図 39 緑泥片岩

含パンペリー石

1 54 5 臼玉未完 0.16 g 第29図 68

1 587 臼玉未完 0.09 g 第29図 93 緑泥片岩

1 588 臼玉未完 0.1 g 第30図 121 緑 j尼片岩
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 - 臼玉未完 0.2 g 第29図 36 緑 j尼片岩
1 600 

161 7 臼玉未完 0.22 g 第32図 9 緑泥片岩

162 2 臼玉未完 0.14 g 第30図 167 緑泥片岩

165 1 臼 玉 0.05 g 第29図 8 緑泥片岩

166 1 臼玉未完 0.1 g 第30図 117 緑泥=片岩

168 3 臼玉未完 0.1 g 第30図 174 緑泥片岩

1 752 円板未 5.34 g 第27図 37 白雲母石英片岩

1 754 勾玉未 0.8 g 第27図 26 緑泥片岩

1 784 臼玉未完 0.22 g 第32図 11 緑 j尼 石

1 796 臼玉未完 0.24 g 第29図 59 緑 1尼 石

石英片岩

180 1 臼 玉 0.02 g 第29図 21 緑 I尼 石

白雲母石英片岩

1 804 臼玉未完 1.58 g 第27図 25 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

182 0 臼玉未完 0.22 g 第29図由 緑泥片岩

1 828 臼玉未完 0.13 g 第30図 119 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

185 3 臼玉未完 0.1 g 第30図 163 緑泥片岩

1 890 臼玉未完 0.14 g 第29図 85 緑泥片岩

190 1 臼玉未完 0.12 g 第29図 70 緑泥片岩

190 2 臼玉未 0.08 g 第29図 66 緑泥片岩

1 906 臼玉未完 0.15 g 第30図 159 緑泥片岩

193 5 臼玉未完 0.07 g 第30図 139 緑泥片岩

1 937 臼玉未完 0.13 g 第30図 152 緑泥片岩

194 0 臼玉未完 1.4 g 第27図 51 緑泥片岩

196 9 臼玉未完 0.14g 第29図 83 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

1 972 臼玉未完 0.7 g 第27図 57 緑泥片岩

201 3 臼玉未完 0.26 g 第32図 5 緑 泥 石

白雲母石英片岩

201 5 臼玉未完 0.05 g 第29図 94 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

201 9 臼玉未完 0.05 g 第30図 184 緑 1尼 石

白雲母石英片岩
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遺構構慨要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 - 臼玉未完 0.1 g 第30図 182 緑 1尼 石

202 5 白雲母石英片岩

204 2 臼玉未完 0.18 g 第29図 47 緑 泥 石

白雲母石英片岩

2 044 臼玉未定 0.15 g 第29図 51 緑 泥 石

白雲母石英片岩

2 0 6 2 臼玉未完 0.1 g 第30図 120 緑泥片岩

2 06 3 臼玉未完 0.69 g 第32図 3 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

2064 臼玉未完 0.23g 第29図 28 緑泥片岩

206 5 臼玉未完 0.12 g 第29図 87 緑泥片岩

2 078 臼玉未完 0.05 g 第30図 186 緑 t尼 石

白雲母石英片岩

208 1 臼玉未完 0.09 g 第30図 122 緑 j尼 石

石英片岩

2088 臼玉未完 0.09 g 第30図 131 緑泥片岩

2 0 8 9 目玉未完 0.09 g 第30図 191 緑泥片岩

2 1 4 3 目玉未完 0.14 g 第30図 134 緑泥片岩

2 1 5 9 勾玉完 0.96 g 第27図 14 緑 j尼 石

白雲母片岩

2 1 64 臼玉未完 0.16g 第29図 38 緑泥片岩

2 1 6 7 臼玉未完 0.08g 第29図 96 緑泥片岩

2 1 6 8 臼玉未完 0.15 g 第29図 73 緑 I尼 石

白雲母片岩

2 1 9 3 臼玉未完 0.15 g 第四図 44 緑泥片岩

2 1 9 7 臼玉未完 0.23 g 第29図 29 緑泥片岩

2 2 1 8 臼玉未 0.2 g 第四国 37 緑泥片岩

222 3 臼 玉 0.05 g 第四図 20 緑 1尼 石

白雲母片岩

2 224 臼玉未完 0.19 g 第29図 23 緑泥片岩

2 2 3 8 臼玉未完 0.1 g 第30図 142 緑 1尼 石

石英片岩

2 3 8 0 臼玉未完 0.1 g 第29図 46 緑 1尼 石

石英片岩

238 5 臼玉未完 0.05g 第30図 179 緑 1尼 石

石英片岩
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004- 臼 玉 1.5 g 第四図 9 緑泥片岩

2 386 

2 4 6 6 臼玉未完 0.02 g 第31図 217 緑 泥 石

白雲母片岩

2 4 9 5 臼玉未完 0.1 g 第29図 91 緑 1尼 石

白雲母片岩

2 4 9 6 臼 玉 0.04 g 第四図 13 緑泥片岩

2 5 6 1 臼玉未完 0.15 g 第29図 135 緑泥片岩

2 5 6 1 臼玉未定 0.15 g 第30図 136 緑泥片岩

256 1 臼玉未完 0.12 g 第30図 137 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

256 1 臼玉未完 0.07 g 第30図 138 緑泥片岩

2 5 9 7 臼玉未完 0.22 g 第30図 100 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

259 7 臼玉未完 0.11 g 第30図 100 白雲母緑泥片岩

2 5 9 7 臼玉未完 0.05 g 第30図 102 緑泥片岩

2 5 9 8 臼玉未完 0.13 g 第30図 103 緑泥片岩

2 598 臼玉未完 0.15 g 第30図 104 緑泥片岩

2 614 円 板 1.1 g 第27図 43 緑泥片岩

2 6 1 8 石 銀 0.8 g 第32図 16 安 山 岩

262 3 臼玉未完 0.2 g 第30図 157 緑泥片岩

262 3 臼玉未完 o.伺 g 第30図 158 緑泥片岩

263 0 臼玉未完 0.05 g 第30図 118 緑泥片岩

2632 白玉未完 0.11 g 第29図 78 緑泥片岩

266 1 臼玉未完 0.15 g 第29図 71 緑 1尼 石

石英 片 岩

2 6 7 9 目玉未完 0.05 g 第30図 153 緑泥片岩

2 6 7 9 臼玉未完 0.04g 第30図 154 緑泥片岩

2 6 8 2 白玉未完 0.15g 第31図 220 緑 j尼片岩

2 6 8 6 臼玉未 0.15 g 第四図 33 緑泥片岩

2 705 臼玉未完 0.1 g 第29図 97 縁 1尼 石

白雲母石英片岩

2758 臼玉未完 0.74 g 第27図 56 緑 1尼 石

白雲母石英片岩
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 - 臼玉未完 0.11 g 第30図 156 縁 1尼 石

278 1 白雲母石英片岩

278 1 臼玉未完 0.12 g 第30図 155 緑泥片岩

278 5 臼玉未完 0.03g 第30図 160 緑泥片岩

2787 臼玉未完 0.08 g 第30図 4 緑 1尼片岩

2 788 臼玉未完 0.1 g 第31図 219 緑泥片岩

2 790 臼玉未完 0.24g 第29図 31 白雲母緑泥片岩

2 799 臼 玉 0.1 g 第29図 5 縁泥片岩

2 802 臼玉未完 0.22 g 第32図 7 緑泥片岩

280 3 臼玉未完 0.11 g 第30図 124 緑泥片岩

280 5 臼玉未完 0.16 第四図 58 緑泥片岩

2 8 3 0 臼玉未完 0.16 g 第29図 72 緑 泥 石

石英片岩

283 1 臼玉未完 0.21 g 第31図 223 緑泥片岩

283 1 臼玉未完 0.15 g 第30図 150 緑 I尼 石

白雲母石英片岩

283 1 臼玉未完 0.1 g 第30図 149 縁 j尼 石

白雲母石英片岩

284 0 臼玉未完 O.侃 g 第30図 175 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

284 9 臼玉未完 0.15g 第30図 110 緑泥片岩

2 8 7 6 臼玉未完 0.1 g 第30図 190 緑泥片岩

2 8 7 7 臼玉未完 0.09 g 第29図 88 緑泥片岩

289 5 臼玉未完 0.05 g 第30図 127 緑泥片岩

2 9 2 0 目玉未完 0.14 g 第30図 106 緑泥片岩

292 0 臼玉未完 0.11 g 第30図 105 緑泥片岩

2 926 臼玉未完 0.11 g 第29図的 緑泥片岩

2 928 臼玉未完 0.06g 第30図 181 緑泥片岩

293 0 臼玉未完 0.1 g 第29図 90 緑泥片岩

2 936 臼玉未完 0.05 g 第31図 221 緑泥片岩

293 7 勾 玉 2.0 g 第27図 18 緑 j尼片岩

2974 臼玉未完 0.13g 第29図 86 白雲母緑泥片岩

2 976 臼玉未定 0.12g 第30図 109 緑泥片岩

2 9 7 9 臼玉未完 0.14 g 第30図 170 緑 1尼 石

白雲母石英片岩
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遺槍概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 - 臼玉未完 0.19 g 第29図 25 緑泥片岩

300 1 

309 1 臼玉未完 0.06 g 第29図 >6 緑泥片岩

3 0 9 5 臼玉未完 0.1 g 第29図 49 緑泥片岩

3 0 9 5 臼玉未完 0.15 g 第29図 48 緑泥片岩

3 1 0 3 臼玉未完 1.0 g 第四図的 白雲母緑泥片岩

3 1 2 6 臼玉未完 0.1 g 第30図 112 緑泥片岩

3 129 原 キオ 49.0 g 第28図 1 白雲母菅長石

1.0 g 石英片岩

3 1 3 7 臼玉未完 0.07 g 第30図 183 自 雲 母

緑泥片岩

3 1 3 8 臼玉未完 0.25 g 第29図 41 緑泥片岩

3 1 5 8 臼玉未完 0.04g 第31図 213 緑泥片岩

3 1 94 臼玉未完 0.16g 第29図 34 緑泥片岩

322 1 臼玉未完 0.1 g 第30図 187 白 号τz雪z 母

緑泥片岩

3 262 臼玉未完 0.05 g 第30図 193 緑泥片岩

3 2 6 5 白玉未完 0.25 g 第32図 10

3 2 6 9 臼玉未完 0.05 g 第31図 216 緑泥片岩

3 302 食U 青5 5.9 g 第27図 20 緑泥片岩

3302 臼玉未完 0.15 g 第29図 81 if.;k 1尼 石

白雲母片岩

3 370 臼玉未完 0.13 g 第29図 75 白雲母緑泥石

石英片岩

3 3 7 4 臼玉未完 0.12 g 第29図 63 白雲母緑1尼片岩

3396 臼玉未定 0.2 g 第29図 27 白雲母緑泥片岩

3 4 0 3 臼玉未完 0.15 g 第29図 52 緑 泥 石

白雲母石英片岩

3 4 0 8 臼玉未完 0.1 g 第29図 1 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

3 4 2 8. 臼玉未完 0.1 g 第29図 ~99 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

3497 臼玉未完 0.05 g 第29図 14 緑泥片岩

3 5 0 7 臼玉未完 0.11 g 第30図 172 緑泥片岩

3 5 1 0 臼玉未完 0.09 g 第30図 188 緑 1尼 石

白雲母石英片岩
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遺僧概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 - 勾玉未完 1.35g 第27図 36 緑泥片岩

3605 

360 7 双孔円板 0.92 g 第27図 36 白雲母片岩

あるいは

千 枚 岩

384 9 剣形未完 4.55 g 第28図 2 白雲母緑泥石

石英片岩

388 1 目玉未完 0.1旨 第30図 141 白 τ雪z昔'" 母

緑泥片岩

3 8 8 2 臼玉未完 0.1 g 第31図 214 緑泥片岩

3 8 8 8 石 鍬 0.44 g 第32図 14 里 耀 石

391 2 臼 玉 0.05 g 第29図 18 緑泥片岩

3 9 1 4 臼 玉 0.09 g 第29図 15 白 雪τ'"雪t 母

石英片岩

3 9 2 2 臼玉未完 0.2 g 第29図 61 緑 泥 石

白雲母石英片岩

392 5 臼玉未完 0.16 g 第29図 79 緑泥片岩

3 926 臼玉未完 0.06 g 第30図 171 白 雪コ'"雪Z 母

緑泥片岩

3 9 2 7 剣形未完 5.0 g 第28図 4 白雲母緑泥石

石英片岩

392 9 臼玉未完 0.16g 第30図 132 緑 I尼片岩

3 939 臼玉未完 0.07 g 第30図 125 緑泥片岩. 
3 94 1 臼玉未完 0.29 g 第30図 126 緑泥片岩

394 4 臼玉未完 0.11 g 第30図 162 緑泥片岩

3 956 臼 玉 0.09 g 第四図 7 白 雲 母

緑泥片岩

395 7 臼玉未完 0.09 g 第30図 162 白雲母緑泥石

石英片岩

3 9 5 8 円板未完 1.54 g 第32図 1 緑泥片岩

4 003 臼玉未完 0.19 g 第32図 8 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

4 0 2 4 臼玉未完 0.12 g 第29図 82 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

402 5 臼玉未完 0.06 g 第30図 161 白雲母石英片岩

4 030 臼玉未完 0.1 g 第30図 144 白雲母石英片岩

-288-



遺稿概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 - 臼玉未完 0.14 g 第29図 84 緑泥片岩

4040 

405 5 臼玉未完 0.14 g 第30図 108 白雲母石英片岩

4070 臼玉未完 0.13 g 第30図 143 緑 t尼 石

白雲母石英片岩

4088 臼玉未完 0.09 g 第29図 92 緑 泥 石

白雲母石英片岩

4 1 1 8 臼玉未完 0.15 g 第29図 55 緑泥片岩

412 7 臼玉未完 0.2 g 第29図 64 白雲母緑泥片岩

4 2 0 8 臼玉未完 0.09 g 第30図 151 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

4 209 臼玉未完 0.2 g 第四図 62 白 雪τz雪" 母

緑泥石石英片岩

4 24 8 臼玉未完 0.09 g 第30図 192 緑 j尼片岩

425 2 臼玉未完 0.04 g 第四図 19 白 雪τ'"雪z 母

緑泥石石英片岩

4 2 5 3 臼玉未完 0.11 g 第29図 45 白 雪て'"雪z 母

緑泥石石英片岩

4 3 1 3 臼玉未完 0.11 g 第29図 95 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

4 3 1 8 臼玉未完 0.13 g 第30図 168 白雲母緑泥石

干7 英片岩

4 322 臼玉未完 0.06 g 第30図 165 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

432 5 臼玉未完 0.14 g 第30図 133 白雲母緑泥片岩

4 326 臼玉未完 0.11 g 第30図 113 白雲母緑泥片岩

432 8 臼玉未完 0.06 g 第30図 185 緑泥片岩

4 333 臼玉未完 0.14 g 第29図 53 白雲母緑泥片岩

4 34 1 臼玉未完 0.04 g 第30図 189 緑 1尼 石

白雲母石英片岩

4 378 臼玉未完 0.15 g 第30図 116 白雲母石英片岩

4 386 臼玉未完 0.08 g 第31図 210 緑泥片岩

4 4 0 4 臼玉未完 0.76 g 第27図 54 白雲母石英片岩

4 4 0 9 臼玉未完 0.1 g 第29図 80 緑泥片岩

441 1 臼玉未完 0.15 g 第30図 116 緑泥片岩

4 4 3 9 臼玉未完 0.2 g 第29図 77 白雲母緑泥片岩
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 - 臼玉未 2.54 g 第28図 6 緑 j尼 石

4 4 5 9 白雲母石英片岩

4462 臼玉未完 0.35g 第30図 147 緑泥片岩

4 462 臼玉未完 0.16g 第30図 146 緑泥片岩

4 4 6 2 臼玉未完 0.1 g 第30図 145 緑泥片岩

4462 臼玉未完 0.11 g 第31図 222 緑泥片岩

4 4 6 2 臼玉未完 0.04g 第30図 148 緑 j尼 石

白雲母石英片岩

C-Ol C-Ol 双孔円板 1.5 g 第27図 30 白雲母石墨片岩

4 

1 0 目玉未完 0.2 g 第31図 230

1 8 臼玉未 0.8 g 第27図 48 緑泥片岩

2 8 臼玉未完 0.1 g 第31図 231

109 白玉未完 0.05 g 第31図 233

167 勾玉未 1.15 g 第27図 50 白雲母石英片岩

169 臼玉未完 0.1 g 第31図 232

1 8 1 目玉未完 0.95 g 第27図 55 緑泥片岩

191 双孔円板 1.65 g 第27図 31 緑 j尼片岩(表)

白雲母石墨片岩(裏)

247 勾玉未 1.05 g 第27図 42 緑 1尼 石

石英片岩

269 大割片 11.2 g 第28図 7 緑泥片岩

273 大割片 4.85 g 第28図 8 緑泥片岩

276 臼 玉 0.05 g 第31図 229 緑泥片岩

石墨片岩

277 臼 玉 0.15g 第31図 226 緑泥片岩

278 臼 玉 0.1 g 第31図 227 緑泥片岩

279 臼 玉 0.12 g 第31図 228 緑泥片岩

380 円板未 0.08g 第27図 47 緑泥片岩

C -10 C-I0 双孔円板 3.55 g 第27図 27 緑泥片岩

7 3 

7 7 臼玉未 0.18 g 第31図 237 緑 1尼片岩

8 8 臼玉未完 0.1 g 第31図 243 緑 1尼 石

石英片岩

115 臼玉未完 0.1 g 第31図 244 緑泥片岩
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

C-I0 臼玉未完 0.1 g 第31図 250

1 38 

155 双孔円板 1.8 g 第27図 34 緑 1尼 石

緑閃石片岩

1 56 白玉未完 0.1 g 第31図 245

168 勾玉未 3.55 g 第27図 24 緑泥片岩

1 70 臼玉未完 0.1 g 第31図 240 緑泥片岩

210 臼玉未完 0.2 g 第31図 236 緑 1尼片岩

221 臼玉未 0.15 g 第31図 238 緑泥片岩

256 臼玉未完 0.2 g 第31図 234 緑泥片岩

266 目玉未完 0.1 g 第31図 246 緑 1尼片岩

267 臼玉未完 0.15 g 第31図 239 緑泥片岩

2 70 臼玉未完 0.1 g 第31図 248 緑 j尼 石

石英片岩

282 白玉未完 0.1 g 第31図 242 緑 t尼 石. 
石英片岩

284 臼:t.未 0.2 g 第31図 235 緑 i尼 石

石英片岩

364 臼玉未完 。:15g 第31図 241 緑泥片岩

391 臼玉未完 0.05 g 第31図 249 緑泥片岩

399 臼玉未完 0.2 g 第31図 251 緑泥片岩

400 臼玉未完 0.05 g 第31図 247 緑泥片岩

409 自然石 12.8 g 第28図 9 砂 石

C-ll C-ll 臼玉未完 0.1 g 第31図 271 緑泥片岩

4 

1 2 臼玉未完 0.1 g 第31図 264 緑泥片岩

1 4 臼玉未完 0.15 g 第31図 262 緑泥片岩

1 5 目玉未完 0.18 g 第31図 260 緑 j尼 石

石英片岩

1 8 臼玉未完 0.05g 第31図 272 緑泥片岩

2 0 臼玉未完 0.05 g 第31図 269 緑泥片岩

2 3 臼 玉 0.05 g 第31図 253 緑泥片岩

3 3 臼 玉 0.13 g 第31図 254 緑泥片岩

1 74 双孔円板 3.15 g 第27図 29 白雲母緑泥片岩

201 臼玉未完 0.05 g 第31図 270 緑泥片岩
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

C-ll 臼玉未完 0.1 g 第31図 270 緑 j尼片岩

229 

269 臼 玉 0.1 g 第31図 252 緑泥片岩

302 臼玉未 8.6 g 第27図 19 緑 1尼 石

石英片岩

320 勾玉未 0.65 g 第32図 2 緑 j尼片岩

461 臼玉未 0.9 g 第27図 33 緑 j尼片岩

530 目玉未完 0.15 g 第31図 261 白雲母緑泥石

石英片岩

5 74 臼玉未完 0.15 g 第31図 256 緑泥片岩

589 臼玉未完 0.1 g 第31図 267 緑 1尼 石

石英片岩

591 勾玉未 0.25 g 第27図 22 緑泥片岩

633 勾玉未 1.45 g 第27図 緑 1尼 石

41 石英片岩

634 勾玉未 0.8 g 第27図 石英片岩

636 臼玉未完 0.15 g 第31図 268 緑泥片岩

646 割 片 0.85 g 第31図 257 緑 I尼片岩

748 目玉未完 0.15g 第31図 263 緑泥片岩

760 臼玉未完 0.25 g 第31図 255 緑泥片岩

802 臼玉未完 0.1 g 第31図 265 緑泥片岩

817 割 片 14.2 g 第28図 3 緑 泥 石

石英片岩

877 臼玉未完 0.25 g 第31図 258 緑 1尼 石

石英片岩

880 円板未完 1.8 g 第27図 44 緑 泥 石

白雲母石英片岩

885 臼玉未完 0.15 g 第31図 259 緑 1尼 石

石英片岩

897 臼玉未完 0.3 g 第31図 266 緑泥片岩

903 勾玉未 2.25 g 第27図 40 緑 j尼 石

石英片岩

912 臼玉未完 '0.1 g 第31図 274 緑 I尼 石

石英片岩

C-Ol 鎌身先 遺存長 第28図 10 鉄 製

354 
3.6xI6.5佃
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

004 -

238 7 遺存長
11 

鋸 身 2.2x7.5佃 鉄 製

2 8 0 0 第28図

005号住居祉(古墳時代)

遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

平面形 第37図 1 裁形土器 口径18.4佃 172 。。j三巳2 形

方 形 器高28.0佃

底径 6.6cm

規 模 2 致形土器 口径17.1叩 152 j三巳? 形

515佃 X505cm 器高24.8四

底径 8.5cm

面 積 3 裁形土器 口径16.2cm 173 完7全巳F 青3

26.0伽D. 器高17.0佃

底径 7.6cm

主軸方位 4 製形土器 口径13.0佃 172 。。，7fE F 青3

N-110 -E 器高14.9佃

炉，カマド，柱穴等 5 裁形土器
C-22 B-11 S-22 ~-11 3776 c .. -P 口縁部5 2 u"v  178 

カマドアリ 対角線上4 C-02 C-02 C-02 
主柱穴アリ 北壁側

6 v.. '7 v.. 12 v.. 24 

172 129 114 73 87 83 

82 81 78 

貯蔵穴アリ 6 裂形土器 172 。。底 部

7 高 t不 口径14.0叩 141 。。，フ三巳，. 形

器高 9.3佃

底径 8.5佃

8 高 ま不 口径12.8叩 172 。。7宅全c 成

現高 8.9叩

9 高t手形土器 142 。。口縁部

10 高it形土器 42 ~13 。。杯 部

11 琢形土器 口径15.0叩 35 。。j三巳，. 形

器高 6.9叩

12 杯形土器 口径15.2個 31 17 40 30 27 。。信jf; 成

器高 5.0叩

13 不形土器 口径12.8佃
11775 C-02C-02 

3 8 
。dy巳p 成

議高 7.1咽 120 76 79 74 1221 55 

80 87 111 
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遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

第40図14 原形土器 16 161 135 。。口縁部

15 主手形土器 172 。。口縁部|

16 杯形土器 C-12 。。口縁部
10.伽m 53 

17 土 玉 H33.0S37.5nm 34 。酸化焼成の赤

遺物番号 図版番号

005 - 2 臼玉未完 0.15 g 第四図 5 緑泥片岩

005 - 4 臼玉未 0..65 g 第四図 8 緑 泥 石

石英片岩

005 -12 臼玉未完 0.1 g 第39図 4 緑泥片岩

005 -14 目玉未完 0.15 g 第39図 3 緑 泥 石

石英片岩

005 -36 臼玉未 O. 5 g 第39図7 緑 j尼 石

石英片岩

112 勾玉未完 5.57 g 第38図 2 緑 泥 石

白雲母片岩

192 臼玉未完 0.2 g 第39図 6 緑 j尼 石

石英片岩

C-12 凹 石 422.5 g 第38図 1 安 山 岩

2 1 

167 石 鍬 1.35 g 第39図 9 黒 耀 石

一
006号住居士止(古墳時代)

遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

平面形 第39図 1 高 主不 口径16.6佃 171 。。杯 音B
方 形

規 模 2 高 ま不 口f歪15.4cm 174 。。ま不 部

佃× cm 高径 4.4佃

面 干責 3 土 玉 破 片 C-12-79 

約Mが削除

主軸方位

N -130 -w 

炉，カマド，柱穴等

主柱穴アリ

貯蔵穴アリ 南西コーナ
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007号住居祉(古墳時代)

遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考|
内面 外面

平面形 第40図 1 褒形土器 口径26.7佃 227 207 275 1 ~-53 。 j三e 成

方 背5 器高31.2佃 142 272 261 71 

底径10.4佃

8-53 
規 模 2 嚢形土器 底径 8.0佃 。 胴下半部|

企 x(企)

面 積 3 主手形土器 口径14.8佃 282 5G 巳 形|

約Mが削除 高き5.25佃

主軸方位 4 杯形土器 口径12.7佃
8-53 002 。。j三巳2 成o 67 

N-60 -W 高き 6.9cm

炉，カマド，柱穴等 5 杯形土器 口径10.8佃
002 002 。。5G 己 成274 254 

主柱穴アリ 器高 5.0叩

002ときり合い

6 主手形土器 口径13.7叩
002 002 002 。。jさEま 成
270 276 280 

高き 5.9佃

7 杯形土器
8-53 。。口縁部。

008号住居祉(古墳時代)

平面形 第43図 1 菱形土器 回 8687 89 129 131 口縁部|

方 形 144 146 152 153 

規 4莫 2 蜜形土器 8-12-0 口縁部

630佃 x(... ) 

面 積 3 コシキ形土器 56 57 58 。。ロ縁部

約}ずが削除

主軸方位 4 菱形土器 底径 7.4佃 136 底 部

N-480 -W 

炉，カマド.柱穴等 5 コシキ形土器 54 55 136 。。下半部

カマドアリ

主柱穴アリ

貯蔵穴アリ 6 褒形土器 138 139 底 部

7 高 主事 8-12 。脚 部。
8 主手形土器 60 59 ~-12 

6 口縁部

9 王手形土器 42 口縁部

10 主手形土器 42 。。口 縁部

11 ま手形土器 口径13.2佃 4 5 66 129 139 。。7信』巳 成

器高4.28冊

12 杯形土器 14 。。口縁部
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遺 構 概 要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

第43図13 杯形土器 B-12 。。口縁部。
14 杯 口径10.3佃 95 62 67 93 68 92 99 。。7cb E 成

器高 5.8佃

底径 4.7佃

15 土 玉 干し径 6.mm 53 
H21i.5833.0 

16 土 玉 7.缶m 38 。酸化焼成の赤
H28.8832.5 

17 土 玉 2.5nm 10 里 玉
H 9.58 9.0 

18 紡錘車 高き3伽m 2 。酸化焼成の赤
径 36mm

磨 き

遺物番号 図版番号

008 -65 勾玉未完 4.5 g 第44図 4 キ占 板 岩

140 磨 石 129.0 g 第44図 1 石英斑岩

B-11 磨 石 40.0 g 第44図 2 砂 岩

2 

B-12 磨 石 49.0 g 第44図3 砂 岩。(2) 

010号住居祉(古墳時代)

遺構概要 図版番号 種類名称 i去量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

平 面形 第47図1 菱形土器 3 5 ロ縁部

方 形

規 模 2 菱形土器 61 63 。口縁部

858cm X 885cm 

面 干責 3 菱形土器 374 67 352 395 85 口縁部

75.93m2 338 375 62 542 

主軸方位 4 衰形土器 551 477 。口縁部

N -14・-E

炉.カマド，柱穴等 5 蜜形土器 ~I: 偶IJ 25 ~-31 1!-32 ~~2 
7 2 71 口縁部

炉祉アリ 対角線上4

主柱穴アリ 補助 2 

貯蔵穴AB 6 菱形土器 B-71 ~^ B-32 7 H 50 '6 ロ縁部

7 蜜形土器 底径 6.5佃 ~n-30 81 548 340 365 
19 

。底 部

57 

8 褒形土器 底径 9.0咽
B-31 B-21 

13 '7"~ I7 底 部

9 菱形土器 40 67 。底 部
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遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外面

第47図10 菱形土器 底径 6.7佃 111 297 。底 昔日

11 菱形土器 底径 7.4佃 111 2 。底 音E

12 杯形土器
B-31 窯印底部27 

13 高t手形土器 29 ~ -32 。脚 部
6 

14 高t+形土器 53 。。脚 音E

15 杯形土器 高径 6.5cm 95 97 。。j三巳" 成

16 杯形土器 口径15.0叩 144145147189 B12 -31 。。jヨじァ 成

高径 5.4cm

17 杯形土器 口径16.4cm 315 297 。。j三巳7 成

高径 5.8叩

18 ま不形土器 口径11.2cm 527 48 c7b E 青5

高径 5.3cm 須恵器

19 杯形土器 4849 008008B-22 底 部
32 27 0 

B-52 261 
須恵器

17 

20 杯形土器 口径14.4棚 194 。。元，_Lo 成

高径 5.6cm

21 I不形土器 276 511 279 512 身破片

須恵器

22 褒形土器 53 口縁部

23 杯形土器 10 。口縁部

24 嚢形土器 B-31-17 。口縁部

25 主手形土器 10 50 B-32-6 。。口縁部

26 杯形土器 B-31-8 。。口縁部

27 王手形土器 B-32-6 。。口縁部

28 土 玉 孔径 6.伽m 298 。
H26.5833.0 

29 土 玉 孔径 7.駈m B-31-20 。酸化焼成

H36.0836.0 
30 土 玉 8.伽m 298 。

H32.0834.5 
31 土 玉 破 片 B-31-18 の赤

32 土 玉 孔径 2.5mm 50 。
33 土 玉 HI3.5812.5 47 黒 ス ス 付 着

遺物番号 図版番号

569 砥 第48図 1

109 第48図 2
」 一 一

ヴ

t
Q
d
 

ワ臼



遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

010 - 第48図 3 6 個接合

317 

8-30 第3q図 4

1 6 

グリッド

遺構概要 図版番号 種類名称 法量 接合遺物番号
赤彩部位

備考
内面 外商

第49，図 1 菱形土器 C11-41 134(1151括) 。口縁部

2 褒形土器
C-31 C-31 C-31 

上 部128 94 138 

3 瓶 表採 下 部

4 高 王不 D-021括 剥0離 脚 部

5 高 杯 8-32-6 。。脚 部

6 ま不形土器 口径14.4叩
C-31 C-31 C-31 。。'フ三巳ァ 成200 197 198 

器高 6.2佃

7 t不形土器 一括表採 。。口縁部

8 :q.:形土器 一括表採 。。口縁部

9 手摺(壷) 一括表採 。。
10 手摺(壷) 底径 3.0叩 C-42-35 底 部

11 土 玉 孔径 6.5m1J1i C-31-196 。
H35.0S42.5 : 

12 土 玉 -7.加 C-42-25 。
H20.0S29.5 

13 土 玉 -7.加 C-52-7 酸
H25.0S25.5 fじ14 土 玉 -:~~.1IIJ!l i A-62-0 。

焼
H21.0S24.5 成

15 土 玉 -5.伽m C-62-8 。 σ〉
H20.5S22.0 赤

16 土 玉 -8.伽m C-62-8 。
H20.0S24.0 

17 土 玉 破 片 C-41-15 。
18 土 玉 破 片 C-42-1 。

遺物番号 図版番号

C-20グリット C-20 臼玉未完 0.06 g 第55図 19 緑泥片岩

7 

8 臼玉未完 0.12 g 第55図 20 緑泥片岩

2 0 磨 石 239.3 g 第54図 1 砂 岩

3 9 臼玉未完 0.1 g 第55図 18 緑 j尼片岩
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遺構概要 遺物番号 f種類名称、 法量 図版番号 備 考

C-20グリット C-20 臼玉未完 0.18 g 第55図 16 緑 j尼 石

4 6 石英片岩

5 3 臼玉未完 0.1 g 第55図 24 緑 t尼 石

石英片岩

74 臼玉未 0.13 g 第55図 26 緑 I尼 石

石英片岩

111 勾玉未完 1.25 g 第54図 7 緑 1尼 石

石墨片岩碧玉

1 1 7 臼玉未完 0.1 g 第55図 23 緑泥片岩

153 臼玉未定 0.1 g 第55図 17 緑泥片岩

154 打曾j片 28.35 g 第54図 6 緑 j尼片岩

含パンペリー石

167 勾玉未完 4.95 g 第54図 8 緑泥片岩

C-21グリット C-21 臼玉未完 0.15 g 第55図 21 緑泥片岩

1 

4 0 臼玉未完 0.95 g 第55図 27 含パンペリー石

緑泥片岩

5 2 $IJ離痕の 1.55 g 第55図 28 砂質粘板岩

アル石

C-22グリット C-22 磨 石 44.5 g 第54図 2 砂 岩

2 (アルコース砂岩)

C-31グリット C-31 目玉未 1.3 g 第54図 11 緑泥片岩

6 8 

9 1 臼玉未完 0.05 g 第55図 14 粘 板 岩

9 2 臼玉未完 0.05 g 第55図 12 半占 板 岩

132 臼玉未完 0.03g 第55図 25 緑 1尼 石

石英片岩

146 臼玉未完 0.1 g 第55図 15 緑泥片岩

162 臼玉未完 0.1 g 第55図 222 緑泥片岩

C-72グリット C-72 双孔円板 4.25 g 第54図 9 緑泥片岩

2 未 Y宅全c
5 磨 石 57.36 g 第54図 3 砂 岩

アルコース砂岩

C-62グリット C-62 剣形未 2.5 g 第54図 10 含アルカリ角閃石

1 0 緑泥片岩

C-42グリット C-42 ~J 片 3.9 g 第54図 5 安 山 :6 ョ
2 4 
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遺構概要 遺物番号 種類名称 法量 図版番号 備 考

C-41 有舌ポイ 3.45 g 第54図 4 錫i 子 産

1 8 ント 安 山 岩

C-32 臼玉未完 0.1 g 第55図 13 緑泥片岩

5 0 

6 0 臼玉来 1.15 g 第55図 30 緑 t尼 石

石英片岩

1 04 割 片 2.6 g 第55図 29 緑 j尼 石

白雲母片岩

第 l号塚関連出土遺物

1 3 磨 石 15.71 g 第6図 1 安 山 岩

1 3 銭 貨 2.4 g 第 7図 4 寛永通貨

32 剥 片 14.27g 第 6図 2 細粒砂岩

3 3 銭 貨 3.0 g 第 7図 2 寛永通貨

34 銭 貨 2.75 g 第 7図 1 寛永通貨

36 銭 貨 1.98g 第 7図 3 寛永通貨

E-20-1 銭 貨 2.55 g 第 7図 5 太平通貨

※赤彩上器……X線蛍光分析結果より類推(肉顔鑑定)による。顔料成分は酸化鉄である。

※臼玉勾玉剣形品等……緑泥片岩系の石産地は埼玉県比企丘陵産。有舌ポイントは千葉県銚子産。

※緑色片岩一…緑泥石、緑泥片岩としてある。
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各住居祉及びグリット石製遺物等岩石一覧

住居雄、グリット

番号、記号 名称種 類 点数 {緒 考

001 自 然 石 5 安山岩、軟玉、流紋岩質白、チャート

緑色片岩系 2 臼玉片

黒 耀 石 剥片、加工痕のナイ石

砥 石 流紋岩質凝灰岩

樹 脂 松の木の根

計 10 

002 自 吠 石 6 石英脈

緑色片 岩系 臼玉片

砥 石 2 流紋岩質石英安山岩質凝灰岩

計 9 

003 自 然 石 10 石英斑岩、砂岩、花岡岩

緑色片岩系 66 臼玉片、円板、曾l片

チ ヤ 石微

言十 77 

004 自 聖k 石 15 チャート、鉄石英、粒状大のもの

緑色片岩系 7，654 臼玉片、勾玉、剣形、円板、鉱浮(緑泥石含)、破片、曾j片

黒 官霊 石 3 石蟻

砥 石 4 砂岩

軽 石 2 石英安山岩質

安 山 石 2 割片石鍬(チャート)

焼 結 物 6 鉱棒(緑泥石含)

加 工 具 輝石、石英安山岩質軽石

鉄 屑 3 

計 7，690 
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番号、記号 名称種類 点数 備 考

C-20 自 然 石 5 石英片岩、チャート

緑色片岩系 122 

計 127 

C -21 自 然 石 3 チャート、石英安山岩

緑色片岩系 72 臼玉片

黒 耀 石 剥片

5十 76 

C-22 自 然 石 1 珪質粘板岩

緑色片岩系 4 片. 
黒 ま程 石 剥l片

砥 石 砂岩(アルコース砂岩)

計 7 

C -31 自 然 石 6 チャートか石英脈、砂岩

緑 色片岩系 80 臼玉片

安 山 石μa 1 剥片

計 87 

C-32 緑色片岩系 15 臼玉片、割片

黒 *1 石 制片(チップ)

計 16 

C-41 緑色片岩系 7 臼玉片、片

安 山 岩 1 織(有舌ポイント)

計 8 
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番号、記号 名称種類 点数 備 考

C-42 自 鉄 石 2 チャート、砂岩

緑色片岩系 2 片

安 山 正山王 害j片

計 5 

C -62 緑色片岩系 1 剣形

計

C-72 自 快 石 1 砂岩(アルコース砂岩)

緑色片 岩系 円板

計 2 

B-1 緑色片 岩系 円板

5十

D-1 緑色片岩系 割片

計

塚 自 聖k 石. 11 チャート、砂岩、流紋岩質凝灰岩、;尼岩

焼 結 物 1 鉱j宰

砥 石 2 安山岩、石英安山岩質軽石

セ メ ン ト コンクリート

細粒砂岩 剥片

人 工 石 鉱j宰

瓦 片 石川伊八押印(製作者)

銭 貨 4 寛永通費

計 22 

E -20 銭 貨 太平通費

計

グリット分総合計 354 
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第三章小 結

第一節 出土遺物について

本(海老)遺跡内，ローム層中から検出された遺物は，土製品・石製品・金属製品・自然遺

物・動物遺存体等である。

土製品には， 日常生活具のカメ邦等用器の他，漁労具であり，一次調査では，土の焼結

物土玉の副葬品がある。縄文時代土器，弥生時代の土器，古墳時代の土師式土器が発掘さ

れた。阪南・陶邑に比定の須恵器邦，紡績具の出土もある。

石製品には，先土器時代の台形の石核にあたるもの・細タテ長の剥片，縄文時代の石銑・

磨石凹石の他，古墳時代の砥石，特に工房社(第 4号祉)内からは，石製模造品・勾玉・

臼玉の玉類とが検出きれている。分類きれた石材質は，先土器時代が桂質岩・縄文時代は

安山岩・黒耀石砂岩が活用きれており，古墳時代中期には，流文岩質凝灰炭の砥石他，製

玉材として，埼玉県長瀞玉淀を形成する母岩の一つである，緑色片岩系が用いられている，

科学博物館，加藤昭室長の鉱物鑑定によれば，県立長瀞玉淀自然公園内朝日根産のパンペ

リ岩を含み，北吉見丘陵の結晶片岩であったことからも，本遺跡は，古墳時代 6世紀頃の

「石」を通じた文化交易をしのぶことができる。

金属製品は，万子・鎌鋸身の工具と生産具とであるが，鉱石を鍛錬した鉄製品の他，中国

伝来銅銭一枚・江戸時代邦銭・寛永銭4枚とである。銭貨は塚に伴なうものであるが，鎌

鋸・刀子等金属器は工房祉から出土したものである。

動物遺存体は，員の他. p甫乳類食肉目犬の骨体で， ともに食用に供されている。犬は出

土状況，風化度から昭和の遺産であると判断きれる，

土製品は，カメ形，査形，高杯コシキ形の土器の他，土器片錘，土錘(土玉)紡績具と

思われる破片である。出土土器について各々の章で前述きれているが，成形手法について

補足すると

①カメの下部から順次粘土紐を巻き上げて成形し表面に粘土の継目を残こすもの，

②弥生式土器の底部の圧痕・土師器の高坪底部には木葉を整形時の補足として利用したも

グ〉

③技法として切離した際に器の底部に箆を差込んで‘切離したもの，底部に渦状の箆切り

痕跡をとどめるもの，

④器面に赤色顔料を塗彩するもの。指圧による器内外面に撫で，箆削り，箆磨き，刷毛

目(くしめ)などの手法を用いて器面調整きれている。平滑つやのあるもの，更に整
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形きれた器に顔料を塗付し赤彩を呈するもの

⑤粘土塊をそのまま成形した手担ねの土器等に分けられる。

本遺跡出土の蜜形土器等の成形技法 本跡出土嚢形土器等の継目について。完成品につ

いては，推定するのみであるが，断面を，窺い得なかった破片を用いて，高炉で再焼

成したところ，継目が暗褐色となり，積み上げ手法を証明する変化が観られた。この方法

は継目の酸化焼成の徴変化による判別の例として示唆したい。

赤彩土器片を用いて，聾光X線分析の結果胎土を構成する原素の外，表面のみを照射し

たものについては，鉄Fe203の存在が分析チャートから示きれ顔料としてのFeの性質を

活用している。本社では，古噴時代，土師器を伴フ遺跡の坪形土器のほとんどが赤彩きれ

ており， 日常茶飯器具においでも赤色文化であったことも窺える。

自然遺物 本調査出土の自然遺物には，動物遺存体，晴乳類，食肉目「犬」と軟体動物

門「貝」類の二種である。

貝殻は，第 2号祉の発掘調査中，南側コーナーにかかる南北セクション堤に沿って，集

堆していたもので，住居祉覆土中(ハード・ローム混入土)の土に混り，一地点に塊とな

って発見きれた。

2mm・3mm自のフルイ通しをした結果，総数923点を数え，堆積プロック全てが海産のマ

キ貝で，中にただ一枚のみが斧足綱(ハマグリ)が混入していたが魚骨等は見られなかっ

た。

前者のマキ貝は，高きの低い小形の円錐形の小螺で，長径18mm，高き 12mmを計る程度の

ものが多<，穀の内面は真珠光沢が残っており，右巻きで藍黒色点が殻表に遺存している。

小突起が見うけられるので「イボキサゴ」である。又俗に千葉では「ナガラミ」とも呼ば

れている。

混入の「ハマグリ」は，長径21mm，高き 6mmの小きな卵形に近い，二枚貝の片側で，白

色の地に栗褐色が薄〈残こる。両者とも土中で風化しでもろい。

学名 (1)軟体動物門，腹足網，にしきうずがい科，「イボキサゴJ (2)軟体動物門，斧足

網，まるすだれがい科「ハマグリ」

発掘された動物の遺存体は，食肉目「犬」である。 D-72グリット第二層，撹乱層芥中

で発見きれた骨で，水洗い時荒いセンイが付着していたので，布袋に入れられ捨てたものと

解きれた。

頭蓋骨下顎は 2片に破れており，腰骨，肩甲骨，肢骨 6を検出した。
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頭蓋骨は完形で，歯牙 5本前切歯が欠損し歯頭は消耗しているところから老犬ではない

かと思われる。

肢骨及び下顎の筋肉の付着面に切り離し痕の切創が残こされるので，食用に供されたも

のである。(切創O印) P L45参照。

須恵器 第10号祉出土遺物中に， 3点ではあるが青灰色を呈する坪形土器完形の他同質

の部分片 2等が検出された。

完形品は，内傾する口縁端部と受部の端部を円形に整形し，やや平らな底部外面はへラ

ケズリ，ナデにより仕上げられており硬質である。器の内面は指圧痕をとどめるがナデに

よって整形きれ長石粒を押えている。

陶邑古窯祉群TK23・47形式に類似する。ロクロ回転のナデ整形である。口径l1.4cm，

立上り1.9高4.7を計る。他は破片であるが復元したところ同様型式を示すと思われる。

(田辺昭三 陶邑古窯祉群 1，1966参照)

住居祉の時期

本調査区で発掘された住居祉は， 9軒である。そのうち，規模の計測不能のもの，すな

わち削り取られたもの 2軒，削り取られてはいるが，推測可能なもの 2を含む，これらの

住居祉は，いづれも鬼高期に存するものであるが，炉を設けたもの 2 (確認数)カマドを

有するもの 3，切断きれ不明のもの等ある。又これらの住居祉群の中には，遺構の規模が，

時期的に均一化する傾向が見られるとともに，切合い関係から， 3っに分けられた。 5号

住居祉の床面の延長下の住居， 6号祉，と同じく 5号祉により，壁が切り取られ，床面及

び遺物が撹乱をうけた，住居祉， 4号祉をもとに，主軸方向，切り合い関係，伴出遺物と

同類のものを，時期決定とし，すなわち鬼高期でも，比較的古いと思われるもの， 7号祉，

6号祉，これらの住居祉の遺物と同類のものをもち，新しい様相の加わるもの， 1と4・

須恵器・坪・ TK23・及び471こ比較しえる， 6 C前半の住居祉10と，遺物番号21・27，碧

形土器・坪形土器の形態変化と多様化する傾向により， 2・3・5・8がある。(高坪形土器には，

古い形態が残る)，rすなわち，本遺跡ではおよそ， 6 Cから百年間の古墳時代文化を示す，

人聞の生活史を物語ると云える。
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寝玉技法について

004号祉出土の石製模造品は，小型の三角形に近い剣形品，一点を除くほか肩平な勾玉，

双孔円板と，多量の未成品・作業中の破片等である。

原石には大きなものは見られず，小割にした縦長の剥離片が多くこの石の特徴からきて

いる。

本社検出の結晶片岩等総数7869について分類を試みたところ製作工程に特徴があること

が判明したので，和洋女子大教授寺村先生の指導を経て単純な図式で示す。

回Zl玉材を求めて移動，採取引羽|

玉材の産地が特定きれたことにより，古墳時代後期における石製品を作る工房の技術者

の移動，または元石の交易や採取とを考えなければならない。

|原石の打割作業工程|

剣形品
↓ ノ平割削(大型片)→予定削磨→商取切離→穿孔→研磨→仕上→円板品

小割 勾玉

↓ 、平副削(小型片)→荒削磨→面取切離→穿孔→研磨→仕上→臼玉
摘出 (方形)切離し

。→B→ロ→固→@→@

緑色片岩を用いた004号祉の工房については，臼玉片未成品はほぼ方形に面取されてい

ることに注目される。
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第二節 古墳時代における石製模造品の石賀について

本稿は本遺跡出土の石製模造品の石材について，御指導をいただいた記録である。

過去で発掘調査された玉造り石製品については，すでに滑石と報告されている多くの報

文があるが，たまたま，岩石の色が類似することから，千葉県内，嶺岡山系に産する「蛇

文岩」の活用があってもよいのではと想定し発掘調査終了後，国立科学博物館，地学室長

加藤昭氏に，肉眼鑑定並び、に，試料の分析を依頼し，産地同定の労を執っていただいた。

肉眼鑑定法による調査結果，当該試料は，緑色鉱物を主成分として構成する石で，緑色

をしている結晶片岩である。そのうち多くのものは，緑泥石のようにFe，Mgを含有する

石が，石製模造品の材に該当する。個々については，多少成分が異なり，緑泥石に白雲母，

角閃石，緑簾石，曹長石が岩相として結合している結晶片岩で，元石は玄武安山岩質，凝

灰質のものが低温，低圧を受け変化，分解したもので，緑色片岩の岩石が異った集合体に

変ったものである。

緑色片岩 (GS)は普通，温度300度を上限ときれ，圧力の上限9000気圧である。緑色の

結晶片岩については，すでに報告があり関東山地では，鬼石，長瀞一帯に出現し，関陽太

郎(1958)報文がある。他に丹沢，福島県阿弐隈にも産す。

産地について

緑色の結晶片岩を構成する岩相鉱物中に，微細にpunpellgire(パンペリ石)を含むこと

からも限定され，関東山地に分布する岩石である。荒川|の上流埼玉県長瀞西の一部に元石を

求めることができる。

構成式は Ca2 (Mg ・Fe2+AI)(AI・Fe3+)2((OH・H20)21sio41Si207)= 

Ca2 (Mg ・Fe・AI)(AI・Fe3+)2SiOll・(OH・H20)2

注) 緑色片岩は，緑色の結晶片岩であり，たいてい緑泥石を含むので緑泥片岩としても通用する

可能性はある。 (X線回析チャート参照)

カルシウムのほか鉄，マグネシュウム，アルミニュウムと珪石とが相互に結合した岩石。
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チャート 1. 先土器時代ナイフ形石器(珪質岩)

チャート 2.第4号社(工房社)出土.緑色片岩(結晶)

チャート 3. 第4号社(工房社)出土.石片
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チャート 4. 第4号祉出土臼玉.結晶片岩 1222(緑泥片岩)

チャート 5. 第 4号出土剣形品 1302.結晶片岩(緑泥片岩)

--.-.ト ・.φ一一一・-・ーー・・____---+--4-__4-ー~~~ー・ーーーー ー一ーーーーァーーてーーー--~ー・ー』ー』ー』ー--------

チャート 6. 第一次古墳出土 016一013管玉(建玉)
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チャート 7. 戸張作遺跡 C-12-1赤彩土器

チャート 8. 第4号祉(工房社)出土鎌

Cu 

チャート 9. 第一号塚出土銅銭 (34)
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第三節遺物の分析結果について

分析方法では，定性分析にとどめである。ターゲット (Target)は， W線(タングステン j

を用い，鑑光X線分析を採用，材，及び土師器表面に照射，分析を行った。

装置は，理学電機製，鑑光X線分析装置を活用した。 W線管球を使用し，印加電圧40KW

印加電流30mA，分光結晶・弗化リチウム(LiF)検出器は「シンチレーション・カウンター」

試料照射面積は，必要に応じて測定しである。

土師器の分析結果，赤色土との比較分析の対象として，土器表面の赤色面についても，

とらえられた元素は，鉄(Fe)，銅(Cu)，マンガン(Mn)，亜鉛(Zn)，ニッケル(Ni )の五種

である。焼結物である土器(土師器)から検出される。これらの元素は，全て，土の組成

であり肉眼で，赤色に反射する元素は，チャートの強度差により Feであったことが解る。

(分光回折チャート参照)

(2)比較した石製模造品の石質

古墳時代の遺跡から出土した，石枕・製玉材について，本遺跡以外の工房祉出土品を比

較対象として分析しである。その鑑定結果から，活用された岩石名称、をもとに，産地に関

する当時の交易文化圏が類推される。

(イ)東寺山石神遺跡，古墳出土石枕一一戸張作第三次調査区(第 4号祉)出土の石製模造品

石材と同質の結品片岩であり，白雲母緑泥石(緑色片岩)

(ロ)船橋市外原遺跡-3号祉出土製玉材一一緑色の結晶片岩であり，緑泥石がほとんど(緑

色片岩)

付船橋市夏見合遺跡-7号祉出土製玉材一一緑色の結晶片岩で，緑泥石官民石(緑色片岩)

以上3資料も変成岩，緑泥石を主成分とする濃緑板状の緑色片岩(緑泥片岩) = G reen-sC'hist 

(Chlorite) であったことが判明した。

(ロ・ハは船橋市郷土資料館提供の資料を分析)

(3)，金属製品の分析結果

製品は，いづれも腐蝕が著しい水酸化物で現状はとどめるが，大きくふくらみ鋳化が進

んでいる。砂鉄精錬ではないかと想定し，分析したが，決定し得る根拠はなく，介在物に硫

黄があり，カーボンが多く鋼であった。

(イ)鎌身(第 4号枇出土)一一鉄・銅(少量)が主体でニッケル・亜鉛・マンガンは微少

であるが存在する。チタンは折出きれない。鉱物の顕微鏡による組織から鍛造品である。

(ロ)鍛(第一次調査14号出土)一一一鉄・銅・亜鉛は検出きれない。鉱物が抽出されず鋳の

みで現形遺存したものである。

付銅銭(第 l号塚伴出)一一一本文第二章遺物の項参照。
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東寺山・戸張作遺跡
(第 1次・第 2次調査)

写真図版



PL 

(1)遺跡付近

(2)遺跡全景



PL 2 

(1)塚 群 (1，2，3，4号)

(2)塚 群 (5，6号)

(3)古墳群 (8，9号)



PL 3 

(1) 1号塚全景

(調査前)

(2) 1号塚全景

(調査後)

(3) 号号塚全景

(調査前)

(4) 2号塚全景

(調査後)
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PL 5 

(1) 5号塚全景

(調査前)

(2) 5号塚全景

(調査後)

(3) 6号墳全景

(調査前)

(4) 6号塚全景

(調査後)



PL 6 

(1) 7号塚全景

(調査前)

(2) 7号塚全景

(調査後)

(3) 8号墳全景(調査前)



PL 7 

(1) 8号墳主体部確認状況

(2) 8号墳主体部遺物出土状況



PL 8 

(1) 8号墳主体部粘土出土状況

(2) 8号墳周溝土層断面



ω h w 滋 ' 滋 同 堅 固 u 来 詣 ( 国 重 ロ ? で い ¥ 中 )

刀 「 ~
 



PL 10 

(1) 9号墳主体部

確認状況

(2) 9号墳主体部

遺物出土状況

(3) 9号墳主体部

(調査後)



PL 11 

(1) 9号墳周溝内

遺物出土状況

(2) 9号墳周溝内

遺物出土状況

(3) 9号墳周溝内

遺物出土状況



PL 12 

(1) 9号墳周溝土層断面

(2) 9号墳全景(調査後)
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PL 14 

(1) 10号墳造物出土状況

(2) 10号墳全景と溝A・溝Bの切り合い状況



(1) 11号墳全景(調査前)

'" 

(2) 11号墳主体部確認状況



PL 16 

(1) 11号墳主体部

造物出土状況(南側)

(2) 11号墳主体部

遺物出土状況(北側)

(3) 11号墳周構内

造物出土状況



PL 17 

(1) 11号墳周構内造物出土状況

(2) 11号墳全景(調査後)



PL 18 

(1) 12号墳全景(調査前)

(2) 12号墳周構内

遺物出土状況

(3) 12号墳全景(調査後)



PL ¥9 

(1) 13号墳全景(調査前)

(2) 13号墳主体部(外側プランは掘り方)



PL 20 

(1) 13号墳主体部

造物出土状況

(2) 13号墳周構内

造物出土状況

(3) 13号墳周溝内

遺物出土状況



PL 2' 

.r 

~・4

(1) 13号墳周構内造物出土状況と土層断面

(2) 13号墳全景(調査後)



PL 22 

(1) 14号墳全景(調室前)

(2) 14号墳全景(調査後)



PL 23 

(1) 14号墳主体部

造物出土状況

(2) 14号墳主体部

遺物出土状況

(3) 14号墳主体部

(調査後)



PL 24 

(1) 001号fHr;JJlニ全長 (調代後)

(2) 001号住居祉法物出土状況



PL 25 

(1) 001号住居祉

造物出土状況

(2) 001号住居祉

造物出土状況

(3) 001号住居祉カマド前

遺物出土状況



PL 26 

(1) 001号住居祉

カマド

(2) 001号住居祉

カマド内遺物出土状況

(3) 001号住居:止

カマド内支脚出土状況
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(1) 001号祉カマド

(調査後)

(2)溝状遺構A

(70C区)

(3)溝状遺構A

(60C区)



PL 28 

(1)溝状遺構A

(50，10，20， C区)

(2)溝状遺構B

(30E， D区)

(3)溝状遺構B

(30E， D区)
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(1)溝状遺構B

(30 B 区)

(2)溝状遺構B

(30 L， M区)
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(1)構状遺構D

(70，60F区)

(2)溝状遺構D

(60，50 F区)

(3)溝状遺構C

(50M， N区)
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(1)土桔l.

(調査後)

(2)土枯 2.

炭化物出土状況

(3)土拡 2

(調査後)
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(1)土拡 3.

(調査後)

(2)土拡4

(溝状遺構Aとの関係

及び造物出土状況)

(3)土拡 4.

(調査後)
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(1)土拡 5.

(調査後)

(2)土拡 6
(調査後)

(3)土地 7.

(調査後)
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(1)土拡 8.

(調査後)

(2)土地 9.

(調査後)

(3)土 拡 9.

炭化物出土状況



(1) 010， 011 

遺構全景

(2) 010，遺構支脚

出土状況

(3) 011遺構

PL 35 



(1 )直刀(5，7)

(2)刀子(3)

4‘ 、

(3)万子(9，11)

.司・.帯~司|
白書九議L.
!為ヨ I帝劇1

1ヘ之容|

(5)万子片側 (6)刀子(4)

8号墳主体部出土遺物一①
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(4)刀子(10)

(7) (2) 

(8)刷
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3. (17) 
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13 ......... 

(直刀針1)
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(12) 5. 
(23C) 

7 曹 8.
(23A) (22) 

-E・冒・
ω

(238 ) 

" (23 F) 

9 
(230) 

10 (23 E) 

1-12.15 (鉄3族)

16.17 (鉄鎌付着布目痕)

16 

8号墳主体部出土遺物一②

17 



‘ . 13鉄鍬片

2.万子片

10.欽3族片付7)

1.直万
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4.万子片

3.刀子片刷)

5.刀子片側
6. i祖
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8.欽Hl:片
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15.(49) 

11.欽3朕片(27)

16. 

9号墳主体 部出土遺物
14-16鉄製品破片
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4.刀 f

2直刀(b ) 

1.直刀(a ) 

3.直刀(c ) 

(ツパ)

11号墳主体部出土遺物-①
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万子
13号
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万子
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5. (24) 
)
 

n
w
d
 

(
 
• 『，，

)
 

a
 

つdn
L
 

(
 

• n
h
u
 

9. 
(19 b ) 

10 
(19 a ) 

PL 42 

(22b)214. 15・(21) 16.(13) 17.(15) 
百 25.(11) 

1 7， b~ 2~ • 22 23.(18) 
(17 c) 

18.(16) 21. 24.(12) 

13.(22 b ) 

(l7d) 

(悶1 341思
30.(4) 31. 

(ig-c) (22 d) (22 ~)- ~f (17 e) 

29.(20) (2 a) 
32.(5) 

3 . (26) 4 . (25) 

)
 

4
 

np'u
 

(
 

-
n
L
 

)
 

司

J'
n
y'U
 

(
 
• 1

 

27.(7) 
26.(6) 

28.(8) 

8.(15) 

14号墳主体部出土遺物 (鉄鉱)



)
 

ハU
内
、

uハUM
円(

 

内
J

)
 

F
「リ
uv
 

l
 

a
 

M
山閃円(

 

1
 

3 
(NoJ6) )

 

凋
性nu 

M
N
 

(
 

a怜 5 
(No 1 ) 。。6(N051) )

 

勺

a
内
ぺ

ua
 

M
円(

 

『，，
)
 

a性-a
 

M
刊(

 

ae 

PL 43 

)
 

au a
 

u
N
 

(
 

nww 

10 11 (No46) 12 13 14 15 (No37) 
16 17 18 (No50) 

(No.2 ) (No54-1) '-(No9) (NoJ7) (No.54-2) .. (No49) 

-‘ 
。。
• 

19 20 21 22 23 (No 5 ) 24 (No29ー 1) 
25 26 27 

(No52) (No45) (Noll) (No 8 ) (覆土中 ) (No46) (NoJ2) 

。。。。。。

28 
(No34) 

29 
(No 7 ) 

。。
30 31 32 33 
(磁土中) (No29-2) (No54-3) (No36) 

。 。
34 

(No13) 

ふ。544) 37h54-5) 3A054-6) 刊(Na10) 41(NGIB) 42(M5) ~ 。3)

9号墳主体部出土玉類

No.9 NoJ6 

No14 
NoJ7 
(臼玉)

No.4 No.ll No 5 

13号墳主体部出土玉類

No 2 

35 
(No31) 

No13 

36 
(No32) 

No18 No19 

(原寸)



PL 44 

個跡 争 唱齢 輔静 唱齢 議 ー島 争 場

鋼齢 書
3- 4軸

5 6響) 7鰻 2 咽唖.... 9 
(No.34) (No.34) (No.15) (No.24) (No.12) (No.14) (No. 6 ) (No.32) 

唱静 @ 。唱静 e 事 備静 e 
10.  1鱗 1舟) s輔副F) 朝勝 輔鵬 朝鵬

17 
(No.I0) (No.ll) 15 (No.27) 16 (Na 7) (No. 3 ) 。@ 電器 ‘島

。輸静 朝勝 場 4勝

1鱒) 20輔 21輔 輔
23輔 24輔 鱒 26輔 27韓

(No. 8 ) (No.25) 22 (No. 9 ) (No.33) (No.33) 25 (No.31) (No.13) (No.23) 

• 
28帯)

土拡-4出土遺物(土製小玉)





PL 46 

2.(1) 

1.(6) 

3.(2) 

4.(7) 

5.14号(M)

13号墳(1-4)，14号墳(6) 周溝内出土遺物及び各遺構出土遺物



1. (158，193) 

4.(5，9，79，82，83，102，131) 

6.(1，6，7，12) 

8.(66，22) 

10.(191) 

001号住居祉出土遺物一①
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盛時一 ~~~~調|
魁 ふ f 事澗|

邑 色;晶子.週|
2 . (No.153 ， 154 ) 

5. (支 脚)

001号住居祉出土遺物ー②

長ょ
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1! JA sA 4J. 5 7 8 
6' (70A14) (14号墳)

回

圃園田

11 
8号墳墳丘内

20 J 15 20 N10 

1.11号(14)

13 

010遺 構

土拡5

11号墳 土拡4(1，2)

各遺構グリッド出土遺物(石器、砥石、滑石製品、軽石、石類)



PL 50 

1. 3号塚(KY08-3 ) 
2. (50N24) 3. (20 C02) 4. (60C04) 

圃・・・h

む
. 

5. (70C 15) 6. (60 F 15) 7. (0001) 

2' 3' 
4' 

5' 6' 7' 

1塚・グリッド出土遺物(古銭)

4号塚

3号塚
4号塚

5号塚

5号塚

2、塚 ・グリッド出土遺物

4号塚
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10号墳出土遺物(須恵器片)



1.10J13-1，2 

10J12-1，2 

4.10812-1，2，3 

D 0 -05-3 

グリッド出土遺物

PL 52 

2.10L21 NO.ll 
20M05 NO.9， 17 ，24， 1，21，22，2，20 
11号社 No.6 
10N25 NO.7 
10M24 No.18 
20M04 No.18 

3. 20M05 No.17 
20 J 14 NO.1 
12号拡周構 NO.3 

5. 10812-1，2 

D 0 -05-2 

6. 70 A 70 No. 3 
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島国

国軍F

L-l 

1 20Cグリ ッド

曲 理ち

曙重F

グリッド出土遺物(須恵器片)
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2 

2' 

須田・

9号墳出土遺物(縄文土器)
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3. 

2. 

7. 

6. 

11号墳(1-3).12号墳(4 -6) .13号墳(7，8)

14 号墳

11号墳・12号墳・13号墳・14号墳出土遺物(縄文土器)



伝.刊1収.
!与必段8診診i切!
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11. 
12. 

PL 56 

4. 
3. 

13. 

14. 

各グリ ッド出土土器(縄文土器) Lグリ ッド(1-4).Jグリッド(8，9).Bグリ ッド(11-14).
Dグリッド(10).Eグリ ッド(5-7 ). 

Bグリ ッド出土土器

グリッド出土遺物(縄文土器)
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1.へラ削り 001号 一10 001号一③

2.糸切り 001号一⑬ 001号⑥一①

土器底部
11号一⑥



東寺山・戸張作遺跡、(海老)

(第 3次調査)

写真図版



遺跡航空写真 PL 

東寺山戸張作遺跡(海老)全影



遺 跡、 PL 2 

1.遺跡地近影

2.遺跡地全影と工事



遺跡発掘調査後 PL 3 

区三二j|

東側調査区域 (C，D，Eグリッド)



遺跡発掘調査後 PL 4 

西側調査区域(竪穴住居祉 ・俺体壕全彰)



遺 構(第一号塚)

3.第1号塚マウンド切断彩(前調査のトレンチ痕が見える)

PL 5 

1. 第 l号塚調査前影

2.第 1号塚土層断面影

(北向)



遺 構 PL 6 

1. 第1号住居士止全影

2.第 l号住居士止覆土断面影



遺 構 PL 7 

1. 第 2号 ・7号住居士止全影

2.第2号祉遺物出土状況影



遺構 PL 8 

1. 第 3号住居士止全;μ

2.第2号祉切断俺体壕影



遺 構 PL 9 

1. 第 4号祉全影(工房社)

2.石片分布状況影(石製品他)



遺構と遺物 PL 10 

l. 第4号土l上貯蔵穴

(工作用ピ ッ ト )- A;~:~

2. tl"l4号.j止貯蔵火

( 工作用ピ ッ ト )- B;;f~

3. 第 4号土止貯蔵穴-8彩



造物出土状況 PL t t 

l. 第 4号土止石製品等

出土状況影(原石材他)

2.第 4号祉鎌身 ・高杯脚部

3.第 4号祉勾玉・石製模造品等

出土状況影

出土状況彩



遺 構 PL 12 

1. 第5号住居祉全J13

2.第 5号住居士止カマド内遺物出土状況影



遺構と遺物 PL 13 

l 第 6号住)，(lJl:全彩(5号住居祉による切断)⑤

2.第6号住居士止造物出土状況影



遺 構 PL 14 

1. 第8号・第10号住居士Il::全影(住居祉確認面影)

一一帽明

_'‘ 

2，第8号 ・10号住居祉全影



遺物出土状況 PL 15 

1. 第 5号住居祉貯蔵穴、カメ出土状況影

2. 第10号住居祉 須恵器杯出土状況



土製品 PL 16 

5 

3 

4 

2 つまみ片

第 l号住居祉出土遺物(挿図12図)



Pしげ
土製品

4 6 7 

8 9 
11 10 

12 

17 

15 

@ 印赤彩土器 16 

2 3 4 

第 2号住居祉出土遺物 (挿図15・16図)



土製品 PL 18 

2 

4 

5 
3 

6 樺痕

11 
7 8 

9 
10 

14 
15 

17 
16 

18 19 

第 3号住居士1I:出土遺物(挿図20図)



土製品 PL 19 

2 

9 10 
3 

7 11 

13 

19 
20 

18 17 

22 23 24 
21 

第 4号住居祉出土遺物(工房社)…(挿図27図)



土製品 PL 20 

2 

5 

4 

7 

11 12 
10 

竜込昌司，

13 

14 
15 16 

第5号住居祉出土造物(挿図37図) 17 



土製品 PL 21 

3 

第6号住居祉出土遺物(挿図40図)



土 器

~ E41一戸つ司・Fィコ・司園園田哩・・圃園田司・

EL-
3 

， 

4 

第7号住居祉出土遺物(挿図17図)

PL 22 

2 

7 



土製品
PL 23 

8 

2 

7 

9 

12 

10 

15 11 16 
。

18 17 

第8号住居祉出土遺物(挿図43図)



土製品 PL 24 

2 

5 
6 

11 

10 

8 

，‘ 

9 

13 14 

22 
17 

23 

24 
26 27 

第10号住居士止出土造物(挿図47図)



土製品 PL 25 

21 

• 28 29 30 31 32 

第10号住居祉出土遺物(須恵器他)…(挿図47図)



土製品 PL 26 

5 
4 

8 10 

14 

15 16 17 

グリッド出土遺物(挿図50図)



石製品 (工房祉) PL 27 

第4号土止出土石材(緑泥石)…(挿図28図)



石製品 (工房社) PL 28 

「j
踊曲目
:円

第 4号社出土石製模造品 ・勾玉他(挿図28図)



石製品 (工房祉) PL 29 

第 4号祉出土石製品拡大(挿図28図)



石製品 (工房社) PL 30 

第 4号土止出土石製模造品(双孔円板他)… (挿図28図)



石製品 (工房祉) PL 31 

聞'

.， 

第 4号祉出土石製品(末成品)… (挿図28図)



石製品 (工房祉) PL 32 

第 4号祉出土臼玉(完・未成品) (挿図30図)



石製品 (工房祉) PL 33 

。
o 0 0 0 0 0 

g 

E _‘-. 
， 1 1¥ & 

第 4号土止出土臼玉(完・未成品)…(挿図30図)



石 製品 (工房社) PL 34 

ー

町 v ' 

~ I 

'‘ 
，
a
 ‘

.E 

'‘ 

‘ 

~ I 

“ 
• 11 ， 

11 4 ， .‘ I~. ，，， .. 
c ， ‘g "‘'‘ 
““‘ a‘ 

第 4号祉出土臼玉(未成品)…(挿図31図)



石製品(工房社) PL 35 

講習事事覇曹臨麟軸韓事

_&~盤 G 場鯵曹司留物静軸

o I智 軸 輔 罫 曹可聴韓鞠鳴

‘I J 曹司眠暫 @轟 開障

.000000廊鵬事調

調 I 車協轟韓覇軍 智

品購 1眠轟

第4号祉出土臼玉(完・未成品)…(挿図32図)



石製 品 PL 36 

先土器時代石器他

E-21グリ ッド出土遺物(挿図55図)



PL 37 

土製品

酪墨

グリッド出土縄文時代土器片

及び土器片錘(挿図56図)



土製品 PL 38 

(木葉痕のある底部)

グリッド出土弥生時代土器片(挿図57図)



金属製品

太平通宝(E-20出土)

(宋太宗 AD976年初鋳)

(瓦片)

第 1号塚 (007号塚)出土銅銭他(挿図 6・7図)

PL 39 

寛永通宝

2 

(挿図 6図)







石製品

。。

'' 

。。
z

. (挿図51図)

グリッドー出土石製品(臼玉他)・

PL 42 

3 

2 

。
6 



石製品

。。
。

。。
。。

。
。
。。
。。

A 

3号土11:出土臼玉他 (挿図21図)

PL 43 

。00

。。

-・

A 
4号祉出土臼玉未成品 ・石嫉他 (挿図33図)

第 3号 ・4号住居士11:出土遺物



石製品

" 3 

第 5 号{主か;t止 I~J j::.f i製品 (38図)

2 

第 8号住居祉出土石製品 (44図)

2 3 9 

5 6 8 

第 4号住居社出土石製品 (29図)

3 

PL 44 

2 

3 -4 

第10号住居祉出土石製品

砥石他 (48図)

4 

第2号住居社出土石製品

(16図)



自然遺物 (晴乳類) PL 45 

空〉

D-72グリ ッド出土犬骨



自然遺物(貝類) PL 46 

J 

第 2号・ 7号住居士止検出貝類



参照付編 (石製品他) PL 47 

。

• 

(工房社) 4号社出土遺物(緑泥片岩他)



参照付編 (石製品他) PL 48 

嘗

• 4 

(工房社) 4号祉出土遺物(緑泥片岩他)



参照付編 (石製品他) PL 49 

‘ ザ

咽.... 
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(C-IO) 225-
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• ， • 

-(C-IO) 279 

(工房社) 4号祉出土遺物



参照付編 (石製品他) PL 50 

(工房社) 4号祉出土遺物 (緑泥片岩)



参照付編 (石製品他) PL 51 

。。

‘ 

' 

(工房祉) 4号祉出土遺物(緑泥片石)



参照付編 (石製品他) PL 52 

‘' 
v 

‘ 

(工房社) 4号祉出土遺物(緑泥片岩)



参照付編 (石製品他) PL 53 

(工房祉) 4号祉出土遺物(緑泥片岩)



参照付編(石製品他) PL 54 

， 

(工房祉) 4号祉出土遺物



参照付編 (石製品他) PL 55 

. 
' 

h 

(工房社) 4号社出土遺物(緑泥石)



参照付編 (石製品他) PL 56 

• ‘ 

(工房社) 4号祉出土遺物(石墨片岩他)



参照付編 (石製品他) PL 57 

(工房社) 4号祉出土遺物 (緑泥片岩)



参照付編 (石製品他) PL 58 

(工房祉) 4号社出土遺物(緑泥石)



参照付編 (石製品他) PL 59 

(工房社) 4号祉出土造物(緑泥石)



参照付編 (石製品他) PL 60 

(工房社) 4号祉出土造物(緑泥片石)
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